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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どこかで鳥の鳴き声が聞こえる。四、五歳の少女が、窓を開け放した縁えん側がわに腰を下ろしていた。幼稚園の制服らしい紺こんのブレザーを着て、茶色がかった髪の毛を緩ゆるく三つ編あみにしている。窓のへりに軽く乗せた右手だけが手袋に包まれている。

　彼女の膝ひざには、ブレザーと同じ色の帽子が乗っている。白いタイツを穿はいた両足をぶらぶらさせながら、ぼんやりした目つきで空を見上げている。空はよく晴れていた。

　ここは彼女の祖母が住んでいる家だった。今、古い平屋の中にいるのは少女だけだ。本当は幼稚園にいなければならない時間だが、昼休みにこっそり外へ抜け出して、祖母の家へ来てしまったのだ。

　祖母はどうして来たの、とも訊きかず、まるで待っていたように家に上げてくれた。縁側に孫を座らせて、おやつを作ってあげるから、お買い物に行くわね、とだけ言い残して出かけてしまった。買い物にしてはずいぶん長い時間が経たっている。

　聡さとい彼女には祖母が幼稚園に行ってくれたことが分かっていた。今いま頃ごろ、自分がこの家にいることを説明してくれているはずだ。

　彼女は目を閉じた。それから、呟つぶやくような声で歌い始める。以前、祖母が教えてくれた童どう謡ようだった。




　つきのさばくをはるばると

　たびのらくだが行きました

　きんとぎんとのくらおいて

　ふたつならんでゆきました




　彼女は口をつぐむ。そのすぐ続きが思い出せなかった。彼女は歌詞を飛ばして、気に入ったところを歌い始めた。




　さきのくらにはおうじさま

　あとのくらにはおひめさま

　のったふたりはおそろいの

　しろいうわぎをきてました




　寂しい歌だと祖母は言っていたけれど、彼女はそうは思わない。お姫様には一いつ緒しよにいてくれる王子がいるのだ。それが少し羨うらやましい。彼女には同じ年頃の友達はいなかった。




　ひろいさばくをひとすじに

　ふたりはどこへゆくのでしょう……




　彼女がはっと目を開ける。いつのまにか、目の前の庭に背の高い人ひと影かげが立っている。祖母よりもずっと背が高く、年も若いようだったが──目を凝こらしても顔立ちや服は霧きりのようにぼやけて、はっきり見えない。

「お前に会いに来た」

　と、相手は囁ささやくような声で言った。懐なつかしい響ひびきだった。自分とはなにからなにまで違っているようなのに、それでいてよく知っているような気もする。

「音おん叉さの結界が緩ゆるんだのでな」

　と、相手は言った。だれかしら、と彼女はぼんやり思った。

「『右目』の子供は私を神様と呼んでいた」

　彼女の心を読んだように、その相手は言った。幼い彼女は神様がどういうものなのか、はっきりした考えを持っていたわけではなかったが、言われてみるとそれが正しい気がした。

「……みぎめのこども？」

「その子供もお前と同じように一人だ。『右手』を持つお前と同じように」

　それを聞いた途と端たん、彼女は右手を帽子の中に隠してしまった。手袋の下には紫色の痣あざがある。時々、この手には奇妙なことが起こっていた。目に見えない誰だれかに触さわられることがあるのだ。口に出せばそれだけのことだったが、幼稚園で他ほかの子供には話したことがない。一人だけみんなとちがう、という感覚が彼女は怖かった。

「いつかこの町に『右目』の子供が戻ってくる。お前は一人ではなくなる」

　相手の話はよく分からなかったが、友達になる、ということのようだった。

「お前たちは常とこ世よの者と戦うことになるだろう。そして、お前だけがその代だい償しようを払う」

　だいしょう、と彼女は口の中で繰くり返す。意味は分からないが、なんとなく不安な気持ちにさせる言葉だった。

「お前たちの繫つながりは強くなる。そうなればなるほど、お前の苦難も増していく。最初に肉体が、その後で心が蝕むしばまれるだろう」

　少女は不意に自分の周りの空気が冷たくなっていることに気付いた。帽子の下の右手が小刻みに震ふるえている。今耳にしているのは、聞いてはいけない事柄の気がした。

「虫と共に三人目が戻る。この地に再びまさんの木の実が実ったら、もう後戻りはできない。お前の左手には黒い刻印が宿る」

　彼女は耳を塞ふさごうとしたが、震える両手は意のままにならない。彼女は唇を嚙かんで座っているだけだった。おばあちゃん、と彼女は口の中で呟つぶやいた。はやくかえってきて。

「……そして鳥とともに四人目が戻る」

　と、相手は言う。耳に染みこむような声だった。

「お前はその時」




　気がつくと御み厨くりや柊とう美みは暗くら闇やみの中で半身を起こしていた。まだ深夜らしい。病院のベッドにいると分かるまで、しばらく時間がかかった。夢の中と同じように、彼女の両手は震ふるえている。彼女は背中を丸めて激しく咳せきこんだ。胸がきりきりと痛んだが、しばらくじっとしていると、潮しおが引くようにゆっくりと痛みは遠ざかっていった。

（夢……？）

　彼女は暗がりの中で自分の右手に触れる。手のひらには紫色の痣あざがあるはずだった。この世ならざるものに触れる「右手」の能力。この世ならざるものを見る「右目」を持つ神じん野の明あき良らに会って、常とこ世よの怪物と戦ってきた。そのために使用される「紫の銃」は、少しずつ彼女の命を吸い取っている。

（鳥と共に四人目が戻る）

　夢ではなく、本当に起こった出来事のような気がする。あの場所は確かに祖母の家だったし、時々柊美が幼稚園を抜け出して、あそこに行っていたのも本当だった。

（誰だれだったのかしら）

　本当のことだとしたら、あの男は未来のことを知っていたのか。あの不吉な予言の内容──胸むな騒さわぎがする。彼女は暗闇の中で体を震わせた。
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　十二月が始まったばかりの夜だった。月も星も見えない。夕方から降っていた小こ雨さめのせいで、アスファルトの路面はじっとりと濡ぬれていた。

　車を降りた途と端たんに激しい波の音がした。新につ田た晴はる海みは思わず立ち止まる。一いつ瞬しゆん、自分が海の中にいるような錯さつ覚かくに陥って、慌てて周囲を見回した。彼女は神かみ岡おか町ちようの湾岸道路の真ん中に立っている。彼女は道路を渡って、音のする方へ近づいていった。真っ暗でよく見えなかったが、ガードレールの向こうにはコンクリートで護ご岸がん工事された斜面があり、海はその先にあるはずだった。

「雨、やんだね」

　晴海の背中から男が話しかけてくる。

「霧きり雨さめじゃないの、これ」

　晴海は白い息を吐きながら答える。レストランにいた時よりも雨足は確かに弱くなっていたが、立っているだけで体が濡れてしまいそうな気がする。冷たい空気がコートの中にまで染みこんでくるようだった。

　晴海は駅前の商店街にあるパン屋の娘で、今は神岡町の西せい陵りよう高校で学校司書として働いている。男の方は商店街にあるスポーツショップで働いている若い店員だった。出身は東京だということだが、この町にふらっと現れてそのまま居着いたらしい。店番をしながらテレビばかり見ているとか、無む駄だ話ばなしばかりしているとか、よくない評判はあったが、晴海はあまり気にしていなかった。地元の人間はよそ者をことさら悪く言う癖くせがある。

　見た目は悪くなかったし、道で会うたびに話しかけてきて、しつこく誘うのでまあいいか、という気持ちで晴海は食事に出かけた。男の車でレストランに行き、三十分もしないうちに、晴海は地元の人間の噂うわさ話ばなしが正しいこともあると思い知った。

　思ったよりもずっと男はよく喋しやべった。しかし他人の話はろくに聞かない性格だった。そういう人間の多くがそうであるように、自分の話が面おも白しろいと思いこんでいるようだった。結果として「同じ懐かい中ちゆう電灯が一度に三本も売れた話」など、まるで興きよう味みをそそられない話をいつまでも聞くはめになった。

（文ふみちゃんと食事した方がよっぽど楽しいだろうな）

　よく動く男の口を見ながら晴海は考えていた。文ちゃん、というのは同じ商店街にあるオヌマ書店の店主の文ふみ彦ひこで、晴海とは幼おさな馴な染じみだった。至って無口な性格だが、人の話を引き出す才能のようなものがある。散歩のついでにオヌマ書店に行き、文彦と世間話をするのが彼女の習しゆう慣かんになっていた。

（そういえば、文ちゃんに夕食奢おごるって約束してたっけ）

　かなり前の話だが、憶おぼえていても文彦は自分からは決して口には出さないだろう。今度こそちゃんと誘ってみよう、と彼女は心に決めた。

　食事が終わって、車で湾岸道路に向かっている間も晴はる海みは文ふみ彦ひこのことを考えていた。おかげでどうしてここへ来ようと男が言ったのかを聞きそびれている。

「ここ、穴場なんだよ」

　彼女は黙だまっていた。彼女にはただの人ひと気けのない場所にしか見えなかった。街路灯と街路灯のちょうど中間で、ひどく暗い上に薄うす汚よごれている。ガードレールには泥のようなものが跳ねていて、よく見ると路面にも同じ汚れがあった。急ブレーキをかけたらしいタイヤの跡もかすかに見える。多た分ぶん、土砂を積んだトラックがブレーキをかけた拍子に少し落としていったのだろう。

（どうしてこんなところで止まったんだろう）

　晴海はふと思った。信号もなければ自動販売機もない。ただ道路が延びているだけだった。ふと、彼女は自分もその「なにもない場所」にいることに気付いた。

「……ねえ、なんでここに止まったの」

　晴海は男に向かって言った。

「ほら、あれ」

　男が指差した方を見ると、ところどころに明かりのついた白いマンションの群れがぼんやりと浮かんでいる。完成した神かみ岡おかニュータウンだった。色々事故があったらしく、思ったよりもあまり入居者もいないと聞いている。

「綺き麗れいだろ。だから穴場なんだよ」

「……」

　それでここに来たんだ、と彼女は思ったが、夜景と呼ぶには微妙な眺めだった。天気がよくないし、それに寒すぎる。彼女はコートの襟えりをぎゅっと絞った。一応、この男のために服を選んだのだが、無む駄だな労力を使ったような気がする。

「寒い？」

「寒い！」

　吐き捨てるように晴海は言った。その言葉を勘かん違ちがいしたのか、男は晴海の肩を摑つかんで抱き寄せようとする。反射的に晴海は男の手をぴしゃりと払った。行き場をなくした男の手はおろおろと空中をさまよって、近くの電信柱に手を突いた。

「なんだ、こんなところにもあんだな」

　男は電信柱に貼はってある紙を見ながら言った。風雨にさらされてぼろぼろになった「尋ね人」の手製のポスターだった。神かみ岡おか北きた高校の制服を着た女の子が変色した写真の中でにこにこ笑っている。「藍あい原はら仁ひと美み」という名前らしい。

　二ヶ月前、二百人近い人々が行方ゆくえ不明になった。神岡北高校の文化祭に行って、それっきり姿を消してしまったのだ。警けい察さつの捜索にもかかわらず、未いまだに人々の足取りは摑めていない。家族たちは思い思いの尋ね人のポスターを作って町中に貼ったが、効果はなにもなかった──。

　晴はる海みが暗い気持ちでポスターを見つめていると、男の声が聞こえた。

「どうせこいつら、宗教かなんかだろ。どっかで集団自殺とかしたんだよ」

「いなくなった人のこと、そういう言い方するのやめてよ！」

　自分でも驚おどろくような鋭するどい声だった。

「私の知ってる人も大勢いなくなってるんだから！」

　気まずい沈ちん黙もくが流れた。男は困ったように顔を背そむけていたが、やがて言った。

「あそこに見えるの、三さん者じや岩いわかな」

　男は海の方を見ていた。晴海は内心ため息をついた。都合が悪くなると誤ご魔ま化かすことしか知らないらしい。自分の失言をちゃんと償つぐなうこともできないのだ。

「釣りやってる常連に聞いたんだけど、埋め立てかなんかでここらへんの潮しおの流れが変わったらしくてさ」

「私、帰る」

　男の話を遮って晴海は言う。そろそろ我慢の限界だった。

「そんな、まだ」

「送ってくれなきゃ歩いて帰る。そんなに遠くないし」

　その時、晴海は波の音に混じってなにかを聞いた気がした──人間の声のような。

「なんか言った？」

　晴海は振り返って言う。しかし、男が口を開いたのではないと分かっていた。声は彼女の足元から聞こえたからだ。晴海は自分の足元を見下ろす。アスファルトの上に白っぽいものが落ちていた。彼女は体をかがめて、それに目を近づける。楕だ円えん形けいのそれはちょうど人間の指先の大きさぐらいで、まるで──。

「あっ」

　晴海は思わず後ずさりをする。そこに落ちていたのは人間の爪つめだった。根元は無む理り矢や理り剝はがされたように、かすかに赤黒い血がついている。

「どうかしたの？」

　男が後ろから声をかけてくる。

「ライター貸して」

　晴海はガードレールから目を離さずに言った。男がオイルライターを渡すと、彼女は手のひらで庇かばうようにして火を点つけ、路面を照らす。

「……なんだ、これ」

　男が震ふるえる声で言う。路面の染みは泥ではなく、黒く変色した血だった。降り続いた雨のせいで流れかけて、路面全体に広がっている。ガードレールからも血の混じった滴しずくがぽたぽたと地面に落ちている。

　誰だれかがここで怪け我がを負ったのは間違いない。晴海は建設途中の神かみ岡おかニュータウンであったという殺人事件を思い出す。もう半年以上前だが、マンションの建設予定地で次々と高校生の死体が発見されたことがあった──犯人はまだ逮捕されていないはずだ。

「もう帰ろうぜ」

　男が晴はる海みの腕を引っ張った。

「交通事故かなんかだろ。もう処理が終わってるんだよ」

　タイヤの跡の方を見ながら彼は言った。一いつ瞬しゆん、晴海はそれを信じかけたが、首を横に振った。

「警けい察さつが来たように見えないじゃない」

「そんなの俺おれたちに関係ねえだろ！」

　晴海は男の言葉を無視して、ライターをかざして注意深く周囲を見た。この町ではおかしなことばかり起こっている。彼女の住んでいる家の隣となりでも殺人事件があり、残った遺族も行方ゆくえ不明になってしまった。自分には関係ないことでも、放っておく気にはなれない。

　彼女はガードレールに近づくと、海へ向かう斜面に目を凝こらした。今まで気付かなかったが、なにか白いものがぼんやりと闇やみに浮かんでいる。彼女は身を乗り出して、ライターを持った手を伸ばした。斜面を一メートルほど降りたところに、うつ伏せになった人間が倒れている。若い男のようだったが、奇妙なことに服をなにも身に着けていなかった。

（……死んでる）

　晴海の体がひとりでに震ふるえ始めた。隣にいる男は怯おびえたように後ずさりしている。放っておけばこのまま逃げ帰りそうだった。警察を呼んで、と言いかけた時、斜面の方からかすかなうめき声が聞こえた。

「まだ生きてる！　救急車呼んで！」

　晴海はそう言い捨ててガードレールをくぐり、濡ぬれた斜面を滑るようにして倒れている男に近づいていった。

　再びライターを点つけて、男の体を照らす。暗くら闇やみの中に白い背中が浮き上がった。右腕は赤黒く腫はれ、絞ったタオルのようにねじれている。骨が砕けているのは明らかだった。右半身をぶつけられたらしい。

（車に撥はねられて、ここまで飛ばされたんだ）

　晴海はこわごわと男の体に指先で触れる。雨に濡れた皮ひ膚ふは人間とは思えないほど冷え切っている。一瞬、スーパーに並んでいる食肉の感触をありありと思い出して、吐き気を催した。

　晴海が触れたことに反応したのか、男がかすかに身動きをした。顔を動かそうとしているらしい。

「……動かないで」

　と、晴海は言った。道路にはあれだけの血の跡があった。どこかに傷を負っているはずだ。男は比較的無事な左腕を地面に突いて、地面からわずかに頭を上げた。晴海ははっと息を吞のんだ。彼の顔の下は血だまりになっていた。

　晴はる海みはライターを持っていない方の手で、俯うつむいている男の顔に触れようとして──そして手を引っこめた。彼女は自分の手をまじまじと見下ろす。男の血でべっとりと濡ぬれていた。

（今……）

　顔のどこかに傷があり、そこから血が流れているのだと彼女は思っていた。しかし、顔のあるべき場所にはなにもなかった。男は首を痙けい攣れんさせながら、晴海に向かってのろのろと顔を向ける。ライターの淡い光が男の顔──いや、かつて顔であったものを照らした。

　男の顔には深い穴が開いていた。頰ほお骨ぼねと頰骨の間の皮ひ膚ふが破り取られ、目や鼻があるべき場所にはぬるりとした赤い肉と、細かく砕けた骨があるだけだった。男の上唇はどこにもなかった。残った下唇が小刻みに震ふるえて、歯は茎ぐきをむき出しにして笑っているようだった。

　晴海は目を逸そらすことも気絶することも悲鳴を上げることもできなかった。男の歯と歯の間から、せわしなく白い息が洩もれている。この男は生きているのだ。彼女はただ目を見開いて、呼吸を繰くり返す男の口元を凍りついたように眺めていた。
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「神かみ岡おか町ちょう集団失しつ踪そう事件捜査本部」という張り紙のある会議室のドアが開いて、背広姿の刑事たちが出てきた。神岡警けい察さつ署でここ何ヶ月も繰くり返されている光景だった。定例の朝の会合の後で、それぞれの手がかりを追って捜査を進めていく。

　二ヶ月前に神岡北きた高校の文化祭で大勢の人間が校門を出ていったきり戻らなかった──マスコミにはまだ表向き公表されていなかったが、捜査本部はかなり早い段階から、カルト宗教団体が関与した疑いを持っていた。捜査会議の結果、宗教団体の信者による集団失踪事件と、団体が計画した大規模な誘[image: 拐]事件の二つに捜査方針は絞られた。

　捜査員たちは神岡町近郊に点在している大小の宗教団体と、行方ゆくえ不明者との関連を調べてきた。しかし、行方不明者たちが特定の団体と関与している証拠は今のところ発見されていない。結局、この二ヶ月捜査はなにも進展していないと言っていい。最初の二十日を過ぎた段階で人員はかなり縮しゆく小しようされており、来月で捜査本部が解散するという噂うわさも囁ささやかれていた。




　蔭かげ山やまは首をぐるりと回しながら廊下へ出てきた。関節がぼきぼき鳴る。三十代も半ばを迎えて、以前よりも疲れやすくなっていた。

　彼は周囲を見回して、一足先に部屋を出ていった部下を探す──廊下の少し先に、他ほかの男たちより頭一つ分ほど長身の男が歩いていくのが見えた。

「おい、丸まる谷や」

　丸谷と呼ばれた男がくるりと振り向いた。蔭山よりは五、六歳は若い。ひょろりとした長身の上に、眼鏡めがねをかけた細ほそ面おもての顔が乗っている。おそらく世間の人々がイメージする「刑事」とは程遠いに違いない。

「あ、係長。どうかしたんですか」

　愛想よく笑いながら丸まる谷やは言う。蔭かげ山やまは思わず釣りこまれそうになったが、自分を戒いましめた。これからこの部下にしようとしているのは、あくまで「注意」なのだ。

「ちょっと話があるんだが」

　蔭山は丸谷を廊下の隅の喫煙所に連れていった。

「どうかしたんですか？」

「お前、なにやってるんだ」

「なにって、聞きこみ調査ですよ。神かみ岡おか北きた高校の生徒から、行方ゆくえ不明者たちの当日の行動を……」

「それとは関係ない質問をしてるらしいじゃないか」

「……どこから聞いたんですか？」

「女房の知り合いに北高の生徒がいてな。背の高い変な刑事が来て、どう考えても九月の事件に関係ないことを、根掘り葉掘り質問していったって聞いたんだよ」

　蔭山と丸谷はこの神岡町で生まれ育っている。必然的に聞きこみの対象に知り合いが含まれることになる。

「奥さんとお子さんはお元気ですか？」

「まあ、相変わらずだよ……って、そんな話はどうでもいいんだ」

　渋い顔で蔭山は煙草タバコに火を点つける。丸谷はどうやら九月の行方不明事件は、この半年に神岡町で起きた他ほかの未解決事件と関係があると考えているらしい。最初の捜査会議では、宗教とは無む縁えんな「狂信的な思想を持つ個人か小グループ」による犯行だと丸谷は主張していたが、結局却下されることとなった。

「捜査方針に反する行動は控えろ」

　と、蔭山は言った。

「……と、一応注意はしたからな」

　正直なところ、蔭山も宗教団体がこの事件に関係があるとは思っていない──この町で生まれ育った人間の勘かんのようなものだ。しかし、ではなにが原因なのかについては、丸谷ほど明確なイメージを持っていなかった。

「分かりました。じゃあ、一応控えます」

　おそらく控えるつもりはない、ということは蔭山にも分かっていた。

「まあ、俺おれたちは捜査方針に従わなきゃならん。手詰まりでもな」

　蔭山は丸谷の肩をぽんと叩たたいた。それから、声を低くして言った。

「……なにかあったら報告しろよ」

「分かりました」

　事実上の黙もく認にんだった。丸谷は顔色一つ変えずに答えた。

　その時、喫煙所に別の刑事が入ってきた。自分たちの今している話は、外部に洩もらすべき内容ではない。蔭かげ山やまは話題を変えることにした。

「そういや昨日の晩、湾岸道路の方ですごいひき逃げがあったらしいな」

　さっき、交通課の知り合いの捜査員から聞いた話だった。

「目と鼻が顔の皮ひ膚ふごとむしり取られてるそうだ。被害者は生きてるそうだが」

　こんなひどい怪け我がは滅めつ多たにない、と捜査員は話していた──単にぶつけられただけならこうはならない、まるで大きな鳥の嘴くちばしに突つつかれたようだ、と。

「それがひき逃げなんですか？」

　丸まる谷やも話を合わせる。

「まあ、現場にタイヤ跡が残ってるらしいんだが、単に轢ひかれたにしちゃ色々不自然らしくてな。被害者は服を着ていない。所持品もなし。顔が分からないってんで、身元がまだ割れてないんだそうだ。今日にもそっちの捜査本部ができるだろう」

　丸谷はちらりと時計を確かめる。そろそろここを出なければならないようだ。

「行くのか」

　と、蔭山が言うと、彼は頷うなずいて背中を向けた。

「全く、ここ半年妙な事件ばっかりだな」

　蔭山は独り言のように呟つぶやいた。

「一体、俺おれたちが相手にしてるのはなにモンなんだろうな」

「とりあえず人間でしょう」

　と、丸谷は振り返って言った。

「それは確かですよ」
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　医師との話し合いを終えて御み厨くりや遼りょう子こが病室に入っていくと、娘の柊とう美みはもうほとんど着替えを終えていた。ベッドに腰かけて、冬用の毛糸の手袋をはめようとしている。声をかけようとした遼子は思わずはっと息を吞のんだ。

　以前よりも娘の体は少し小さくなったように見えた。今着ているチェックの長いスカートと、白いハーフコートは去年のクリスマスに買ったものだが、コートの袖そでがほんの少し余っている。去年はぴったりだったはずなのに。

（瘦やせたんだわ）

　その時、遼子の気け配はいを感じた柊美が顔を上げた。

「帰るわよ」

　声をかけると、柊美は頷いて立ち上がる。今日は何度目かの検査入院だったが、結果はあまり口にしたくなかった。

　柊美が最初にこの神かみ岡おか中ちゆう央おう病院で精密検査を受けてから、二ヶ月が経たっている。柊美が病院に行くと言い出したのは九月の終わり頃ごろだった。話を聞いた遼りよう子こは仰ぎよう天てんした──確かに娘の体調がすぐれないことには気付いていたが、症状は彼女が考えるよりもずっと深刻だった。咳せきと微熱にずっと苦しめられており、時々喀かつ血けつまであるという。

「先生、なんて言ってた？」

「……もう少し様よう子すを見ましょうって」

　結局、今回も原因は分からなかったということだった。

　この二ヶ月で、柊とう美みの症状はよくも悪くもなっていない。最近は学校に行かず家で休んでいることが多い。柊美は高校三年生だが、卒業はともかく大学受験をさせるかどうかで遼子たちは悩んでいた。

　二人は並んで病室を出る。遼子は娘の手袋をちらりと見た。右手の紫色の痣あざを隠すために、右手には一年中手袋をしていたが、二ヶ月前からそれが両手になっている。左手の真ん中に、指で押したような楕だ円えん形けいの黒い痣が増えていた。柊美に尋ねても理由は分からないと言う。その痣についても検査を受けていたが、皮ひ膚ふ病ではないらしいということしか分からなかった。

「病院、変えようかと思うんだけど」

　エレベーターを待っている時、ふと遼子は言った。

「他ほかのところで診みてもらっても分からなかったじゃない」

　と、柊美は答える。確かに東京の大学病院でも検査を受けているが、結果はなにも変わらなかった。

「この病院でいい。多た分ぶん、どこでも一いつ緒しよよ」

　何故なぜか柊美は神かみ岡おか町ちょうを離れたがらない──漠然と遼子はボーイフレンドのせいかもしれない、と思っていた。柊美と同じ学校に通っている二年生で、確か名前は神じん野の明あき良らといった。

「あの子には会ってるの？」

　エレベーターの中で遼子は言った。

　柊美は俯うつむいたまま答えなかった。その横顔を眺めているうちに、遼子の胸が締しめつけられるように痛んだ。

（この子、綺き麗れいになった）

　そして前よりも祖母の菊きく乃のに似てきている。

　神野明良とは顔を合わせたこともあるが、当然ながらいい印象を持っていない。しかし、会わないように注意しても柊美は聞かなかった。いつかはきちんと話し合わなければならないと思いながら、なんとなく黙もく認にんという形になってしまっていた。

「そういえば、あなたに話を聞きたいって、警けい察さつの人が来たわよ」

　遼子はエレベーターの階数表示をを見ながら言った。

「……おばあちゃんのことで？」

「学校の事件のことみたい。いないって言ったら、帰っていったわ」
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　何度も振り返りながら柊とう美みはこっそりと病院の玄関を出た。母親はロビーで偶然会った知り合いと立ち話をしている。外に出た途と端たん、十二月の冷たい風が頰ほおを刺した。玄関の外は小さな庭になっているが、季節柄散歩している患者もほとんどいない。彼女は大きな木の陰に隠れると、コートのポケットからケータイを出した。

　ケータイを持っていることは親には内ない緒しよにしている。プレゼントしてくれたのは明あき良らで、かける相手もほとんど彼だけだった。

　急いで柊美は明良の家に電話をかける。ほとんどコールしないうちに相手が出た。

「明良君？　私」

『今どこですか』

「病院。今から家に帰るところ」

『なにか……』

「ううん。別になにかあったわけじゃなくて」

　明良の心配そうな声を遮って、柊美は言った。

「……声が聞きたかったの」

　相手は沈ちん黙もくする。反応が返ってこないので、柊美は不安になってきた。

「ごめんなさい。今忙しかった？」

『いや全然。なにもしてなくて』

　妙に喉のどになにか絡からんでいるような声で明良は言った。柊美はちらりと病院の玄関を振り返る。そろそろ母親が立ち話を終えているかもしれない。

「それだけ。また電話するね」

『あの』

　柊美が通話を切ろうとすると、明良が言った。

『近いうち、会えないですか』

「なにかあったの？」

『いや……その』

　明良はしばらく口ごもっていたが、

『俺おれが会いたいんです』

　今度は柊美が黙だまる番だった。電話の向こうで赤面している明良の顔がありありと浮かんだ。彼女の口元から自然と笑みがこぼれた。

「明日、家にいる？」

『明日？』

　明良は驚おどろいたように言った。そこまで急だとは思っていなかったらしい。

『すいません。明日は岡おか内うちたちと見回りに行くんです』

「あ」

　と、柊とう美みは呟つぶやいた。この二ヶ月で、明あき良らの最も大事な用事だった。

「あさっては？」

『いますけど』

「家に遊びに行っていい？」

　ふと、柊美は昨日の夜に病室で見た奇妙な夢のことを思い出す。そのことも明良と話したかった。

『いいですよ』

「じゃあ、またあさって」

　柊美は電話を切った。そのまま病院の玄関の方へ戻りかけ──ふと彼女は病院の建物を見上げる。たくさんの窓が冬の淡い光を浴びて光っていた。

　誰だれかの声を聞いたような気がした。

（……気のせいかな）

　柊美はすぐに明良のことを考え始めた。あさって会えると思うとそれだけで嬉うれしくなった。普ふ段だんよりも軽い足取りで、彼女は玄関へ歩いていった。
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　集中治ち療りよう室しつのベッドにいる患者から、何本ものチューブが伸びている。顔面から首にかけて白い包帯で覆おおわれているが、遠目から見ても鼻のあたりにあるべき隆起がないのが分かる。

　白衣姿の外科医が足でドアを開ける。彼は昨日の晩から当直でこの神かみ岡おか中ちゆう央おう病院にいた。十時過ぎに重症の交通事故患者が運びこまれてきて、ほとんど彼一人で治療に当たらねばならなかった。

　部屋に入った途と端たん、彼はぎくりと足を止めた。一いつ瞬しゆん、部屋の中に大勢の人間がいるような気がした──それがいっせいに自分の方を振り返ったような。

（気のせいか）

　改めて室内を見回しても、いるのは患者一人と看かん護ご婦ふだけだった。彼は欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、装置のモニターを見ている看護婦に声をかけた。

「バイタルは」

　看護婦はちらりと顔を上げる。

「さっきより安定していますけど……」

（信じられないな）

　運びこまれた時は脈があることすら不ふ思し議ぎなぐらいだった。顔面の半分を骨ごと抉えぐり取られている。まるで顔に大きな穴が開いているようだった。出血多量とショック状態で、いつ死に至ってもおかしくはなかったはずだ。

　彼は看護婦の肩越しに、体内の温度を監かん視しするモニターを覗のぞきこむ。

「ちょっと体温が低いな」

　と、彼は言った。

「電気毛布の用意を」

　看護婦は早足で集中治療室から出て行った。彼はベッドの患者を見下ろす──この身元の分からない患者が何者なのか、気になっていた。

　不意に患者の口元がぼそりとなにかを呟つぶやいた。患者の包帯はわずかに口元だけ穴が開いている。うわごとを口にしているらしい。白く曇くもった人工呼吸器のマスクに、医師は耳を近づけた。小さな声なので、はっきりとは聞き取れなかった。

「……てこい」

　医師はガーゼに覆おおわれた患者の顔を見る。意い識しきが戻ったわけではないようだ。

　一体どんな夢を見ているのだろう、と眉まゆをひそめながら医師は思った。

　殺してこい、と言ったような気がした。




　　　４




　古い上り坂の水路がずっと先まで延びている。神じん野の明あき良らは足元を懐かい中ちゆう電灯で照らしながら、慎重に歩いていった。作業用の長靴を履はいていても、水の冷たさがじわりと染みてくる。二週間に一度はここに来ているが、これからしばらくはかなり辛つらい道のりになるはずだ。

「まだ着かないの高たか木ぎ」

　神野岬みさきの声がずっと後ろの方から聞こえる。明良が憶おぼえている限りで、その質問はこれでもう三度目だった。

「……まだです」

　無愛想な高木千ち紗さの声が聞こえる。

「寒いねここ。風邪かぜ引くかも」

　岬の声は少し震ふるえている。

「じゃあ、外で待ってるか」

　と、明良は言う。彼の吐く息も白い。寒いのは確かだった。

「……帰り道分かんない」

「じゃあ、黙だまって付いてこい」

「もうちょっとで着くから、我慢しようよ」

　子供をあやすように岡おか内うち陽よう太たが言った。

　神かみ岡おか町ちょうの地下にある下水道を四人は歩いている。全員、防水スーツと長靴という完全装備だった。この先にかつて常とこ世よ虫むしが封じられていた場所がある。四人はそこへ向かっていた。

　神岡町には昔から常世と呼ばれる異世界との通路が通っている。「常世の門」と呼ばれる通路からは、時折「常世の霧きり」と呼ばれる黒い物質が溢あふれてくる。霧は死者の願望を具現化する力があり、霧と結びついた者は怪物と化してしまう。

　明良はこの世ならざる者を見ることができる「紫の右目」の持ち主で、千紗は常世の怪物の存在を「音」として聞くことができる「紫の耳」の持ち主だった。二人はこの町で「常世の怪物」を封じてきた「紫の者」の血を引いている。

　岬は明良の従妹いとこだが「紫の者」としての能力は持っていない。岡内は岬の幼おさな馴な染じみで、明良の友人でもあった。二人とも明良と同じ神岡北きた高校に通っている。彼らは「紫の者」ではないが、明良たちの協力者だった。

「そういえば、昨日あたしん家ちに刑事が来たよ」

「警けい察さつなら前にも来てるじゃないですか」

　と、千紗は言った。彼女の言う通り、ここにいる全員が神岡北高校での集団失しつ踪そう事件で事情聴ちよう取しゆを受けている。他ほかの学校に通っている千紗も含め、文化祭当日に学校にいたからだ。

「そうなんだけど、田た沼ぬま襟えりのこと聞いてきたんだよね。あたしが中学の頃ころ、襟と友達だったのどっかで聞いてきたみたい」

　他の三人は押し黙だまった。神かみ岡おか北きた高校から「消えた」人々は正確に言えば失踪したのではない。常とこ世よの果実である「非時香菓ときじくのかぐのみ」を食べさせられて「常世の者」と化したのだ。

「田た沼ぬま襟えりが犯人だって疑ってるのか？」

　と、明あき良らは言った。人々が口にした模も擬ぎ店のケーキに常世の果実を混ぜこんだのが田沼襟だった。彼女を調べているなら、かなり真相に近づいていることになる。

「違うと思う。前に綾あや花かもいなくなってるから、それと関係がないか調べてるんだって」

「関係を疑っているだけでも鋭するどいですね」

　と、千ち紗さは言う。綾花は三年前に行方不明になった襟の双子の姉だった。最初に「非時香菓」を口にしたのも、襟に「非時香菓」の種を与えたのも綾花だった──文化祭の事件の主犯と言ってもいい。

「その刑事ってどんな奴やつだった？」

　と、明良は言った。今まで警けい察さつは、綾花の失踪と中ちゆう央おう祭さいの事件を結びつけているようには見えなかった。その刑事が個人的に質問しているのかもしれない。

「わりとカッコよかったよ」

　と、岬みさきは言った。

「背が高くて、話も面おも白しろくてさ、あたし長い間話しちゃった」

　別にそんなことどうでもいいんだ、と明良が言いかけると、

「……そうなんだ」

　すぐ後ろから岡おか内うちが沈んだ声で言った。岡内は岬を昔から好きなのだった。

「まあ、別にカッコいいからって、あたしのタイプとかそういうんじゃないけどね」

　慌てたように岬は言う。明良はちらりと後ろを振り返った。岬が岡内にそんな風に気を遣つかうのは以前にはなかったことだった。そういえば、岡内は岬に告白すると言っていたが、結局どうなったのか知らない。

「岬さんのところに来たんだったら、ここにいる全員気をつけた方がいいですよね」

　と、千紗は言った。

「私たち、言えないことばかりですよ」

「言ったって信用してくれねえよ」

　先頭にいる明良が広い空間に出た。岩がん盤ばんをくりぬいてあるだけで、中央にある球体を除けばなにも置かれていない。四人はその球体に近づいていった。

　そこにあるのはちょうど人間が一人入るほどの大きさのもので、下半分は紫色の骨が寄よせ木ぎ細ざい工くのように組み合わせられ、その上に透明なドームを被かぶせてある。

「これが……なんだっけ」

　懐かい中ちゆう電灯の光を当てながら岬が言った。

「うつぼ舟」

　と、明あき良らが答える。この中に以前は常とこ世よ虫むしの「女王」である金の虫が封印されていた。常世の怪物を封印する強い力があるらしい。

　懐中電灯で中を照らすと、ドームの中に黒い木の根のようなものが詰まっていた。

「なにか異常あるか？」

　と、明良は言う。

「いいえ。別に変わりません」

　と、千ち紗さが答えた。

「死んではいませんけど」

　この中にあるのは「非時香菓ときじくのかぐのみ」を実らせる「常世花ばなの木」の若木だった。田た沼ぬま襟えりが育てた常世花の木は明良たちが破は壊かいしたが、襟たちは神かみ岡おか町ちよう全体に種を植えていた。明良たちは町中をしらみつぶしに調べて、彼らの植えた種を一つずつ回収していった。紫の銃で破壊はできるが、数が多すぎた。考えあぐねた末に、かつて常世虫が封印されていたうつぼ舟が空になっていることを思い出し、ここに集めた若木を収めたのだった。

「これで本当に全部なのかな」

　岡おか内うちが心配そうに言う。

「山の方から海岸まで何度も見回ったからな。多た分ぶん、もうないだろ」

　若木をここに収めて以来、明良たちは時々この場所を確認しに来ている。

「そういえば御み厨くりやさんは？」

　ふと、思い出したように千紗は言った。

「昨日退院した。明日うちに来るけど」

　と、明良は答える。

「そういえば、さっきの刑事の話の続きなんだけどさ」

　岬が口を開いた。

「まだなにかあるんですか？」

　と、千紗が言う。

「……御厨さんのこと聞いていったんだけど。誰だれか御厨さんと仲のいい人とか、付き合ってる人を知りませんかって」

「なんで？」

　明良は思わず聞き返した。

「なんでだろうね。あたしもそこまで聞いてないや。学年も違うから話したこともないし、友達とかも知らないって答えたから」

　全員が思わず岬の顔を見た。

「私たち全員、御厨さんと親しいじゃないですか」

　と、千ち紗さが言った。

「だって、なんでそんなこと聞くのか分かんないし、用心した方がいいじゃん」

　岬みさきはぶすっとした顔で言った。気を遣つかったつもりだったのだろう。

「それならどうして御み厨くりやさんのことを聞くのか、確かめた方がよかったんじゃないですか。変に噓うそをついたら、分かった時に疑われますよ」

「びっくりしたから頭が回らなかったの！　それにどうせバレないよそんなこと」

「でも、岬さんは神じん野のさんの親しん戚せきだし、同じクラスじゃないですか。神野さんは御厨さんと付き合ってるんですよ」

「え……まだ俺おれたちそこまで」

　と、明あき良らは慌てて口をはさんだ。他人から見ればそうなのかもしれないが、柊とう美みはずっと体調を崩しているし、明良の方にもそんな余裕はなかった。

「そういう些さ細さいなことはどうでもいいんです！」

　千紗は顔をしかめた。

「あの、俺思ってたんだけど」

　それまで黙だまっていた岡おか内うちが口を開いた。

「いっそのこと、警けい察さつに全部話してみるってどうかな。そうすれば、どうして御厨さんを調べてるのかも分かるんじゃない」

「話したら、頭のおかしい人間だと思われるだけですね」

　千紗はあっさり言った。明良も神かみ岡おか町ちようで起こっていることを、警察に言おうか何度か考えたが、結局言わずじまいだった。万が一、信用してくれたとしても、自分たちの行動が制限されることは目に見えている──警察といっても普通の人間の集まりなのだ。常とこ世よの怪物と戦うことはできない。

　地下室に沈ちん黙もくが流れた。

「俺も話すのは難しいと思う」

　と、明良は言った。

「でも、もし柊美さんのことを聞かれたら、どういう付き合いがあるのかは隠さない方がいい。もし、この中の誰だれかが質問されたら、俺の名前ぐらいは出してもいいよ」

「肝心の御厨さんのところに警察は行ってるんでしょうか」

　と、千紗は明良に言った。

「明日、うちに来るからその時に聞いてみるよ」
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　岡内陽よう太たは自分の家の前で自転車を止めた。背負ったバッグの中には、さっきまで着ていた防水スーツが入っている。下水道を出てから着替えて解散したのだった。

（刑事ってどんな奴やつだろう）

　さっきから岡おか内うちはそのことを考えていた。岬みさきが軽い気持ちで言っていたのは分かっていたが、なんとなくいい気持ちはしなかった。

（別に俺おれの彼女じゃないんだけど）

　中ちゆう央おう祭さいの日に岡内は岬に告白して、見事にフラれていた。岬に好きな人がいたからだ。岡内がそれでも構わないという気持ちになったのは、その好きな相手というのが明良だからだった──しかし、どこの誰だれとも知れない相手ということになれば、冷静ではいられない……。

「俺、しょうがない奴だな」

　岡内は独り言を言いながら、自転車にチェーンをかけた。ガラス戸の向こうから祖母の声が聞こえる。誰かと話しているようだった。

　岡内の家は長い間、この町で唯一の写真館だった。第二次大戦で夫を失った祖母がずっと店を切り盛りしてきたが、継つぐ者もなく五年前に店を畳んでいた。道路に面した側にあるショーウィンドーはすっかり空っぽになっている。

　岡内は大きなガラス戸を開ける。一いつ瞬しゆん、祖母の大声に道路へ押し戻されそうな気がした。かつてはそこが店てん舗ぽだったが、今は片付けられて広い土間のようになっている。座ざ敷しきの入り口のところに、セールスマンらしい若い男が腰掛けている。お茶が置かれているところを見るとずいぶん前からそこにいるらしい。

　その向こう側で、祖母が何やら話していた。いつもの癖くせで、自分の撮とった写真のアルバムを客に見せているらしい。金の出し入れには厳きびしい性格なので、セールスマンからものを買うわけではない。暇な時の話し相手にしているだけだ。

「……もともと夫が道楽で始めた商売なんだけど、結局あたしの方が撮るのがうまくってね。商売もそれで続けられたようなもんですよ。仕事じゃなくても写真を撮るのは好きでしたからね。孫の運動会の写真なんかあたしが全部撮ったようなもので……」

　岡内はこっそり脇わきを通り過ぎようとすると、祖母が彼の存在に気付いた。

「陽よう太た、お客さんだよ」

　セールスマンが急に立ち上がった。バスケ部の部長である岡内もかなり背が高い方だが、それよりもさらに高い。彼は身分証明書を出した──刑事だった。名前は丸まる谷や崇たかし。階級は巡査長。

（こいつか……）

　岬みさきが言っていた刑事に違いない。反射的に身構えるような気持ちになった。

「ちょっと質問したいんだけど、いいかな」

　にこやかに彼は言う。岡内は黙だまっていた。

「この馬ば鹿か、挨あい拶さつぐらいしな！」

　祖母のがらがら声が飛んだ。

「……どうも」

　と、岡おか内うちはしぶしぶ頭を下げる。とうてい、話をする気分ではなかった。




『いやあ、すごくいい人だったよ』

　電話の向こうで、岡内はしんみりした声で言った。

『最初は話したくなかったんだけど、話し始めたら盛り上がっちゃってさ。丸まる谷やさんも神かみ岡おか町ちように住んでて、中ちゆう央おう高校のバスケ部にいたんだって。ほら、うちの学校って中央高校が前身だろ。直接じゃないけど、俺おれの遠い先せん輩ぱいなんだよ。あの人の親しん戚せきもあの中央祭に来てて、行方ゆくえ不明になったらしくて……』

「それは分かった。柊とう美みさんのことを聞きたがってたんだな」

　明あき良らは岡内の話を遮って言った。彼は玄関に置いてある電話の前に立っている。

『俺が襟えりと知り合いだったから、聞きに来たって言ってたけどね。でも、後の方の質問は御み厨くりやさんのことばっかりだったな』

　と、岡内が言う。刑事が帰ってから、明良の家に電話をかけてきたのだった。

「具体的には？」

『御厨さんと誰だれが仲がいいかとか、誰と付き合ってるかとか。岬みさきが言ってたことと一いつ緒しよだね』

　明良は首をかしげる。柊美にターゲットを絞っているとすると、一体なにが目的なのだろう。

「どうして柊美さんを調べてるのか、なにか言ってたか？」

『聞いたよ。御厨さんを疑ってるんですかって』

「え……」

　岡内、直球すぎだ、と明良は内心思った。

「それで？」

『中央祭の時に、襟と御厨さんが話してたのを見た人がいたらしくてさ。行方ゆくえ不明者と関係があった人を、全員調べることになってるって言ってた』

　おそらくそれは口実に違いなかった。神岡北きた高校の生徒で、行方不明者と関係がない人間を探す方が難しい。全校生徒全員の身辺を調べなければならないことになる。

「俺おれの名前は？」

『出した出した。俺の友達と付き合ってますって。住所と電話番号も教えておいた』

「じゃあ、そのうち俺の家にも来るな」

　明良は緊きん張ちようしてきた。なにをどう話すべきか、よく考えなければならない。

『明良も話してみるといいよ。あの人だったら信用できると思うんだけどなあ』

　どうやら、岡内は警けい察さつに言うべきだ、とまだ考えているようだった。

「そういう問題じゃないだろ」

　と、明良は言った。

「これ以上、普通の人間をあんまり巻きこみたくないんだよ」

『明あき良らはそうかもしれないけど、ちょっとでも役に立ちたいって奴やつもいるんだからさ。俺おれらみたいに』

「……そうだけど」

　岡おか内うちの気持ちは嬉うれしかったが、なんの能力もない普通の人間に、常とこ世よのことを知らせない方がいいと彼は思っていた。結局は危険が増すだけだからだ──これが『紫の者』なら、話は別なのだが。
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　気がつくと柊とう美みは祖母の家にいた。台所の真ん中にぼんやりと立っている。

（私、どうしてここに）

　彼女は自分の体を見下ろす。今朝、明良の家に行くために選んだ服を着ている。ここにいるはずのない、成長した今の柊美だった。

　家の中はこの前と同じようだったが、窓の外は雨の降る直前のようにどす黒く曇くもっていた。台所の窓のすぐ外で鳥が高く鳴いた。外にある楓かえでの木に止まっているらしい。柊美は耳を澄すませる。鳴き声は長く尾を引いて、いつまで経たっても途と切ぎれない。聞いているうちに彼女は不安になってきた。

　やがて羽ばたきとともに鳥が遠ざかっていき、彼女はほっと息をつく。みしみしと古い床板を踏んで、台所から座ざ敷しきに入った。家の中には人の気け配はいがしない。やはり祖母はいないようだった。

　ふと縁えん側がわを見ると、庭に幼稚園のブレザーを着た女の子が立っていた。

（……私？）

　茶色がかった長い髪を三つ編あみにして、リボンのかかったフェルトの帽子を深くかぶっている。顔ははっきり見えないが、片手にだけ手袋をしていた。

「みぎめのこどもとなかよくしてるの？」

　甲かん高だかい子供の声で少女は言った。

「あなたは……」

　と、柊美は言った。

「わたし、みくりやとうみ」

　ふと、柊美は少女の左手に目を止めた。手袋を左手にしている。

（この子、私じゃない）

　この夢はこの前見たものとは違う。柊美ははっと思い出す。常とこ世よ虫むしの事件の時に、明良が奇妙な夢を見たと言っていた──常世の怪物は夢を操あやつることがある。

　柊美はコートのポケットに入っている紫の銃を探る。一いつ瞬しゆんのうちに銃じゆう把はを握りしめて、庭に向けて構えた。

「じゅうをうてるの？」

　少女は口元に笑みを浮かべながら言った。

「じゅうをつかいすぎると、きらわれちゃうよ」

　柊とう美みは引き金を引きかけた。ここには大切な思い出がある。こんな風に得え体たいの知れないものが足を踏み入れていい場所ではない。

「みぎめのこどもに、きらわれるよ」

「……明あき良ら君に？」

　思わず柊美は聞き返した。

「おまえのちからがなくなったら、もういっしょにいてくれないよ」

「……なにを言ってるの」

「いっしょにいてくれるのは、おまえがじゅうをつかえるからだよ」

　一いつ瞬しゆん、胸にずきりと痛みが走った。彼女は空いている方の左手で自分の胸を押さえる。この半年、二人は一いつ緒しよにいたが、常世の怪物がいなければ始まらなかった関係だった。今、彼女はほとんど銃を使える状態ではない。

「……でも、約束してくれたもの。一緒にいてくれるって」

「じゅうがつかえなかったら、どうやっていっしょにいるの？」

　優やさしく澄すんだ声で少女は言う。柊美は言葉を失った。
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「なにもできないおまえなんかいらないよ。みぎめのこどもはおまえなんかいらないよ。だから、またべつのこどもをさがすんだよ」

「別の子供？」

　柊とう美みの問いに少女は答えなかった。

「おまえはこわれちゃったから、すてられるんだよ。ごみみたいに」

　彼女は一度言葉を切って、歌うように付け加えた。

「おまえのおばあさんみたいに」

「やめて！」

　彼女は引き金を引いた。




　突然、柊美の右手に力がこもる。彼女の手を握っていた明あき良らは飛び上がりそうになった。明良は自分のベッドの端に腰掛けて、横たわっている柊美を見下ろしている。少しうなされているようなので、彼女の右手を握っていたのだった。

（いてっ）

　手袋ごしに柊美の爪つめが食いこんでいる。このまま我慢するか、手を引き抜くか悩んでいると、柊美のまぶたが震ふるえた。重たげに開いた目がゆっくり動いて、明良の姿を見つけた。

「……明良君？」

　彼女の右手から力が抜けていく。明良はベッドから落ちそうになる手をつかまえた。

「私、どうしたの？」

「うちの玄関の戸を開けて、いきなり倒れたんですよ」

　明良は彼女の額ひたいにかかった髪の毛を指で払いながら言う。戸が開く音がしたので、玄関に出て行ったら柊美が倒れていたのだった。

「あんなにバス停までバイクで迎えに行くって言ったのに」

　明良の家は坂の上にある。バスを降りた後も長い距離を歩かなければならない。

「前は一人で歩いてこれたし……」

「今は歩けないじゃないですか」

　明良は腹を立てていた。どういう風に気を回しているのか分からなかったが、少しは自分を頼って欲しかった。

「……ごめんなさい」

「元気な体じゃないんだから」

　柊美ははっと明良の顔を見たが、結局なにも言わなかった。

「……ここ、どこ？」

「俺おれの部屋」

　柊美は首を動かして、珍しそうに部屋の中を見回す。狭い四畳半だった。ベッドと机があって、壁かべには制服がかかっている。部屋の隅には古いコンポがあり、畳の上にＣＤが積み上がっている。普ふ段だん、柊とう美みを通しているのは庭に面している和室だけで、日当たりの悪いこの部屋にはほとんど入れたことがない。

「私、うなされてた？」

「ちょっと。なんか夢見てました？」

　柊美はしばらく明あき良らの顔を見ていたが、やがて微笑ほほえんだ。

「……別に」

　本当かな、と明良は思った。彼の手の甲には柊美の指先の跡がくっきり残っていた。只ただ事ごとではないような気がする。

「明良君、普段ここで寝てるのよね？」

　柊美は自分の上にかかっている毛布に鼻を近づけていた。

「え。そう……ですけど。ひょっとしてなんか変な匂においとか」

「そうじゃないの。明良君の匂いがするから、ほっとしてるだけ」

　不意に部屋の中が静まり返った。柊美は明良のシャツの袖そでを摑つかんで体を起こした。彼女の顔が目の前にある。明良の顔にかっと血の気がのぼった。微妙に震ふるえた指で柊美の頰ほおに触さわると、それを待っていたように彼女は目を閉じた。

（……いいんだよな）

　明良は自分自身に質問したが、答えは返ってこなかった。今の状態でなにをためらっているのか、自分でもさっぱり分からない。誰だれがどう見ても柊美は待っている。明良は覚悟を決めて、そろそろと彼女の顔に自分の顔を近づけていった。彼女の髪の毛の香りが強くなった。

「明良君」

　目を閉じたまま、不意に柊美が言った。

「え？」

　少し裏返った声で明良は言った。

「あの……今、私の手、触ってないわよね」

「俺おれの両手、ここにありますけど」

　明良がはっと横を見ると、至近距離で子供の顔が二つ並んでいる。ベッドの上で四つんばいになって、柊美の右手を踏みながら明良たちのしていることを覗のぞきこんでいた。

　この家には子供の幽ゆう霊れいが二人いる。ずっと明良の家に住んでいたが、彼が神かみ岡おか町ちように引っ越した時にも付いてきたのだった。

「……いるの？」

　柊美が明良に囁ささやく。柊美には子供たちの姿は見えない。

「見てます。じっと」

　いないと考えればいいだけの話だったが、見えている明良にはそれができない。

「お前ら、どっかに行ってくれ」

　子供たちは笑ったまま動かなかった。たまに例外もあるが、基本的にはこちらの言うことを聞かない。

「肝心な時に言うこと聞かないんだよな」

「……私たちがあっちに行く？」

　柊とう美みは座ざ敷しきの方を見て言った。

「……そうですね」

　タイミング逃した、と明あき良らは思った。




　二人は座敷で向かい合って座っている。石油ストーブを点つけたばかりで、少し灯油の匂においが漂っている。柊美は明良の淹いれてくれたコーヒーを一口飲んだ。

「そういえば、警けい察さつのことなんですけど」

　明良は岡おか内うちと岬みさきのところに現れた刑事の話をした。柊美は頷うなずきながら聞いていたが、明良はその間にも奥の部屋の方をちらちら窺うかがっている。

「……さっきからあっち見てるけど、どうかしたの」

　話が一段落したところで柊美は尋ねた。

「またあいつらが来たら困ると思って」

　と、明良は苦笑いした。

「今は？」

「まだ奥にいるみたいだけど」

「あの子たちって、どうして明良君と一いつ緒しよに住んでるの？」

　と、柊美は言った。以前から疑問に思っていたことだった。

「さあ……子供の頃ころからずっといるから」

　と、明良は言った。

「多た分ぶん、事故か病気で死んだんだと思うんだけど。あいつらは幽ゆう霊れいの中でも『例外』みたいだからよく分からないんですよ」

「例外って？」

「あいつら、たまに俺おれたちに興きよう味みを示したりするし、こっちの話にも反応することがあるから」

　普通、幽霊は人間に干渉しないし、人間の側から幽霊に働きかけることもできない。

「自殺の名所とか、人が死にやすい場所に『溜たまってる』幽霊だと、人間に取り憑つこうとする場合があるけど」

　それを聞いた柊美は身み震ぶるいした。以前、見えない手に下水道へ引きずりこまれた時のことを思い出したのだ。

「それってよく起こることなの？」

「普通はしようと思ったってシンクロしないんじゃないかな。なんかの偶然でもない限り……あ」

　明あき良らは奥の部屋に通じる襖ふすまを見ながら笑った。

「どっかに遊びに行った。さっきは言うこと聞かなかったのに」

　柊とう美みはふと、さっきキスしかけたことを思い出した。今まで何度かそういう機会があったのに、明良は自分からそうしようとしたことはない。それだけ大事にしてくれているのだと今までは思ってきた。でも──。

（おまえなんかいらないよ）

　ひょっとすると、好きなのは私だけで。

「さっき、なんの夢見てたんですか」

　と、明良は言った。柊美は思わず口ごもった。昔の自分にそっくりの子供の声が、まだ耳の底に残っている気がした。

「……もう忘れちゃった」

　と、柊美は首を振った。あの夢のことはあまり考えたくなかった。それよりも、明良に話そうと思っていたことがある。

「私ね、病院でもっと変な夢見たの」

「え？」

　柊美は祖母の家の庭に、奇妙な男が現れた夢の話をした。

「俺おれのところにはそんな奴やつ、来てないけど」

　柊美の話を聞き終えた明良は、考えこみながら言った。

「……でも、ちょっと気になるな」

「なにが？」

「結界が緩ゆるんだって言ったんですよね？」

　明良は立ち上がると、部屋を出て行った。物置へ行ったらしい。戻ってきた時には、古いノートを抱えていた。彼の祖父の神じん野の道どう蔵ぞうがずっとつけていた日記だった。

「確かこのへんのはずだったけど」

　明良はノートのページをめくっていく。




　一九八九年三月十五日

　快晴。山やま内うち来訪。工事により結界緩んでいるとの由よし。高たか木ぎに連絡す。




「ここで結界がおかしくなってるんです。町全体の結界のことなのか、他ほかの結界のことか分からないけど」

　明良はさらに次の日の記述を指差した。




　一九八九年三月十六日

　快晴。結界修復。山やま内うち、高たか木ぎ去る。




「多た分ぶん、山内って人が町に来て、工事で結界が緩ゆるんだことを俺おれのじいさんに教えたんだと思う。で、俺のじいさんが高木のおじいさんを呼んで、結界を元に戻した」

　高木家の者は「紫の耳」の力を応用して、特殊な音おん叉さを使って結界を張ることができる。五十年前の「常とこ世よ虫むし」の事件の時に、彼らは町全体を包む結界を作っていた。

「これってちょうど柊とう美みさんが幼稚園に行ってる頃ころでしょう。時期が合うんですよ」

「この山内さんって……」

「やっぱり山内栄えい一いちじゃないかな」

　と、明あき良らは言った。祖父たちの『紫の者』のメンバーは四人いた。最後の一人である山内栄一だけ、消息が分かっていなかった。

「それが夢じゃないとしたら、柊美さんに会いに来たのが山内栄一なのかも。この時、町にいたんだし」

「でも、山内……さんだったらもうおじいさんだったはずでしょう。多分、そうじゃないと思う」

「若いってことですか？」

「なんていうか……よく分からないんだけど、おじいさんって感じじゃなかったの。うまく説明できないんだけど」

　柊美は何度もあの男を思い返そうとしていたが、どうしても肝心なところがぼやけている。年を取っていないというよりは、なんとなく年ねん齢れいなど無む縁えんの存在のような気がした。

「じゃあ、山内栄一の子孫かもしれないな。じいさんの日記には『山内来訪』としか書いてないんだし、その時来たのが山内栄一本人とは限らない」

　身を乗り出すようにしている明良に、柊美は戸と惑まどい始めていた。何故なぜこうも熱心なのか理解できなかった。

「『鳥と共に四人目が戻る』っていうのも、中ちゆう央おう祭さいの日に俺が見た鳥のことかも」

　その話は柊美も聞いていた。あの文化祭の日に、明良は飛び去って行く黒い鳥を見たと言っている。

「その人がもう一人の『紫の者』なんじゃないのかな。九月にあの鳥を見たっていうことは、あの時にもう町にいたのかもしれない」

「でも、ただの夢かも」

「そうだけど……でも『まさんの木の実』ってなんですか」

「私、知らない……明良君も知らないの？」

「多た分ぶん、『非時香菓ときじくのかぐのみ』のことだと思うけど、ただの夢だったら、柊とう美みさんが知らない言葉が出てくるのはおかしいですよ。俺おれも知らないってことは、俺たちの会話に出てきた言葉を無む意い識しきのうちに憶おぼえていて……ってことでもないんだし」

　柊美はどこか冷めた思いで明あき良らを見ていた。

（どうしてこんなに嬉うれしそうなのかしら）

　彼女にとっては気味の悪い予言なのに、明良は別の印象を持っているらしい。その質問を口にしようと思った時、明良が真顔に戻った。

「実は俺、九月からずっと山やま内うち栄えい一いちの子孫を探してたんです」

「え……」

　柊美は言葉を失った。明良は話を続ける。

「この町の山内姓の家を一軒ずつ調べたんだけど、山内栄一と関係がある家はなかったんです。俺の叔父おじさんに頼んで古い住民票も調べてもらったけど、山内栄一本人はこの町に住んでたことがなかったみたいで、正直いないのかもって諦あきらめてたんだけど」

「そんなに四人目を探さないといけないの？」

　こらえ切れなくなって柊美は言った。明良はきょとんとした顔で彼女を見る。

「当たり前じゃないですか」

「どうして？」

「どうしてって……今、『常とこ世よの怪物』が現れたら俺たちはどうしようもないんですよ。四人目に俺たちと違う能力があれば、柊美さんだって銃を使わなくても済むかもしれない」

　柊美の胸がずきりと痛んだ。さっきの夢の中で聞いた言葉が蘇よみがえる。

（またべつのこどもをさがすんだよ）

　明良は間違ったことを言っていない。なにもかも自分のことを気き遣づかってのことなのだ──柊美は自分が浅ましい人間のような気がしてきた。

「……どうかしたんですか？」

　明良が心配そうに彼女を見ている。さっきの夢のことを全部話してしまおう、と柊美は思った。きっと笑ってくれる。そんなことあるはずがないと言ってくれる。

「明良君、さっきの」

　柊美が言いかける──いつのまにか明良は顔を庭に向けていた。

「誰だれだ、あれ」

　と、明良は呟つぶやく。柊美も彼の視線を追った。縁えん側がわの向こうの庭に、スーツの上にコートを羽は織おった男が立っていた。
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　明良は縁側のガラス戸をがらりと開けた。

「こんにちは。神じん野の明あき良ら君かい」

　白い息を吐きながら、男は柔らかい声で言った。

「そうだけど、あんたはなんでうちの庭にいるんだ」

「いや、すまなかったね。なんとなく玄関から入りにくくて、庭に回ったんだよ」

「はあ？」

「一応怪しい者じゃないつもりだ」

　彼は身分証明書を出して明良に見せる──丸まる谷や崇たかし。警けい察さつ官かんだった。

（例の刑事か）

「ちょっと話を聞かせてもらっていいかな」

　明良はちらりと柊とう美みの方を振り返る。彼女は頷うなずいている。窓を開けているせいで、部屋の中に冷たい風が吹きこんでいた。

「……立ち話もなんだから」

　明良が中へ入るよう促すと、丸谷はにっこり笑った。

「いや、ありがとう。実を言うと寒くて仕方がないんだ」

　彼は縁えん側がわで靴を脱ぬいで和室に上がった。ひょろりとした背の高さが目立つが、身のこなしに隙すきがない。

「コーヒー飲みますか」

[image: ]

「もし淹いれてくれるんだったらありがたいな。是ぜ非ひいただくよ」

　一応尋ねただけだったのだが、遠えん慮りよせずに丸まる谷やは答えた。明あき良らは黙だまって台所に向かった。

「御み厨くりや柊とう美みさんだね。こんにちは」

「……はい」

「手間が省けたな。御厨さんにも話を聞きたかったんだ」

　丸谷にコーヒーを運んでいくと、彼は礼を言いながらカップを受け取った。明良は柊美の隣となりに座って、刑事と向かい合う。

「一いつ緒しよに質問させてもらうけど、田た沼ぬま襟えりという生徒を知っているかな」

　明良は首を横に振ったが、柊美は頷うなずいた。

「はい。少し」

「御厨さんとは学年も違うし、部活や委員会でも一緒になったことはないよね？」

「保健室で休んでる時に、一緒になったんです。それで少し話したことがあって」

「中ちゆう央おう祭さいの時に一年Ｃ組の教室で、君と襟さんが話してたそうだけど？」

「学校の中を見て回ってたら、田沼さんの教室の前で呼びとめられたんです。少し話していきませんかって。それで私、彼女とお茶を飲んだんです」

「なにを話していたの」

「男の子の話とか……あとは彼女の家族の話とか。彼女が話してることを私が聞いてる感じでした」

　柊美は淀よどみなく答えていた。全すべてを話していないだけで、なにも噓うそは言っていない。

「深刻な話をしていたと言っている人がいるけれど」

　初めて柊美が考えこむしぐさをした。

「さあ……普通に話してただけで……」

「彼女から変わった匂においがしなかったかな。果物の蜜み柑かんみたいな」

「……はい。そうだったかも。出してくれたのがオレンジケーキだったから、そのせいかと思ってました」

「君はそれを食べたの？」

「食べてません」

「なるほどね」

　刑事は頷きながら手帳になにか書きこんでいる。本当に納得しているのかどうか、表情からはよく分からなかった。

「田沼襟の姉さんの話は聞いたかい？」

「……いいえ」

「田沼綾あや花かという名前で、三年前から行方ゆくえ不明になっている。手を尽くして捜索したけど、見つかっていない」

　明あき良らは丸まる谷やの顔を見る。いつのまにか彼の口元から笑みが消えていた。

「失しつ踪そうする直前の田た沼ぬま綾あや花かからも、蜜み柑かんの匂においがしたらしくてね。彼女はその匂いのことを『死者の香り』だと言っていたそうだ」

　明良ははっと息を吞のむ。この刑事はどこまで知っているのか、と思った瞬しゆん間かん、柊とう美みがぎゅっと明良の手を握った。

「それ、なんなんですか」

　と、明良はとぼけて言った。丸谷は大げさに肩をすくめる。

「正直言って私にもよく分からない。私はこの二ヶ月、行方ゆくえ不明になった人たちの知り合いに話を聞いてきたんだが、学校から出て行く前に蜜柑の匂いをさせていた、という話が多くてね。私はどちらの失踪事件でも、その匂いがカギになっていると思っているんだ。例えば、なにかその果物に人間を催眠状態にするような成分がある、とかね」

（いい勘かんしてる）

　明良は思わず丸谷の顔を見る。「常とこ世よの怪物」について本当に知らないのだろうか、と彼は思った。

　彼は手帳をぱたんと閉じた。

「田沼襟えりについて、君たちに聞きたいことはそれぐらいかな」

　明良の膝ひざに置かれていた柊美の手から、緊きん張ちようが抜けていった。しかし明良は丸谷の表情が気になっていた。どことなく柊美の様よう子すを窺うかがっているような気がする。

「四月に御み厨くりやさんの友達が行方不明になっているね」

　不意に刑事は口を開いた。

「夜になってから発見された。本人はバスの怪物に誘[image: 拐]されたとか言っていたそうだけれど。」

　明あき良らははっとした──この刑事が言っているのは、初めて二人で解決した「黒いバス」事件のことだ。

「……ええ」

　柊美は戸惑った様子で頷うなずいた。

「五月には君の家の近所でガス爆ばく発はつが起こっている。行方不明になられた方たちは、君のご親しん戚せきだったとか」

「……」

「八月には病院で君のお祖母ばあさんが暴漢に襲おそわれて」

「あんた、いい加減にしろよ！」

　思わず明良は立ち上がりかける。彼のシャツの袖そでを柊美が引っ張った。

「嫌いやな質問をしてすまなかった。この半年、御厨さんの周りで色々な事件が起こっている。四月、五月、八月、九月……その全すべてが未解決のままだ」

「私を疑ってるんですか」

　柊とう美みは少し震ふるえる声で言った。

「まさか」

　丸まる谷やは両手を振りながら言った。

「ただ、あまりにも偶然が重なりすぎていると思ってね。君自身がどう思っているのか聞いてみたかったんだよ……どの事件も犯人は未いまだに捕まっていないし」

「疑ってるようにしか聞こえないけどな」

　と、明あき良らは言った。

「申し訳ないんだけど、御み厨くりやさんの考えを聞かせてもらえるかな」

（岡おか内うち、どこがいい人なんだよ）

　明良は再びぎゅっと柊美の手を握った。明らかに答えを得ることが丸谷の目的ではない。質問をぶつけて柊美の反応を確かめているのだ。

「……分かりません」

　と、柊美は低い声で言った。

「顔色が悪いね」

　と、丸谷は言う。お前の質問のせいだろ、と明良は内心呟つぶやいた。

「そういえば、お母さんの話だと入院していたそうだけど、病気でもしているの」

「……どうしてそんなこと聞くんですか」

　柊美は口の中で呟いた。隣となりにいる明良にもかろうじて聞き取れるほどの小さな声だった。

「さっきから手袋を外していないみたいだけど、なにか……」

「そんなことあなたに関係ないじゃない！」

　突然、柊美は大声を出した。カップを口に運ぼうとしていた丸谷は思わず動きを止める。明良もぎょっとして彼女の顔を見た。

「あ……」

　柊美は我に返ったらしい。ばつの悪い沈ちん黙もくが降りた。

「帰ってくれ」

　と、明良は言った。

「聞いていいことと悪いことの区別もつかねえのかよ」

　丸谷は明良たちの顔を代わる代わる見ていたが、やがて頷うなずいた。

「その方が良さそうだな」

　彼は立ち上がると、コートに袖そでを通した。

「私はこの町で生まれ育ってきて、今はこの町の警けい察さつ署しよで仕事をしている」

　今までと変わらない落ち着いた声で彼は言った。

「この町には、未解決の事件が多すぎる。私たちはあまり有能じゃないかもしれないが、警察がなにもしなかったら、他ほかに事件を解決する人間がいないんだ。嫌いやなことでも聞かざるを得なくてね」

　明あき良らははっと刑事の顔を見上げる──「常とこ世よの怪物」の事件を調べている時、「他ほかにする人間がいないから」と彼も考えることがあった。

「私は田た沼ぬま綾あや花かの事件を担当していた。田沼襟えりから話を聞いていたのに、それを活いかすことができなかったんじゃないかと思うんだ。田沼綾花は戻ってこなかったし、その妹もその父親も消えた。みんな理由もなくいなくなってしまう。九月の事件では、私の親しん戚せきの子供も一人行方ゆくえ不明になっている。君と同じ学年だよ」

　丸まる谷やは部屋を出て行くと、入ってきた縁えん側がわに座って靴を履はき始めた。明良はふらりと立ち上がった。なんとなく、座ったまま見送るのはまずいような気がした。

「その親戚の名前は？」

　明良は窓のそばから声をかけた。丸谷は庭に出ていたが、明良を振り返った。

「いや、君たちとは学校が違う。たまたま中ちゆう央おう祭さいに遊びに行っていただけだ。鴻こうの巣す亮とおる、というんだけどね。知っているかい？」

　明良は首を振った。確かに聞き覚えはなかった。

「私とあまり行き来はなかったけど、ごく普通の子だった。個人的な事情も絡からんでいるのは自分でも分かっている。でも、これ以上私は人がいなくなるのを見たくないんだよ」

　丸谷は淡々とした口調で言い、名刺を明良に差し出した。彼が黙だまってそれを受け取ると、小声で耳元に囁ささやいた。

「彼女には不ぶ躾しつけな質問をして、済まなかった」

　丸谷は背を向けてきびきびと歩いていった。明良はなんとなく窓から身を乗り出して後ろ姿を見送った。腹の立つ人間だったが、言っていることは理解できた。

　いつのまにか明良の横に柊とう美みが立っていた。なにか思いつめたような暗い目つきで、彼の顔を見上げている。

「私……」

「気にすることないですよ。あいつが変なこと訊きくから」

　顔を引っこめようとして、明良はふと玄関のあたりに目を止めた。玄関の引き戸の前で、幽ゆう霊れいの子供たちがうずくまっていた。どうやらそこが新しい遊び場らしい。

（あんなところにいたら邪じや魔ま……でもないか）

　あの子供たちを見ることができるのは自分だけだ。普通の人間には「いる」ことすら感じ取れないはずだった──その時、ふと丸谷の言葉が蘇よみがえった。

（なんとなく玄関から入りにくくて）

　そういえば、丸谷はわざわざ玄関を避さけて庭に入ってきた。

「まさかな」

　と、呟つぶやきながら明良は窓を閉めた。
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　オヌマ書店の座ざ敷しきで、尾お沼ぬまは来くる栖す要よう子こと炬燵こたつをはさんで向かい合っている。店の経営から実質的に退いて以来、町外れに住む未亡人の要子と週に一度はお茶を飲むのが習しゆう慣かんになっていた。午後の静かなひと時で、音を絞ったテレビはなにかのニュースを流している。

　炬燵の上には日本茶と赤いイチゴのタルトが載っている。紅茶があればよかった、と内心で激しく後悔していたが、傍はたからはとてもそうは見えなかった。

　尾沼は喜き怒ど哀あい楽らくを表に出さない。他人から見た自分が常に仏ぶつ頂ちよう面づらなのは承知しているが、そうしようと心がけているわけではない。ここ数十年ほとんど同じ表情で過ごしてきたおかげで、目つきや口元を変えることに慣なれていないのだった。

「……お口に合わなかったかしら」

　来栖要子が言う。タルトは要子の手作りだった。

「いえ、実にうまいですが」

　石でも嚙かんでいるような顔つきで彼は言う。お世せ辞じではなく、甘すぎず生き地じもさっくりして上品な味わいだった。要子のお菓子作りの腕前を誉ほめるべきだと頭では分かっていたが、口がうまく動かなかった。

　どこかで救急車のサイレンが聞こえた。

「最近、ちょっと多くありません？　救急車」

「そうですな」

　また会話がぶつりと途と切ぎれそうになる。細い糸をたぐり寄せるように、慌てて尾沼は口を開いた。

「……海沿いで怪け我がを負った若い男が見つかった、というニュースがありましたが」

「ええ」

「見つけたのは、そこのパン屋の娘でして」

「まあ、そうなんですか」

「ニュースでははっきり言っとりませんが、ひどい有様だったそうですな。一面血まみれで、男は目も鼻も抉えぐり取られて……」

　困惑した様よう子すの要子に気付いて、尾沼は言葉を切った。午後のお茶で持ち出す話題ではなかった、と再び激しく後悔していると、店へ通じるドアが開く音が聞こえた。

「お邪じや魔まします」

　若い男の声がする。座ざ敷しきに現れたのは神じん野の明あき良らだった。学校帰りらしく、制服を着ている。

「おっさん……と要子さん。こんにちは」

「茶でも飲んでけ」

　返事を待たずに、尾沼は急きゆう須すにお湯を注ぐ。明良は否いや応おうなしに、二人の午後のお茶の時間に加わった。




「柊とう美みさんのお加減は？」

　と、要よう子こは言った。二人はこの町での明あき良らたちの協力者のような存在だった。特に要子は怪物を生み出す絵本『とこよのいと』の著者である来くる栖す裕ひろむの義理の娘であり、この町の伝承に詳しい。今は千ち紗さと一いつ緒しよに暮らしている。

「あまり変わりないです」

「嬢じようちゃんも最初に分かった時に、誰だれかに相談すりゃ良かったのにな」

　尾お沼ぬまは明良の前に湯ゆ吞のみを置きながら言った。尾沼たちは柊美の病気が「紫の銃」を使ったためだということをすでに聞いている。

「どうしても言えなかったのよ」

　と、要子は言いながら明良の顔を見る。

「そういう気持ち、分かるわ」

　明良はふと、昨日柊美が話していた夢のことを思い出した。この二人に聞けばなにか分かることがあるかもしれない。

「『まさんの木の実』って知りませんか？」

　明良は言った。

「なんだ、それ」

　と、尾沼が聞き返す。明良は詳しく話し始めた。柊美が奇妙な夢を見たこと、その時期が祖父の日記の記述と一致すること。

「つまり、お前さんの考えだと、ちっちゃい頃ころの嬢ちゃんが会ったのが『四人目』ってことか？」

「それが山やま内うち栄えい一いちの子孫だったら、可能性は高いと思う」

　と、明良は言った。

「だからその『まさんの木の実』になにか手がかりがあるかと思って」

「そのことだけれど」

　と、要子が口を開いた。

「知ってるんですか？」

「ええ。隠れキリシタンの宗教用語よ。『天てん地ち始はじまり之の事こと』という書物に出てくるわ」

「隠れキリシタンってあの……日本史に出てくるあれですよね。踏ふみ絵えがどうとか」

「ええ。『隠れキリシタン』という用語の使い方にも意見が分かれているけれど、一般的には江え戸ど時代に迫害を受けていたキリスト教徒を指しているでしょう。『天地始之事』というのは、隠れキリシタンたちが知っている限りのキリスト教の聖書の内容をまとめた書物よ。宣教師たちがいなくなった後の時代のものだから、聖書とかけ離れた逸いつ話わがかなり含まれているけど」

「『まさんの木の実』って……」

「旧約聖書で言うところの『知恵の実』のこと。人間たちが唆そそのかされて食べたという……ただ、食べさせたのは蛇ではなく『じゅすへる』になっているけれど」

「『じゅすへる』ってなんですか」

「堕だ天使よ。聖書で言うところのルシフェルのこと。じゅすへるは神に取って代わろうとするの。結局は罰ばつせられて、まさんの木と一いつ緒しよに、天界でも地上でもない場所に落とされてしまう」

「どちらでもない場所って？」

「はっきりしたことは分かっていないの。当時の隠れキリシタンがどういう世界観を持っていたか、今は分からなくなっているから。でも、そこは悪あく魔まの住んでいる場所だというから、多た分ぶん地じ獄ごくに近いものでしょうね」

　天国でも地上でもない場所──明あき良らは常とこ世よを連想した。

「でも、なんでそんなマニアックな単語使ったんだろ」

　と、明良は言った。

「もし、柊とう美みさんの夢に出てきた人が神かみ岡おか町ちように住んでいたとしたら、その人は十と塚つかの人じゃないかしら」

「十塚？」

　明良ははっとした。以前、神岡町の十塚で「ぜるまん様」という常世の怪物に出会っている。

「神岡町は隠れキリシタンの隠れ里でもあったそうよ。今でも十塚にその子孫が住んでいるという話があるの。神岡は江戸時代に開拓した土地で、日本中から色々な職業の人たちが入りこんできているわ。その中に隠れキリシタンがいたらしいの」

　要よう子こは一度言葉を切って、日本茶を一口飲んだ。

「父の友達にも十塚の人がいたらしいわ。その人の話らしいけれど、十塚の人たちの祖先は他ほかの宗派との折り合いが悪くて、山さん陰いん地方の別の隠れ里から流れてきたとか」

（わしらの先祖は西の土地を追われ、神岡の土地へやってきました）

　明良は十塚の老人の言葉を思い出した。彼らの「先祖」は隠れキリシタンだった、ということになる。

「そういや、俺おれも誰だれかから聞いたことがあるな」

　頷うなずきながら聞いていた尾お沼ぬまが口をはさんだ。

「話半分に聞いてたんだが、古い家の苗みよう字じだとか、地名にその名残なごりがあるとか言ってたな。三さん者じや岩いわがどうとか」

「三者岩は『天てん地ち始はじまり之の事こと』に出てくる『三さんち嶋しま』に由来するとか、十塚も『十字架のある丘』ということでゴルゴダの丘を指しているとか……まあ、語ご呂ろ合わせみたいなもので、どこまで本当なのか分からないけれど」

　要よう子こは微笑ほほえんだ。明あき良らは十と塚つかにいる常とこ世よの怪物のことを考えていた。

「『ぜるまん様』って知ってますか」

　と、明良は尋ねた。要子はしばらく首をかしげていたが、やがて口を開いた。

「オラショの『みぜるまん』と関係があるのかしら」

　明良ははっとした。十塚で聞いた奇妙な歌のような文句の中に、「みぜるまん」という言葉があったような気がする。

「それ、なんなんですか」

「オラショはキリシタンが儀ぎ式しきの時に使うお祈りのことよ。宣教師が伝えたラテン語やポルトガル語の祈き禱とうが訛なまったものが多いわね。『みぜるまん』は……普通『みじりめんで』と発音するけれど、確か……お葬式の時に唱となえるオラショだと思うわ。お経みたいなものね」

　明良は自分の顔が引き締しまるのを感じた。「ぜるまん様」は死にゆく者をわずかな間だけ生き延びさせる力を持っている。

「そういえばまさんの木の実だけど、『天てん地ち始はじまり之の事こと』の黙もく示し録ろくの章にも出てくるわ」

　と、要子は言った。

「黙示録に知恵の実が出てくるんですかね」

　と、尾お沼ぬまが言った。

「ええ。世界を乱す者の尖せん兵ぺいとして悪あく魔まが現れて、まさんの木の実を色々な形に変えて人々に食べさせてしまうのよ」

「……食べた人は？」

「悪魔の手下になって、地じ獄ごくに落ちるの」

（非時香菓ときじくのかぐのみの事件そのまんまじゃないか）

　明良は心の中で呟つぶやいた。

「その後はどうなるんですか」

「世界のあちこちから炎が立ち上って、一面焼け野原になってしまうの。でも、神の御み使つかいが『とろんの貝』を吹くと、人々の『あにま』は戻ってくる。そこへ『でうす』が降こう臨りんして、もとの『色しき身しん』に……」

　明良は混乱してきた。聞いたことのない単語ばかりだった。

「すいません。よく分からないんですけど」

「ごめんなさい。とろんの貝はトランペットね。これは聖書の黙示録にも出てくるでしょう。あにまは魂、色身は肉体のことよ。でうすは全能なる神。神の御使いがラッパを吹くと、大いなる神の力で死者は蘇よみがえる、ということね」

（死者が蘇る）

　明良は口の中で呟いた。

「……闇やみの木みたいですね」

「そういえばそうね」

　と、彼女は言った。

「そういえば、明あき良らさんと初めてお会いした時、アクシス・ムンディのことをお話ししたのを憶おぼえている？」

　明良は頷うなずいた──確か『宇宙を貫く軸』の概念のことで、世界の中心にある巨木のようなものが世界を支えている、というものだったはずだ。

「『天てん地ち始はじまり之の事こと』にもアクシス・ムンディに該当する巨木が出てくるわ。さっき言った『三さんち嶋しま』に大きな木が生はえているの。その先端を切り取って、イエスを磔はりつけにする十字架を作ったとされていて……『世せ界かい過か乱らんの事こと』で世界が焼け野原になるのも、この木に火が点つくからなのよ。北欧神話の最終戦争ラグナロクみたいにね」

　要よう子こは一息つくように沈ちん黙もくした。明良はすっかり冷めてしまった日本茶を飲みながら、今までの話について考えていた。今まではっきり分からなかった事柄が繫つながりつつある。その中心に十と塚つかがあるのだ。

「……十塚に行くのか」

　黙だまって聞いていた尾お沼ぬまが明良に尋ねた──答えるまでもなかった。

「俺おれは思うんだけどな」

　と、尾沼は言った。

「その嬢じようちゃんの見た夢、ほんとのことだとしてもなんか変じゃねえか？」

「変って？」

「なんで急にそのことを夢に見たんだ？　今まで忘れてたんだろ。それに、これから起こることを知ってるなんて、普通じゃねえんじゃねえか」

　柊とう美みの夢に現れた男は、「右目の子供」のところにも来たらしい。明良のことに違いなかったが、明良はそんな男が現れたことなど憶おぼえていない。柊美の夢が本当だとすると、明良はそのことを忘れてしまっていることになる。もし明良が記き憶おくを取り戻せれば、柊美の夢だけでは謎なぞのままの部分も分かるかもしれない──。

　その時、明良はテレビの画面に目を止めた──ローカルニュースの時間らしい。この二ヶ月、ニュースの内容は失しつ踪そう事件のことばかりだった。

　画面に顔写真が現れている。明良と同じぐらいの年ねん齢れいで、高校のものらしい制服を着ている。学校での集合写真かなにかからとったもののようだった。

　なんとなく明良はテレビのボリュームを上げた。アナウンサーの声が流れ始める。




「……三日前、神かみ岡おか町ちよう海岸で発見された意い識しき不明の男性は、県立行ぎよう北ほく高校二年・鴻こうの巣す亮とおるさんと判明しました。鴻巣さんは神岡北きた高校集団失しつ踪そう事件の行方ゆくえ不明者の一人と見られており……」




　明あき良らは凍りついたように画面を見つめていた。鴻こうの巣す享とおる、というのはあの丸まる谷やという刑事の親しん戚せきの名前だった。しかし──。

（本人なのか？）

　あの時消えた人々は、例外なく非時香菓ときじくのかぐのみを口にして、常とこ世よの者になったはずだ。もう、普通の人間ではあり得ない──病院にいるのは一体何者なのだろう。
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　病院の廊下のベンチに、ぼさぼさの白髪が混じった中年男が座っている。今日はひげを剃そり忘れたな、と彼は顎あごを撫なでながら思う。おそらくひどい顔つきだろうが、そんなことはどうでもいい。ここ数ヶ月に起こった出来事で、彼は疲れ切っていた。

　彼の隣となりには青い顔をした同じ年代の女がいる。女の方はなにもない空間を見み据すえたまま、ぶつぶつとなにかを呟つぶやき続けている。

「……恵けい子こ」

　と、男──鴻巣修しゆう一いちは妻に呼びかけた。半ば諦あきらめてはいたが、やはり返事はない。

　修一は神かみ岡おか町ちようからほど近い、自動車工場の生産ラインを管理する技術職についている。彼はこの町の出身ではない。東京の本社に勤めていて、妻の恵子と知り合って結婚した。息子の亮が生まれてすぐに転勤になり、妻の実家のある神岡町に引っ越してきたのだった。

　この十数年、大きな不満もなく過ごしてきた。息子は大人おとなしい性格だった。思春期に入ってさすがに少し生意気なところも出てきたが、順調に育っていたと思う──二ヶ月前にいなくなるまでは。

　息子は町の外の高校に通っていたが、神岡北きた高校に通っている友達と会うために文化祭へ行き、そして帰らなかった。

　今、こうして息子が見つかった、というのに修一は何故なぜか奇妙に落ち着いていた。目の前のドアの向こうは集中治ち療りよう室で、瀕ひん死しの重傷を負った息子が眠っているはずだ。この二ヶ月、あれだけ待ち望んだ息子だというのに。逆にそのことの方に修一は戸と惑まどっていた。

「……叔父おじさん」

　突然、話しかけられて振り向くと、丸谷崇たかしが立っていた。

「崇君か。警けい察さつの仕事はいいのかい」

「……こっちへ来るのも仕事ですから」

　彼は昔から血の繫つながっていないこの甥おいが好きだった。少し変わり者だが、穏おだやかで神経もこまやかだ。末期ガンにかかった父親を介かい護ごするために、半年ほど休職して四し国こくのホスピスに住みこんでいた。父親を看取ってから、今年の秋にこの町へ戻ってきたのだ。九月に復職してすぐ、亮がいなくなってしまった。

（亮君は必ず見つけ出しますから）

　丸まる谷やは負っている苦労を他人に見せるような性格ではない。この二ヶ月、彼がほとんど休日もなく捜査に参加していることを修しゆう一いちは知っている。

「うちの息子を轢ひいた運転手が、出頭してきたんだって？」

「ええ。昨日のニュースを見たらしくて」

「どうして亮とおるにあんな怪け我がを負わせたのか、なにか言っていたかね」

　彼が言うと、丸谷は口ごもった。

「それが……どうも、顔に怪我を負わせた人間は別にいるようで」

「どういうことなんだ、それは？」

「つまり、彼は顔に怪我をした状態であの湾岸道路に現れて、道路に立っていたところをトラックに轢かれた、ということらしいんです」

　修一は思わず唾つばを飲みこんだ。それでは、一体息子はどこから帰ってきたのだろう。

「彼がこの二ヶ月どこに行っていたのかは、意い識しきを取り戻してから尋ねるのが一番いいんでしょうが」

「植物状態でもかね？」

　それを聞いた丸谷は絶句した。

「そうだったんですか……でも、警けい察さつの発表ではそうはなっていませんでしたけど」

「どうも植物状態とは単純にいえないらしいんだ。これから担当医が説明しにこっちへ来るという話なんだが」

　その時、白衣を着た医師が廊下の角を曲がってやって来た。外科医だという医師は二人に挨あい拶さつすると、突然本題に入った。

「亮さんがなにかの特異体質であると診断されたことはありませんでしたか？」

　修一たちは一いつ瞬しゆん顔を見合わせた。

「そんなことはありません」

　修一は訝いぶかりながら答えた。

「一体なんの話ですか？　息子になにかあったんですか？」

「息子さんの怪我が治りかけています」

「それがどうしたんですか」

「回復が早すぎるんです」

　と、医師は言った。

「すり傷のいくつかはもう完全に塞ふさがっていますし、顔の傷も周辺部から癒ゆ着ちやくが始まっています」

「……植物状態なんですよね」

　と、修一が尋ねた。

「大脳の機能はほぼ停止しています。外傷の回復も遅れるのが普通ですし、いずれにせよ、こんな速さで治ち癒ゆすることなど、常識では考えられません」

　医師は言葉を切る。丸まる谷やは医師に向かって言った。

「今、この部屋に入っても大丈夫なんですか」

「ええ。意い識しきはありませんが。どうなさいますか」

「もちろん見み舞まわせてもらいます。叔父おじさんたちは？」

　と、丸谷は修しゆう一いちに言った。

「さっきからそうしようと思ってるんだが、恵けい子こがここから動こうとしないんだ」

「叔母おばさん？」

　丸谷は俯うつむいた恵子の顔を覗のぞきこむように話しかけたが、反応はなかった。

　息子がいなくなってしばらくしてから、修一が妻の様よう子すがおかしいことに気付いた。話しかけてもまともな言葉が返ってこない。朝から晩まで、自宅の居間でぼんやり座っている。家事も手が付かない状態が続いて、彼は恵子を精神科医に連れていった。

　この二ヶ月、リハビリと投薬による治ち療りようが続いているが、それは修一に自分の心痛を分かち合う人間がいないことを意味していた。

「……亮とおるを一目見ていかないか」

　恵子は相変わらず虚こ空くうを見つめたままだった。相変わらず口の中でなにかを呟つぶやいていた。修一は深いため息をついた。

　その時、廊下の奥にあるエレベーターの扉が開いて、看かん護ご婦ふと医師に囲まれたストレッチャーが彼らの方へ進んできた。どうやら急患のようだった。ストレッチャーの上には若い女が横たわっている。

「移動した方がいいみたいですね」

　と、丸谷は言う。修一も妻を促して立ち上がった。恵子は素直に立ち上がると、夫に肩を抱かれながら歩き出した。

「叔母おばさん、なんて言ってるんですか」

「耳を近づけてみるといい。私はもう聞き疲れたよ」

　昨日から彼女は同じことしか言わなかった。修一が喋しやべっている間も、妻の口は動き続けていた。

「亮じゃない亮じゃない亮じゃない亮じゃない亮じゃない亮じゃない亮じゃない亮じゃない」
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　看かん護ご婦ふは若い女に付けられたチューブを一つずつ外していく。患者はもう二度と目覚めることはない。昼間救急車で運びこまれたのだが、結局息を引き取った。

　女のむき出しの首には、紫色の首輪のような痣あざが浮かんでいる。女はデパートの試着室で首を吊つったということだった。深い事情は分からないが、試着室で自殺するなど聞いたことがない。

　これから警けい察さつの検死をしなければならない。検死官にはもう連絡してあるが、遺体安置所に移動させなければならなかった。ストレッチャーは廊下にある。チューブを外はずし終えた看かん護ご婦ふは部屋の外へ出ようとして──ふと振り返った。

「……え？」

　誰だれかに見られているような気がする。しかし意い識しきのある人間は、この部屋では彼女だけのはずだった。神かみ岡おか中ちゆう央おう病院の集中治ち療りよう室にはベッドが三つある。彼女は一番手前のベッドのそばに立っていた。隣となりのベッドには例の顔のない患者が横たわっている。

　生きている患者も、死んだ患者もぴくりとも動いていない。彼女は気を取り直して両開きのドアを開けて外へ出た。

（……あれ？）

　彼女は首をかしげる。廊下を出てすぐのところにあったはずのストレッチャーが、妙に遠い場所へ移動していた。

（あんなところに置いたっけ）

　彼女の心しん臓ぞうが高鳴り始めていた──ふと、先せん輩ぱいから聞いた怪談話を思い出す。誰もいない廊下に置かれていた電動式の車くるま椅い子すが、突然自分の方へ動き出したとか。

「まさかね」

　もともと彼女は怪談話に強い性格だった。なにかの勘かん違ちがいだろうと思いつつ、ストレッチャーを引っ張って集中治療室へと戻っていった。

　再び両開きのドアを開けた時、彼女は室内の気け配はいに気付いた。今しがた喋しやべっていた人間が急に口をつぐんだ時のような、奇妙な余よ韻いんのようなものが漂っている。彼女は死んだ患者のベッドに近づいていった。

　さっきかけたはずのシーツが乱れている。死んだ女の膝ひざから下の足が見えていた。スカートも少しまくれている。まるで寝ね相ぞうの悪い子供がシーツをはね飛ばしたようだった。

　彼女は思わず唾つばを飲みこむ。おそるおそるスカートを直そうとして、ぎくりと手が止まった。死体の膝から少し上に、巨大な赤い目のようなものがある。彼女は後ずさりをしようとして、その場で踏みとどまった。

（……傷？）

　穴、と言った方が良かったかもしれない。皮ひ膚ふの下の筋肉ごと抉えぐり取ったような跡だった。傷の中に溜たまった血が丸く盛り上がって、動物の目のように見えたのだった。

（今、できた傷みたい）

　生きている時にこんな傷ができていれば、普通はもっと出血するはずだ。彼女は室内を見回す。誰もいなかった──隣のベッドにいる、重態の患者を除いては。

「……そんなはずないわ」

　看かん護ご婦ふは馬ば鹿かげた想像を振り払った。自分が廊下にいたのはほんのわずかな時間だけだ。その間にこの瀕ひん死しの患者が起き上がって、死体に傷を負わせてまたベッドに戻ったとでも言うのだろうか。おそらく、医師が傷に気付かなかっただけなのだろう。シーツがまくれたのは、出がけに自分がどこかに引っ掛けただけに違いない。

　どうにか自分を納得させた彼女は、作業に戻ろうとして──今度こそ凍りついた。彼女は目の前で揺れている点滴のチューブに気付いた。顔のない患者はいくつものチューブで繫つながれている。さっきまでなんの異常もなかったはずだ。

　それが一つだけ外はずれていた。床のすぐ上で、点滴の針が振り子のようにゆらゆらと揺れていた。
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　神かみ岡おか駅の改札口前で、高たか木ぎ千ち紗さは古いダッフルコートのポケットに手を突っこみながら立っている。彼女は震ふるえる手で毛糸の帽子を深く被かぶり直した。今年は例年よりも早く初雪が降るかもしれない、という予報を思い出した。

　コンクリートの駅舎の庇ひさしの向こうにはバスターミナルがある。ロータリーの中心に種類の分からない大きな木が生はえている。排気ガスで汚れた枝に、作業服を着た男が電球のついたコードと飾りを付けている。クリスマスのライトアップの準備をしているらしい。

（神岡町で冬を迎えるなんて）

　と、千紗は思った。同居している来くる栖す要よう子こと、もうしばらく経たったらクリスマスツリーを飾ろうと話している。もう何年も物置から出していないけれど、今年は是ぜ非ひそうしたいと要子は言っていた。千紗もその気持ちは分かる。季節の行事を祝うのは誰だれかと一いつ緒しよにいるからだ。

　問題は自分たちがクリスマスを迎えられるのか、ということだった。

「よう」

　千紗が振り向くと明あき良らが立っていた。明良も制服を着ていない。茶色の革のジャケットに、首に長めのマフラーを巻いている。

「五分遅刻です」

　と、千紗は言った。

「悪かったな」

　二人は並んで歩き出した。今日は平日だったが、二人とも学校を休んでいる。これから神岡中ちゆう央おう病院へ行くつもりだった。前の晩、明良から電話がかかってきた。九月に「消えた」人間のうちの一人が発見されて、病院に収容されているという話を聞いたのだった。

「もし、その入院しているのが『常とこ世よの怪物』だったらどうしますか」

　と、千紗は言った。明良は黙だまっている。どうしたらいいのか、彼も悩んでいるに違いない。

「御み厨くりやさんには話したんですか」

「……いや。はっきり分かってからの方がいいと思ってさ」

「御み厨くりやさんの体調は？」

　明あき良らがはっとしたように千ち紗さの顔を見る。明らかに彼女と同じことを考えていたらしい──柊とう美みの体がまだ、銃の使用に耐えられるのかどうか。

「悪くはなってないけど、良くもなってない」

　と、明良は言った。

（でも、無理をしてでも御厨さんは撃うつかもしれない）

　と、千紗は思った。銃の秘密に気付いてから、柊美は何ヶ月もそのことを誰だれにも話さなかった。千紗が同じ立場なら、何ヶ月も秘密を抱えこむことなど想像できない。自分の命を削けずるだけではなく、周囲にそれを隠すための努力まで強しいられるからだ。

「……見つかったのが普通の人間っていうのが一番ありがたいんだけどな」

「そうですね」

　二人は町の総合庁舎の脇わきを通って、桜並木の下を歩いていった。もうすぐ病院だ、と思った瞬しゆん間かん、千紗はぴしりとノイズめいた音を聞いた。

「あ……」

　彼女は確かめるように何歩か進む。かすかに神かみ岡おか中ちゆう央おう病院の建物が見えている。病院に近づくほど音は大きくなった。

「……やっぱりそうなんだな」

　千紗の背中に向かって明良が言った。彼女はこくりと頷うなずいた。口には出さなかったが、この場所に来る前から二人とも分かっていたような気がする。いつかこの瞬しゆん間かんが来るだろうと思っていた。

　神岡町に新しい常とこ世よの怪物が現れたのだ。




　自動ドアが開いた瞬間、明良は思わず足を止める。

「どうしました？」

　千紗は明良を見る。

「……なんか変だな」

　明良は前に立ってロビーに入る。この病院に入院したこともあるし、今までに何度となく訪れているが、別の建物の中にいるような気がした。

　それでも人々の様よう子すは普ふ段だんとなにも変わらなかった。外来の患者たちがベンチに座って呼び出しの順番を待っている。風邪かぜが流行はやっているせいか、マスクをしている患者が目立つ。

　隣となりにいる千紗は天井を見上げている。

「やっぱり上か？」

「方向は分かりませんけど、多た分ぶん」

「行こう」

　二人はロビーを通り抜けてエレベーターに乗りこんだ。例の怪け我がをした患者が収容されているとしたら、五階の外科病棟にいるはずだ。明あき良らたちは五階へ向かった。

　両開きの扉が開いた瞬しゆん間かん、明良は気け配はいが少し濃こくなったのを感じた。

「この階か？」

　と、千ち紗さに尋ねると、

「多た分ぶん。すぐ近くにいます」

　エレベーターの目の前にナースステーションがある。廊下が二方向に延びていて、一方が一般患者の病棟へ、もう一方が集中治ち療りよう室へ続いている。

「あそこに警けい官かんが立っています」

　千紗は集中治療室の方を指差した。明良はそちらの方向を見る。

「うっ」

　彼は低い声で呟つぶやいた。廊下は無数の人影でぎっしり埋まっている。入院服を着た人々がだらりと首を前に垂たらして、明良たちに背中を向けていた。どうやら集中治療室の前に集まっているらしい。

　明良は右目だけを閉じる。途と端たんに人々の姿は消えてしまった。二人の制服警官がドアの前に立っているだけだった。

「集中治療室の前に、病院中の幽ゆう霊れいが集まってる」

　と、明良は千紗に言った。

「……どうしてですか？」

「分からない。でも……」

　以前、よく似た光景を見たことがあった。闇やみの木が復活した時、町にいた幽霊が皆その木の根本に集まってきていた。

「どうしたの？　こんなところで」

　不意に話しかけられて、明良は振り向いた。四月に入院した時の、顔見知りの看かん護ご婦ふが立っている。

「いや、ちょっと」

　彼は慌てて言った。そういえば、知っている人間に会った時の言い訳をなにも考えていなかった。本来は学校に行っているはずの時間だ。

「……友達の見み舞まいに来たんですけど、降りる階間違えちゃって」

「へえ」

　看護婦は意味ありげに笑った。

「その子、彼女？」

「違います」

　明あき良らと千ち紗さは同時に否定した。

「そうよね。毎日お見舞いに来てた女の子がいたものね」

　柊とう美みのことだった。あの黒いバスの事件の後、学校帰りに毎日病院に寄ってくれた。あの頃ころからずいぶん長い時間が経たったような気がする。

「あれ、どうかしたんですか？」

　警けい察さつ官かんの方を見ながら明良は言う。看かん護ご婦ふは明良たちに顔を寄せて囁ささやいた。

「例の行方ゆくえ不明になってた男の子が入院してるの。それで警備ってことであそこにいるんだけど」

「ああ、それニュースで見たけど、元気なんですか？」

「うーん。まあなんていうか……重傷だし、意い識しきが全然ないのよね。生きてはいるけど」

　明良は少し安心した。あの奥にいるのが常とこ世よの怪物だとしても、今のところは活動していないらしい。




「これからどうしますか？」

　と、千紗は尋ねる。二人は病院の建物の外に出てきていた。

「銃で撃うつ……わけには行かないですよね」

「そりゃそうだろ」

　と、明良は言った。

「常世の怪物だとしても、あいつは人間として扱われてるんだぜ。警察だっているんだし、撃った瞬しゆん間かんに柊美さんが殺人犯ってことになる。それに柊美さんの体も……」

　明良が一番不安に感じているのはそれだった。あの銃が具体的にどう柊美の体に作用しているのか分からないが、万が一次が最後の一発だったら──。

「でも、あそこに結界なんか張るわけに行かないですよ」

　と、千紗は呟つぶやいた。

「……やっぱり四人目が欲しいな」

　と、明良は言った。柊美が思うように動けない以上、別の仲間が欲しかった。うまく行けばその「四人目」の能力で解決できるかもしれない。

「まだ山やま内うち栄えい一いちの子孫がどこかにいると思ってるんですか？」

　千紗は呆あきれた顔で言った。

「もしこの町のどこかにいるとしても、本人は気がついてないんじゃないですか？　もし自覚していたら、とっくに私たちに会いに来ているはずでしょう」

「自覚してなかったら分からせるしかないだろ。できることは全部やっておきたいんだよ」

　と、明良は言った。千紗は仕方ない、というように頷うなずいた。

「じゃあ、役割を分けた方がいいですね。神じん野のさんは四人目を探す、私は毎日ここに来て、異常がないかどうか見張ります」

「そうだな」

「しばらく学校行けないですね」

　と、千ち紗さはため息をついた。明あき良らは病院の建物を見上げる。なにか引っかかるものを感じる。自分たちの見えないところで、なにかの事態が静かに進みつつあるような。
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「あ……」

　机に向かっていた柊とう美みは目を閉じた。少しめまいがする。彼女は自分の部屋で参考書を開いていた。この前、明良の家に行ってから具合があまりよくない。無理をし過ぎたのかもしれなかった。

　彼女は立ち上がると、少しおぼつかない足取りで一階へ降りていった。なにか温かいものが飲みたかった。

　家の中には誰だれもいない。母親は朝から出かけているし、父親は海外の学会に出席するためにしばらく家を空けている。彼女はお湯を沸かすと、人ひと気けのないキッチンでココアを飲んだ。

　今は週の半分程度しか学校に行くことはできない。少し無理をするとすぐに体調を崩してしまう。医師からは今年は高校を卒業することだけに専念した方がいいと忠告されている。受じゆ験けんは来年でもできるから、と言われているが、家にいても勉強は続けていた。

　正直なところ、無理に今年受験したいとは思っていない。それ以前に、大学に行きたいと真剣に思っているわけでもなかった。ただ、一人でこうして家にいると、周りから取り残されているように感じる。それを紛らわせるためにしているだけだった。

　不意に家の電話が鳴った。クラスの友達の麻ま衣いからだった。

『あ、良かった。家にいた』

「え？」

『ううん。別に。元気かなーと思って電話しただけ。今平気？』

「うん」

　麻衣はいつものように一方的に話し始めた。期末テストの範はん囲いがそろそろ分かるということ、間近に迫っている受じゆ験けんのこと、クラスの噂うわさ話ばなしのこと──。

　柊美はほっとした気持ちで話を聞いていた。

「最近、変わったことない？」

『なにもないよ。クラスのみんなは元気だし、いなくなった子も帰ってこないしさ』

　麻衣はため息をつきながら言った。柊美たちのクラスからも、中ちゆう央おう祭さいの時に何人か行方ゆくえ不明者が出ている。

『ほんとにどうなっちゃったんだろうね。大おお怪け我がしてても、帰ってきた方がいいよね。まだ』

「なんのこと？」

　と、思わず柊とう美みは聞き返した。

『知らないの？　行方ゆくえ不明になった男の子が一人見つかったって』

　初耳だった。ここ何日か、テレビを全然見ていない。

『中ちゆう央おう祭さいに遊びに来てた子だから、うちの学校じゃないんだけど、すごい怪け我がしてて病院にいるんだって』

「そうなんだ」

『せっかく家にいるんだから、テレビぐらい見なよ』

（明あき良ら君、まだ知らないのかな）

　と、柊美は思った。あの事件のことでなにか分かれば、連絡ぐらいするはずだ。

『そういえば、あたしまた柊美が入院してんのかと思ったよ』

「え、どうして？」

『学校の帰りに図書館行ったんだけど、病院の方からあんたのカレが歩いてくるの見たからさ』

「病院から？」

『出てくんの見たわけじゃないんだけど、そっちの方から来たからそうじゃないかなって。制服着てなかったから、多た分ぶん学校サボったんだよ、あれ。あたし柊美がまた入院して、お見み舞まいに行ったのかなって思って』

　学校を休んでいる、というのが気になった。明良は自分のペースで動いているけれど、意味のないことはしない。学校を休むとしたら理由があるはずだった。

「明良君、一人だった？　他ほかに誰だれかいなかった？」

　麻ま衣いは電話の向こうで黙だまってしまった。

『中央祭の日、一いつ緒しよに教室に来た女の子がいたでしょ。背がちっこくて愛想がなさそうな……あの子も一緒だったよ』

（高たか木ぎさんだ）

　明良と千ち紗さが病院に行っていたとしたら、常とこ世よの怪物に関係したことに違いない。

『あの二人、なんかあるわけじゃないんだよね？　柊美とも一緒にいたから、そう思ってたんだけど……あたし変なこと言っちゃった？』

「ううん。そんなことない」




　電話を切った後で、柊美は部屋に戻った。頭の中をさっきの麻衣の話がぐるぐる回っている。もちろん明良と千紗の仲を疑っているわけではない。話したところで柊美になにもできないと分かっているから、気を遣つかっているのだろう。それは分かっている。明良が自分を抜きにして動いていると思うと、不安な気持ちが抑えられない。

　自分が必要とされていないような。なにもしていないと嫌われてしまうような。

　気がつくと柊とう美みはケータイを出して明あき良らに電話していた。ケータイを持っていることは親にも秘密で、普ふ段だん家の中では使わないことにしている。

「あの、今から会えない？」

　電話に出た明良に、柊美は言った。

『え？』

「私、あまり遠くに行けないけど、うちの近所の公園に来てくれない？」

　電話の向こうで明良は考えこんでいるようだった。

『少し時間かかっちゃいますけど』

「それでもいい」

『なにかあったんですか？』

「なにもないけど、会いたいの。ごめんね」

　一人でいると不安になるから、と彼女は心の中で呟つぶやいた。

『俺おれも話があるし。一時間ぐらい後でいいですか？』

「うん。分かった」

　柊美はケータイの通話を切る。さっきよりも少し安心した。

「……それ、いつ買ったの？」

　柊美ははっと振り返る。部屋の入り口に母親が立っていた。
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　太陽はすっかり沈んでいる。明良が公園の前にバイクを停とめた時、持っていたケータイが鳴った。画面を見ると、柊美の家からだった。

『柊美さん？　今……』

「娘なら出ていったわ。あなたに会いに」

　明良はごくりと唾つばを飲みこんだ。柊美の声に似ていたが、本人ではない。彼女の母親だった。

『あなたに聞きたいことがあるの』

　この番号にかけてきたということは、おそらく柊美のケータイが見つかったのだろう。

『全部はどうせ答えないでしょうけど、本当のことを言って』

「あ……はい」

『娘はあなたとなにをしているの？』

　それにきちんと答えるには、この八ヶ月の間に起こったこと全すべてを説明しなければならない。無数の記き憶おくが明良の頭をよぎったが、そのうちのどれ一つとして言葉にならなかった。明良はふっと目を閉じる。

「俺たちにしかできないことです」

　彼はようやくそれだけ口にした。

『それは危険なことなのね？』

　明あき良らはケータイを固く握りしめた。

　柊とう美みの母親は明良たちのしていることを知らないわけではない。闇やみの木に飲みこまれた時、自分たちを助けてくれたのが彼女だった。ただ、闇の木が壊こわれると同時に、常とこ世よの霧きりと関かかわった記き憶おくは失われていた。

　しかし、質問が核心を衝ついているのは、なんとなく真実のありかが分かっているからだろう。いいえ、と答えたかったが、噓うそをつく気にはなれなかった。

「……危険です」

　歯を食いしばって明良は答えた。

『どうしてそんなことをあなたたちがしているの？』

「他ほかにできる人間がいないんです」

『娘はどうなるの？』

　明良は言葉を失った。それは彼の方が聞きたいことだった。

「今、柊美さんの代わりになる人間を探しています」

　同じ能力でなくとも構わないが、柊美が銃を使わなくとも済む能力を持つ人間が欲しかった。

『……あなたに娘を守れるの？』

　その時、住宅地の角を曲がって柊美が明良の方へやってくるのが見えた。コートとマフラーを身につけて、寒そうに白い息を吐いている。

「はい」

　少なくともそのつもりだった。

『憶おぼえておくわよ』

　電話はそこで切れた──どうして俺が銃の使い手じゃないんだろう、と明良はぼんやり思った。それなら彼女が苦しむこともなかった。
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「ごめんね、急に呼び出して」

　明良に近づきながら柊美は言った。彼はちょうどケータイをしまうところだった。

「出てきて大丈夫なんですか？」

「あまり大丈夫じゃないかも」

　彼女はさっきまでの母親との言い合いを思い出す。取り上げられたケータイをほとんどもぎ取るようにして、家を出てきたのだった。

「さっき、お母さんにケータイ見つかっちゃった」

「今、電話かかってきましたよ」

「なんて言ってた？」

「おれたちがなにをしてるのかって」

「私も同じこと訊きかれた。答えなかったけど」

　二人は並んで公園に入った。暗い街灯がぼんやりと人のいなくなった遊具を照らしている。柊とう美みは一人乗りのブランコに腰を下ろし、明あき良らは支柱に寄りかかった。

「私、お母さんとケンカしたの初めてかも」

　柊美は地面に落ちた自分の影を見ながら呟つぶやいた。

「自分の考えてることとか、親にちゃんと言ったことなかった。さっきね、なにしてるか話せないような人とは、付き合わせないって言われたの。この家で暮らしているんだから、親の言うことは聞きなさいって。私ね……」

　柊美は言葉を切って深呼吸した。

「私、それなら明良君の家に行くって言っちゃった」

「は？」

　明良は口をぽかんと開けた。度ど肝ぎもを抜かれたらしい。

「……そんなこと言ったんですか？」

　明良の顔が見る見るうちに赤くなっていった。

「そんなの迷惑だよね」

「いや迷惑って……俺おれはいいけど。でも俺んちは一人しか住んでないし、第一あんな小さい家で柊美さんどこに寝……じゃなくて、勢いでそんなこと言ったら良くないですよやっぱり」

　しどろもどろになりながら明良は言う。柊美は思わず噴ふき出した。

「ごめんね。変なところで名前出して」

　柊美はブランコから立ち上がった。

「でも私、勢いで言ったんじゃないと思う。本当に時々そういうこと考えるの」

「……」

「このままずっと一いつ緒しよにいられたら」

　突然、柊美は抱き寄せられた。なにがどうなったのか分からないまま、気がつくと明良にキスされていた。体から力が抜けていき、彼女はゆっくりと目を閉じた。初めてのキスだった。しばらくして明良は体を離した。気の毒なほど顔は赤くなっていたが、普ふ段だんの態度に戻っていた。

「今日、高たか木ぎと病院に行ってきました。常とこ世よの怪物が病院にいます。今のところなにもないけど、これからなにか起こるかも」

「やっぱりそうだったんだ」

　と、柊美は言った。

「もう少しぐらい撃うっても平気よ」

　明あき良らは柊とう美みの顔をじっと見つめている。少し不安になりかけた時、彼は口を開いた。

「俺おれ、もうあの銃は使わない方がいいと思う」

「え？」

「中ちゆう央おう祭さいの後からずっと考えてたんだけど、分からないことが多すぎる」

　と、明良は言った。

「俺のじいさんは、柊美さんのお祖母ばあさんと別れて銃を使わせるのをやめたでしょう。体が弱っていくのに気がついたのは確かだろうけど、本当はそれだけじゃないのかもしれない」

「……どういうこと？」

「俺のじいさんと別れてから、柊美さんのお祖母さんは元気になって長生きしている。ってことは、銃を使わなければ、いずれ使い手の体は回復していくんだと思う。どうして、その後も銃を使わせなかったんだろう。体が弱るだけじゃなくて、もっと別の影えい響きようがあるんじゃないかって」

　柊美は思わず息を吞のんだ。そして、黒い痣あざのある左手をそっとコートのポケットに入れる。あの非時香菓ときじくのかぐのみの事件の時に、柊美が常とこ世よの霧きりを操あやつったことを明良は知らない。

「第一、柊美さんのお祖母さんの前にも銃の持ち主がいたはずなんだ。そいつはどうしたんだろう。使えるところまで使い切ったら、一体その使い手はどうなるんだろう。考えれば考えるほど、分からないことばっかりなんです」

[image: ]

「でも……」

　それなら、どうやって常とこ世よの怪物を倒すつもりなのだろう。

「まだ病院にいる奴やつは動いてない。その間にやれることはやるつもりです。うまく行けば、もう柊とう美みさんが危ない目に遭あわなくても済むかも」

（あ……）

　彼女は明あき良らが言っていた「四人目」の話を思い出した。多た分ぶん、彼はそれを探すつもりなのだ。彼女は黙だまって俯うつむいていた。明良は自分を危険から遠ざけようとしている。

　それは当たり前だと分かっている──しかし、一人置き去りにされているような気分だった。
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「神かみ岡おか町ちよう十と塚つか」というプレートのある電信柱の前に、明良はバイクを停とめた。曲がりくねった緩ゆるい坂の左右に、木造の平屋がごちゃごちゃと並んでいる。神岡町に残る最も古い集落の一つだった。

　明良が以前ここに来たのは八月だった。あの時と季節は違うが、十塚の様よう子すはなにも変わっていない。彼は重くなる足をこらえて、ゆっくりと坂を上がっていった。

　彼は低い垣根のある家の前で立ち止まる。庭を覗のぞきこむと、夏には見かけた盆栽は一鉢も残っていなかった。

　十塚には「ぜるまん様」という常世の怪物がいる。人を襲おそわないその怪物は、この集落の人々に祀まつられている生き神のような存在で、生き物をわずかな間だけ延命させる力を持っている。

　この家には十塚の「世話役」である設楽したらという老人が住んでいたはずだった。明良は玄関に回ってチャイムを鳴らす。誰だれも出てこなかった。

（……留守かな）

　彼は設楽家を通りすぎて、ゆっくりと十塚の中を歩き始めた。まるで誰も住む者がいないかのように静まり返っている。時々うなるような冷たい風の音が聞こえるだけだった。

　明良はある家の前で立ち止まった。庭には塗装の剝はげかけた祠ほこらが建っている。夏に来た時は、この家の庭で「ぜるまん様」を見たのだった。

（あれ？）

　夏には確かに空家になっていたはずだ。今は誰かが住んでいるらしい。雨戸が閉まっていないし、伸び放題だった庭の雑草もそれなりに手入れされている。庭の物干し台には洗せん濯たく物も干してあった。

　どこかから下げ駄たのものらしい足音が聞こえる。紺こんの着物に羽は織おり姿の老人が歩いてくるところだった。彼は明良の姿に気付くと立ち止まった。

「……あんたは」

「こんにちは」

　と、明あき良らは設楽したらに頭を下げた。

「ちょっと話があるんですけど」

　明良は言った。




　設楽の家の仏間に明良は通された。明良は鴨かも居いに飾ってある死んだ人々の顔写真を見上げた。一番端だけ真新しいカラー写真で、制服を着た十五、六歳の女の子が笑っていた。

「よろしければ孫に線香を上げて下さらんか」

　と、老人は言った。明良は仏ぶつ壇だんの前に座り、焼しよう香こうしてきちんと手を合わせた。二人は庭の見える仏間で、向かい合って座った。

「……綾あやはあれからすぐ逝いきましてな」

　日本茶を勧めながら老人は言った。設楽には綾という孫がいた。「ぜるまん様」の力で夏のわずかな時間を生き延びていたのだった。

「盆栽、ありましたよね」

　窓越しに庭を見ながら明良は言った。

「夏が終わる前に全部腐りまして……いい機会だと思って、全部捨てましたわ」

　老人の声にはっきりと苦いものが混じった。

「それで、お話というのは？」

　頭に浮かんだものを振り払うように、老人は話を変えた。明良はそれ以上、老人の孫については尋ねないことに決めた。

「この十と塚つかに伝わってる宗教のことなんですけど」

　そう言った途と端たんに、設楽は眉まゆをひそめた。

「誰だれからお聞きになりましたか？」

「この町に昔から住んでいる人たちですけど」

「隠しとるわけではないですが、こちらからはあまり言わんことにしてるんです」

　老人は苦笑いしながら言った。

「私らの信仰は、他ほかのキリシタンの人たちのものとは少し違っとります。わしらは中天におる者もお祀まつりすることがありますのでな」

「中天？」

「この世には天と地がありまして、そこにはそれぞれでうす様と人間が住んでおります。中天はそのどちらでもない場所ですな。わしらは『ぜるまん様』も元はそこにいらしたと思っとります」

（どちらでもない場所）

　と、明良は心の中で呟つぶやいた。

「……じゅすへるがいて、まさんの木があるところですか」

「あんたはそんなことよくご存知ですな。十と塚つかの若い者は、そんなことを誰だれも知らんですよ」

　設楽したらは驚おどろいたように目を瞠みはった。

「まあ、じゅすへるを直接祀まつることはありません。ただ、わしらは中天を他ほかの世界とあまり区別しません。この世界に近しいものとして扱います。わしらの教えでは、神かみ岡おかはことの他中天と近いのです。そこでは死んだ者の願いが形になり、時として死んだ者が蘇よみがえると言われとります」

　中天についての老人の説明は、常とこ世よのそれとほとんど変わらない。

「『常世』って聞いたことありますか」

　と、明あき良らは言った。

「さあ……そういえば、あんたのおじいさんも常世がどうとか言っとりましたな」

「他に常世……っていうか、中天の者を見たことはあるんですか」

「わしらがお見かけしたことのある中天のお方はぜるまん様だけですが」

「じゃあ、『紫の者』のことは知らないんですか」

「……一体、なんの話をなさってるんですかな」

　老人は本当に知らない様よう子すだった。明良はため息をつく。十塚の人々は自分たちの教義で「常世」に独自の解釈を施しているが、「紫の者」とは直接の関かかわりはないのかもしれない。

「来くる栖す裕ひろむって画家の名前を聞いたことがありませんか？」

「どなたですか？」

「その画家が、十塚に知り合いがいたらしいんです」

「さあ……絵え描かきさんと知り合いになるような者はこのあたりには……」

　これも収しゆう穫かくなしか、と明良が思いかけた時、

「……山やま内うちの奴やつかな」

　と、老人がぽつりと呟つぶやいた。明良は自分の耳を疑った。

「山内って山内栄えい一いちですか？」

「あの男をどうして知っとるんですか？」

　顔をしかめながら老人は言った──どうやらあまりいい印象を持っていないらしい。

「俺おれの祖父の仲間だったんです」

「あんたのおじいさんと……まあ、ありそうなことですな。変わった男でしたから」

「山内栄一はこのへんに住んでいたんですか」

　それを聞いて、老人は噴ふき出しそうな顔になった。

「このへんもなにも、あんたがさっき覗のぞいておったあの家に居い候そうろうしておりましたわ」

「え……」

　明良は絶句した。あの家で明良たちは「ぜるまん様」に会っている。そうと知らずに、山内栄えい一いちの住んでいた家に出入りしていたのだ。

「……なにやってたんだ俺おれは」

　と、明あき良らは呟つぶやいた──この数ヶ月、見当違いの方向ばかり調べていたことになる。

「でも、山やま内うち栄一の名前は昔の住民票にはないんです」

「ああ」

　老人は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「奴やつはここの土地の者ではないですからな。あの家に転がりこむ前もどこにおったのか……詳しくお話しした方がいいですか？」

「ええ。お願いします」

　と、明良は言う。どうやらかなり込み入った事情らしい。

「前にも言ったかどうか知れんが、もともとわしらの先祖は山さん陽ようのたたら村の出身でして。まあそこはキリシタンの隠れ里だったんですが、その狭い中でも宗派が分かれて折り合いが悪かったんですな。わしらのご先祖様に言わせれば、自分たちの方が古くからある宗門ということで頑張っとったらしいですが、旗色が悪くなって、こっちの土地へ逃げてきたわけですわ」

　老人は一度言葉を切って、自分の前に置かれた日本茶を一口飲んだ。

「山内はその村の出身だそうでして。この町にふらりと現れたんですな」

「じゃあ、山内もその……キリシタンだったんですか」

「そのようでしたな。わしらと宗派は違うようでしたし、とにかく愛想のない男でしたから、そういう話もしませんでしたが」

「どうしてこの町へ来たんですか？」

　明良が尋ねると、老人は首を振った。

「それが要領を得ん話で、わしには分かりませんでしたよ。なんかの本を捜しているうちに、ここへ着いたとか」

「なんの本ですか？」

　と、明良は言った。

「わしもそう聞いたんですが、『あんたに言っても分からん』とこうですよ。腹の立つ男でしたな」

　と、老人は頷うなずく。

「まあ、そうは言っても、ほとんど遊んでおるようにしか見えませんでしたな。一日中ぼんやりしておるかと思うと、妙な道具を抱えてどこかへ出かけていって、またふらっと戻ってくるんです。そんな調子で十年はあの家に住んでおりました。あんたのおじいさんとなにをしとったのか、わしは全然知りません。付き合いがあることも知らんかったぐらいですからな」

「道具ってなんですか？」

「さあ……なんというか、見るたびに持っとるもんが違うし、なんなのかも分からん代しろ物ものでしたわ。二ふた股またに分かれたこんな長い棒だとか」

　と、言いながら老人は両手をいっぱいに広げる。明あき良らの頭の中で閃ひらめくものがあった。

「……音おん叉さですか？」

「そうです。なにやら妙な色ですし、やけに大きいんで気になったんですが」

　おそらく、町全体の「結界」に使われている音叉に違いない。

「それ、いつ頃ごろですか」

「あれはもう五十年ぐらい前ですかな。それより昔ではないです。もう、山やま内うちの目も見えなくなっておりましたし」

「目が見えなくなった？」

　明良は思わず聞き返した。

「ええ。まあ、なにをやっておったんだか、一度ひどい怪け我がをしましてな。両目を失明したんですわ。あの時もずいぶん長いこと寝こんでおりました」

（なにがあったんだろう）

　と、明良は思った。まだ祖父のチームは健在だった頃だ。

「それだけじゃありません。その音叉……ですかな。それを持って出かけてすぐ、また寝こんじまいましてな。具合がよくなるまで、何年もかかったようです」

「病気にかかったんですか？」

「ひどい結核のようでしてな。最初はずっと意い識しきも回復せんでしたし、死ぬのを待つばかりかと思っとったんですが」

　思わず明良は柊とう美みを思い出した。彼女の症状も結核に似ている。

「目が見えない、体も効かない病人を抱えこんで、あの家もずいぶん苦労しておりました。少し具合がよくなった、と思ったら……急に町からいなくなってしまいまして」

「どこへ行ったんですか？」

「分かりません。それっきりですわ」

　と、老人は吐き捨てるように言った。その語調の激しさに明良は驚おどろいた。

「居い候そうろう先の家には、嫁入り前の娘が一人おりましてな。山内がいなくなってから、身み籠ごもっておることに気付きました。おそらく看病しておる間に手を付けられたんでしょうが、山内は子供がいると知って逃げたんでしょう。全くひどい話です」

　設楽したらは首を振りながら言った。思わず明良の心しん臓ぞうが高鳴った。

「じゃあ、その女の人は山内栄一の子供を……」

「もちろん産みましたとも。双子だったんですが、立派に育て上げましたよ。わしらもずいぶん面めん倒どうを見ましたが」

　さっき見たあの家が、空家でなくなっていることを明良は思い出した。

「今、あの家には誰だれが住んでるんですか？」

「ええ。山やま内うちの孫にあたるのが、一人であの家に住んでおります。あんたがたが夏に来た時は、色々あってよその土地におったんですが、秋になってから戻ってきまして」

　明あき良らは緊きん張ちようした──山内栄えい一いちの直系の子孫がこの集落にいる。

「まあ、今はだいぶ忙しいようですが。なにしろ仕事が仕事ですからな」

「え……？」

　と、明良は思わず聞き返した。

「警けい察さつ官かんをやっとります。ちょっと変わっとりますが、昔から責任感の強い子供で」

　老人は微笑ほほえみながら言った。

「……その人の名前はなんていうんですか？」

　答えを聞く前から、もう予想はついていた。そういうことだったのか、と明良は思っていた。皮肉な話もあったものだ。

「丸まる谷やです」

　と、老人は答えた。

「丸谷崇たかしといいます。他ほかに兄弟もありませんし、丸谷の姓を継ついどる者は、もうあの子一人です」




　明良は重い気持ちで、玄関の引き戸を開けた。

（あの刑事が山内の孫だったのか）

　帰路の間、ずっとそのことを考えていた。だとすると、あの刑事がもう一人の『紫の者』なのだろうか。柊とう美みが幼い頃ころ、会ったという男もひょっとすると丸谷なのかもしれない。

　明良は座ざ敷しきに入るとストーブを点つける。彼はこの部屋で丸谷と話した時のことを思い返していった。見える場所には痣あざもなかった。自分が『紫の者』だと、少しでも匂におわせるようなことも言っていなかった。

「……あ」

（わざわざ玄関を避さけて、庭へ回ってきた）

　あの時、玄関には幽ゆう霊れいの子供たちがいた。感覚の鋭するどい人間だったら、なんとなく幽霊のいる場所を避ける、ということもあり得るが、ひょっとすると「感知」できるのかもしれない。

（でも、そのまんま聞くわけにも行かないよな）

　決定的な証拠があるわけではない。もし、丸谷が「紫の者」のことなどなにも知らなかったら、下手へたに尋ねれば柊美が疑われることになる。相手は警察官なのだ。それだけは絶対に避けなければならなかった。
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　丸谷崇が警察署を出た時には、すっかり日も暮れていた。普ふ段だんと変わらない一日の終わりだった。これから家に戻って明日の仕事に備えなければならない。

　彼は昼間には決して見せない、険しい表情を浮かべている。連日の聞きこみで疲れ切っていた。本部の捜査方針が間違っていると確信していながら、それに沿って仕事を続けることが彼にいっそうの負担を強しいていた。

　彼はふと、ポケットから小石ほどの大きさの鈴のようなものを出す。古い工芸品で父の形見だった。これが本当に鈴なのかどうかは分からない。振っても音が鳴らないからだ。しかし、ひどく疲れた時にこれを握りしめていると不ふ思し議ぎと安心する──一体、どんな材質でできているのかも分からない。象ぞう牙げのようにも見えるが、色が変わっている。

　濃こい紫色だった。

　その時、彼はふと立ち止まった。歩道の上に高校生らしい少年が立っている。見知った顔だった。

「こんばんは」

　鈴をしまいながら丸まる谷やは言った。立っていたのは神じん野の明あき良らだった。

「どうかしたのかい」

「あんたを待ってたんだ」

　と、明良は言った。丸谷は内心首をかしげていた。明らかにこの前訪ねた時は、自分を歓迎していない雰囲気だった。警けい察さつの話に素直に応じる人間と応じない人間の違いを、彼はかぎ分けることができる。明良は応じないタイプの人間だった。

「なにか思い出したことがあるんだったら、電話してくれれば良かったのに」

「事件の話じゃなくて……いや、ちょっとそれもあるけど」

　相手は言いよどんだ。

「どうして柊とう美みさんを調べてるんだ？」

　こうして待ち伏せまでして、自分に話しかけるほどの意図を丸谷は摑つかみかねた。とりあえず公式の答えを口にすることにした。

「この前も話したけれど、彼女の周りで色々と未解決の事件が起こっている。事件を調べるのは私たちの仕事だからね」

　実はここ数日、丸谷はこの神野明良についても調べていた。この少年にも不ふ審しんなところがある。未解決事件の目もく撃げき情報の中に、しばしば明良と似た少年が報告されていた。

「あんたは山やま内うち栄えい一いちを知ってるか？」

　と、明良は言った。どうしてその名前を知ってるんだ、と丸谷は言いかけたが、明良の真剣な表情を見て考えを改めた。なにか深刻な話のようだった。

「父方の祖父の名前だよ」

　と、丸谷は答えた。

「行方ゆくえ不明らしくて、私も会ったことはないけど」

「あんたのおじいさんは、俺おれのじいさんの仲間だったんだ」

「仲間？」

　祖父のことはほとんど聞いたことがない。どうしようもない人間だったらしいと父から聞いているが、父もそれ以上は知らないようだった。

「……やっぱり聞いたことないんだな」

　確かめるように彼は言った。

「うちに来た時、どうして玄関から入ってこなかった？」

「え？」

　突然変わった話題に丸まる谷やは驚おどろいた。

「わざわざ庭に回って来ただろ？」

「……どうしてそんなことを質問するのか、聞いてもいいかな」

　と、彼は尋ねた。

「先に質問したのはこっちだぜ。普通、玄関の戸を開けるだろ」

「確かにそうだけどね……」

　丸谷は続きを言おうとして、うまく答えられない自分に気付いた。庭に回ったのはなんとなく──なんとなく、どうしたのだろう。

「誰だれかが玄関の前にいたから、避さけたんじゃないのか」

「別に誰もいなかったじゃないか」

　と、丸谷は笑いながら言う。明あき良らはなおも彼の様よう子すをじっと窺うかがっていた。

「まさか、幽ゆう霊れいとかそういうもののことを言ってるんじゃないだろうね」

　明良は答えなかった。

「君はそういうものを信じているのか」

　丸谷はいささか失望して言った。目の前にいる少年は確かに生意気な口の利き方をするが、そんな非科学的なものを信じこむような人間には見えなかった。

「信じるとか信じないかじゃない」

　と、彼はきっぱり言った。

「感じるか感じないかなんだ。あんたは違うのか？」

「私はそんなもの感じたことはないね」

　と、丸谷は答えた。多少、皮肉な言い方になるのを止めることはできなかった。

「また今度、詳しく聞くことにするよ」

　彼は明良の脇わきを通り過ぎて、駅の方へ向かおうとした。すると、背後から明良が声をかけてきた。

「見つかった行方ゆくえ不明者は、あんたの親しん戚せきなのか？」

　と、明良は言った。

「……そうだけど、それがなにか」

「あんたの親しん戚せきはもう人間じゃない」

　丸まる谷やは呆あつ気けに取られた。

「……なにを言ってるんだ、君は」

「あんたを狙ねらっているかもしれないんだ。気を付けた方がいいと思う」

「狙う？　狙うってどういうことだ？」

「まともに説明しても多た分ぶん分からない……この町では常じよう識しきじゃ考えられないようなことが起こるんだ」

　丸谷は反論しようとして、一いつ瞬しゆんそれを否定できない自分を感じた──鴻こうの巣す亮とおるは「常識では考えられない」回復ぶりを見せている。

「君は一体なんなんだ？」

　明あき良らは言うか言うまいか迷っているようだったが、結局口を開いた。

「俺おれは紫の者だ」

　明良は自分から背中を向けて去っていった。丸谷はしばらくその背中を見送ってから、踵きびすを返した。落ち着かない気分だった。

　なんとなくポケットに入っている形見の鈴を握りしめた。




[image: ]

　駅への道路を歩いていくと、前の方で赤いパトランプが点灯しているのが見えた。救急車も止まっているところを見ると、どうやら交通事故らしい。彼は集まっている野や次じ馬うまをかき分けるようにして、道路を覗のぞきこんだ。

　ちょうど救急車に白い布をかぶせた被害者が乗せられていくところだった。わずかに見えている爪つま先さきは女物のブーツだった。アスファルトの上に大量の血が放射状に飛び散っている。その先には一台のワンボックスカーが止まっていた。それが加害者の車らしかった。

　現場を保全している制服警けい官かんが丸まる谷やに頭を下げてきた。何度か顔を合わせたことのある若い巡査だった。

「なにがあったの？」

　と、丸谷は小声で尋ねた。

「いや、飛び出し事故らしいんですけど」

「こんなところで？」

　丸谷は周囲を見回した。ずっと先まで続く一本道で、横断歩道があるわけでもない。ふと、彼は救急車に乗りこもうとしている三十代の男と、その娘らしい少女に目を止めた。

「あの人たちは？」

「被害者の旦だん那なさんと娘さんだそうですけど」

「……飛び出し事故って言わなかった？」

　夫と娘は無事のようだった。どうすれば妻だけが道路に飛び出す状況になるのか、理解できなかった。

「家族三人で歩道を歩いていて、急に奥さんが道路に飛び出したそうなんです」

「理由もなしに？」

「さあ……私もよく分からないんですが」

　と、巡査は首をかしげた。

（この町じゃ常じよう識しきでは考えられないことが起こる）

　遠ざかっていく救急車を見送りながら、丸谷はふとさっき聞いた言葉を思い出した。

　この時はまだ、思い出しただけだった。
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「じゃあ、その刑事が四人目だったんですか？」

　と、千ち紗さは言った。

「……だと思うんだけどな」

　と、明あき良らは答えた。病院の玄関を出てすぐの場所にあるベンチに、二人は腰を下ろしている。千紗が監かん視しを始めてから三日目の午後だった。

「柊とう美みさんの夢の話はしただろ。『鳥と共に四人目が戻ってくる』って。あの刑事は休職中で、町の外にいたらしいんだ。ちょうどあの中ちゆう央おう祭さいの直前に戻ってきてる」

　明あき良らは中央祭の時に黒い鳥を見ている。千ち紗さも彼のすぐそばにいた。

「もしそうだとしても、本人は全然気がついてないんですよね」

「あの様よう子すだとそうだろ。事情を話しても俺おれたちが疑われるだけだから、はっきりとは聞けなかったんだけど」

「そうですか」

　話をしながらも、千紗は時々建物の方に耳を向けている。

「変化はないんだよな？」

「別に動いている様子はないみたいです」

　と、千紗は言った。

「例の患者、明日個室の病室に移されるらしいですね」

「らしいな」

　明良も昨日、テレビのニュースで見た。経過は順調、ということだった。明良たちにしてみれば、怪物が活動を始める危険が増したことになる。

「場合によっちゃ、夜も見張った方がいいかもな」

「……私の睡眠時間はどうなるんですか？」

　千紗がここで監視しているのは昼間だけだった。休息を取るために夜は帰らなければならない。

「お前にずっとやれなんて言ってないだろ」

「でも、外から監視できるのは私だけですよ」

「……そうだけどな」

　と、明良は言った。

「とにかく一度、目で『見て』おかないと。一般病室だったら、意い識しきが戻ってなくても見み舞まいができると思う。明日、柊とう美みさんが病院に来ることになってるから、ちょっと行ってみようぜ」

「もし、危険って分かったらどうします？」

　と、千紗は言った。

「……柊美さんにあの銃を使わせたくない」

「できれば、でしょう」

　明良は言い返すことができなかった。望みを託していた四人目の「紫の者」がどうやらあの刑事らしいことは分かったが、自分の能力についてはまるで自覚していないようだ。第一、明良たちに協力してくれるとも思えなかった。

　明良たちは病院の建物を見上げる。十二月にしては暖かい日だった。そろそろ学校の授業も終わる時間帯だ。

「……私、思うんですけど」

　と、千ち紗さは言った。

「その『ぜるまん様』みたいに人を襲おそわない怪物もいるんじゃないですか？」

　彼女の言いたいことは明あき良らにも分かっていた。病院にいる「なにか」が、神かみ岡おか町ちように現れてから一週間近く過ぎている。その間、表面上はただ眠っているだけだった。誰だれかが襲われたという話もあるわけではない。

「……あそこにいるのは、もともと非時香菓ときじくのかぐのみを食べた人間だろ。俺おれたちはそいつらに殺されかけたんだぜ」

「でも、今病院にいるのは、あの時とは違う『常とこ世よの怪物』ですよ」

　千紗は怪物の存在を「耳」で聞くことができるが、その音は怪物の種類によって異なっている。果たしてあそこにいるのが行方ゆくえ不明者本人なのかも、二人には分からない。

　ふと、明良はあの病室の前に幽ゆう霊れいたちが集まっていたことを思い出した。あれにもなにか理由があるはずだ。

「……まだ当分、学校に戻れそうもないですね」

「お前、学校は大丈夫なのか？」

「私はもともと成績悪くないですから」

　と、千紗は言った。

「神じん野のさんの方が危ないんじゃないですか」

　確かにその通りだった。休んでいる間のノートはとりあえず岡おか内うちに頼んであるが、出席できないことには変わりない。

　その時、不意に明良のケータイが鳴った。岬みさきからの着信だった。

『明良？　あたし』

　ケータイを耳から離したくなるような大声で彼女は言った。

『今日、バイクで行ったよね』

「……そうだけど」

『あたし今、岡内の家で勉強してるんだけど、帰りに拾っていって』

「ああ？」

　明良は思わず声を上げた。

「お前、俺たちがなにやってるのか分かってんのか？」

『でも、夜は家に帰るんでしょ？　そのついででいいからさ』

「歩いて帰ればいいだろ」

『あたしたち、あんたが休んでる間のノートとか取って上げてるんだからね。ちょっとは恩返ししてよ』

　ノートを取っているのは岡内だろうと思ったが、帰りに寄る分には大した手間ではない。

「……しょうがねえな」

　明あき良らはため息をつきながら言った。




　岡おか内うちの家の前に到着したのは、ほとんど日が暮れてからのことだった。明良はバイクを止めて、ガラス戸の前でチャイムを探した──が、どこにも見当たらなかった。もともとは店の入り口で、チャイムは必要なかったに違いない。おそるおそる明良はガラス戸を開けた。家の前までなら何度か来たことはあるが、中に入るのは初めてだった。どうしても一人暮らしの明良の家に、岡内が来ることの方が多い。

「……こんばんは」

　と、言いながら明良は薄うす暗ぐらい土間に足を踏み入れた。玄関はなく、土間から直接座ざ敷しきに上がるようになっているらしい。間仕切りの障子の向こうに、明かりが点ついているのが見える。その障子ががらりと開いて、背の低い老婆が姿を現した。顔つきがどことなく岡内に似ている。

「あの、神じん野のですけど、陽よう太た君は……」

「あんたが道どう蔵ぞうさんの孫かい」

　しゃがれた大声で彼女は言った。

「ほんとにそっくりだね。こりゃ生き写しだよ」

　どうやら少し耳が遠くなっているのかもしれない。

「今、あんたの従妹いとこと一いつ緒しよに近所のコンビニに行ってるよ。すぐ戻ってくるから、こっちで待ってなさい」

　手招きに従って明良は座敷の方へ近づいていった。彼は障子の敷居のあたりに腰を下ろしながら、座ざ敷しきの中を覗のぞきこんだ。古い茶ちや簞だん笥すがあり、炬燵こたつの上にはみかんの入った籐とうのかごが載っている。絵に描かいたようなお茶の間だった。

　彼女は座敷の中をちょこちょこと動いて、明良にお茶を淹いれた。

「うちの陽太がいつも世話になってて悪いね」

「いえ……どっちかっていうと俺おれの方が」

「いいんだよ。あいつは図ずう体たいばっかりで気が弱くてね。金魚のフンみたいに、誰だれかの尻しりにくっついてる方が安心なんだから。あたしの死んだ亭主そっくりだ」

　ひどい物言いもあったものだが、顔はにこにこ笑っている。どうやらお気に入りの孫のようだった。

「あれ、見てごらんよ」

　彼女が指差す方を見ると、部屋の隅のサイドボードの上に、モノクロの古い写真が飾ってあった。髪型が丸坊主であること以外は、岡内にそっくりな男が神妙な顔つきで写っていた。

「あたしの亭主だよ」

　少ししんみりした声で彼女は言った。

「……カメラがたくさんあるんですね」

　と、明あき良らは言った。サイドボードの中には一眼レフのカメラが何台も並んでいる。写真館だった、という話を明良は思い出した。

「ありゃあたしんだよ。商売が商売ってのもあるけど、仕事じゃなくても写真は撮とってたからね。家族写真はほとんどあたしが撮ってるんだ。ちょっと見せてあげるよ」

　彼女は炬燵こたつの脇わきに積んであったアルバムの山を引き寄せて、そのうちの一冊を開いた。

「これが陽よう太たの子供の頃ころからの写真」

　明良はアルバムを見下ろした。妙にいかつい顔つきの赤ん坊の写真が整然と並んでいる。ページをめくるたびにアルバムの中の岡おか内うちは徐々に成長していき、やがてランドセルを背負った写真が現れた。ショートカットの背の低い女の子が、一いつ緒しよに写っていることが多くなった。

「岬みさきちゃんがここらへんから写ってるだろ。このへんからあの子の尻しりにばっちりくっついてるわけだね。あの子たちは昔っから全然変わらないよ」

　彼女は笑いながら灰皿を引き寄せると、煙草タバコに火を点つけた。アルバムをめくっていた明良はふと手を止めた。小学校の卒業式らしい写真に目を止めた。小学校の校門前で岡内と岬が並んでいる。その横に、女の子が二人立っていた。

「この写真、岡内たちと一いつ緒しよに写ってるのって……」

　岡内の祖母は顔をしかめた。

「田た沼ぬまんとこの子供たちだよ。二人とも行方ゆくえ知れずなんだろ」

　と、彼女は言った。

「この子たちのじいさんが有名な建築家だってのは知ってるかい？」

「ええ……話には」

「もうとっくに死んじまったけど、薄うすっ気味悪いじじいでね。変な友達とつるんで、よく北きた見み山やまの別荘に籠こもってたよ。あの別荘ができた時に、落成記念に写真撮ってくれって言うもんだから、あたしも仕事で行ったんだけどさ。あいつのこしらえた建物ってのはどうもあたしゃ気に食わなかったね。できた時から幽ゆう霊れい屋や敷しきみたいでさ」

　明良ははっと老婆の顔を見る。北見山の別荘とは、あの尖せん塔とうのある奇妙な建物に違いない。彼女はなにか事情を知っているわけでもないらしい。多た分ぶん、勘かんが鋭するどいのだろう。

「あたしの顔になんかついてるかい？」

「その時の写真って残ってますか？」

「仕事で撮った写真はお客のもんだから手元にはないけど、あたしが個人的に撮ったスナップがどっかにあるんじゃないかね」

　彼女は積み上がったアルバムのうちの一冊を引き抜くと、ぱらぱらとめくっていった。

「……どっかにあるはずなんだけどね」

　しばらく探してから彼女は言った。

「もし見たかったら、今度までに探しといてやるよ」

「お願いします」

　と、明あき良らは言った。

「それにしてもあんたはほんとに神じん野のさんの若い頃ころに似てるねえ。横向いたところなんか、あの写真にそっくりだ」

　彼女は感心したように言った。

「写真って葬式に使った写真ですか？」

　それ以外にはあり得ない。道どう蔵ぞうの写真は他ほかに残っていないはずだ。

「そうそう。あんたのおじいさんのお通つ夜やの時、悪いんだけど噴ふき出しそうになっちまったよ。何十年も前に、あたしの撮とった写真が飾ってあるもんだからさ」

「えっ」

　明良は思わず大声を上げた──そういえば、写真があるということは誰だれかが撮ったはずだ。漠然と道蔵がタイマーで撮さつ影えいしたのだろうと思っていたが、考えてみれば写真嫌いの祖父がカメラを持っていたはずがない。

「じゃあ、御み厨くりや……じゃない、奥おく村むら菊きく乃のさんも知ってるんですか？」

　と、明良は言った。もともとあの写真には柊とう美みの祖母も一いつ緒しよに写っていた。

「そりゃそうだよ。あの写真撮ってくれって頼みに来たのは菊乃さんなんだから」

　そう答えてから、彼女は明良の顔をぎろりと睨にらんだ。

「菊乃さんの孫娘と付き合ってるってのは、あんたのことか」

「え……まあ、多た分ぶん」

「じゃ、知ってんだね。あの二人が好き合ってたの」

　明良は黙だまって頷うなずいた。

「まあ、あたしも深いいきさつは聞かなかったけどね。二人とも何だか青い顔して、具合でも悪いんじゃないかって思ったよ。写真だとにっこり笑ってるけど、菊乃さんはずいぶん思いつめてる様よう子すだったねえ」

　彼女はすっかりフィルターまで灰になった煙草タバコを灰皿に押し付けた。

「あんたもさ、惚ほれた女はちゃんと見とかないとダメだよ。大人おとなしい女ってのは案外思いつめるもんだからね。あたしや岬みさきちゃんみたいなのとつくりが違うんだよ」

　その時、ガラス戸が開く音がした。振り向くとコンビニの袋を提げた岡おか内うちと岬が立っていた。

「あ、明良。もう来たんだ」

　と、岡内は言った。

「ねえ、今あたしの話してなかった？」

　と、岬が言った。

「あんたはいつも元気で結構だって話だよ」

　岡おか内うちの祖母はにやっと笑った。反対に岡内は顔をしかめた。

「ばあちゃん、明あき良らになんの話してたんだよ」

　それから、広げられたままのアルバムに気付いた。

「またお客さんに昔の写真見せて」

　岡内は明良の腕を取ると、小声で囁ささやいた。

「ばあちゃんが迷惑かけただろ。悪かったな」

「聞こえてるよ」

　と、岡内の祖母が言った。

「岬みさき、帰るぞ」

　明良が言うと、岬は不満げな顔をした。

「えー。今、お菓子買いに行ってきたのに」

「ちょっと上がっていきなよ」

　と、岡内が言った。

「さっき岬が言い忘れてたんだけどさ、期末テストの範はん囲いが分かったから、明良にも教えようと思ってたんだ」

「……テスト近いんだっけ」

　他人ひと事ごとのように明良は言った。それどころではなかったので、すっかり忘れていた。

「まあ、大変だとは思うけどさ、できるだけ俺おれがフォローするから」

「そうそう。あたしたちできるだけ協力するから」

「そうか……悪いな」

　勉強に関して協力できるのは岡内だけだろうと思ったが、それは口にしないでおいた。

　明良たちが座ざ敷しきに上がろうとすると、不意に老婆が口を開いた。

「そうやって一緒にいると、あんたたちやっぱり従兄妹いとこ同士だね。なんとなく似てるよ」

　岡内の祖母は、明良と岬みさきを見比べていた。

「神じん野のさんとこの親しん戚せきってのは、この町ん中に結構いるのかい？」

　明良は戸と惑まどって岬の顔を見る。神野家の直系は明良や岬たちだけだが、遠とお縁えんの親戚までは知らない。

「いると思うけど、あんまり付き合いないからよく分かんない。おじいちゃんヘンクツだったし……なんで？」

「なんていうのかねえ……この町であんたたちと似た感じの人を見かけるんだよ」

　と、老婆は言った。

「どこがどうっていうんじゃないんだけど、外歩いてるとたまにあれって思う時があってね。あんたたちにはなんとなく普通の人とは違う雰囲気があるんだ。あんたたちもそうだし、あんたたちのおじいさんと菊きく乃のさんもちょっとそういう感じがしたね。あたしは商売柄ずいぶん人の顔を見てきたから、違いが分かるのさ」

「あんまり真まに受けない方がいいよ」

　岡おか内うちが明あき良らに囁ささやくと、老婆はじろりと孫の顔を睨にらんだ。

「聞こえてるよ。あんたたちの先祖のどっかに変わったのがいて、それが散らばってるのかもしれないね。もともとそんなに広くもない町だから、不ふ思し議ぎはないんだけどさ」

　明良はふと、彼女が言っているのは「紫の者」の血筋かもしれないと思った。能力がなくとも血を引いている人間は明良たちの他ほかにもいるはずだ。

　たとえ当人は自覚していないとしても。
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　帰り支度じたくをしていた丸まる谷やに、上司の蔭かげ山やまがちょっと飲んでいかないか、と声をかけてきた。蔭山がそう誘う時は、人に聞かれたくない話がある場合が多い。いいですよ、と丸谷は笑いながら応じた。

　警けい察さつ署しよを出た二人は駅の方へ歩いていった。蔭山は普ふ段だんよりも言葉少なで、なにか気がかりなことがある様よう子すだった。彼らは駅前の小さな居酒屋の中に入った。

　店員に案内される前に、蔭山は一番奥のテーブルに向かった。コートを脱ぬいだ時に、丸谷はふと上司が背広の下に拳けん銃じゆうのホルスターを吊つっていることに気付いた。

「それ、どうかしたんですか」

「なんの話だ？」

「拳銃ですよ。なにかあったんですか？」

「ああ。これか……まあ、ちょっと色々あってな」

　と、言いながら蔭山は椅い子すに腰を下ろした。どうやら事情があるらしい。丸谷は内心首をかしげながら、向かい合って座った。

　一通り注文が済んだ後で、待ちかねたように蔭山は口火を切った。

「最近、妙な感じがしないか」

　と、蔭山は言った。

「どういうことですか？」

「いや、なんていうかな……疲れてるせいかもしれんが……」

　蔭山の言葉が空中でぶつりと途と切ぎれた。

「なんか、最近色々あるしな。そういえば、ここんとこ、事故や自殺が多いみたいだな」

「どうしたんですか、いきなり」

　と、丸谷は笑いながら言った。そこへビールのジョッキが二つ運ばれてきた。二人は乾杯した。

「まあいいんだ。そういえば、お前の親しん戚せきの子はだいぶ回復してきたらしいな。良かったじゃないか。かなりひどい外傷だったって聞いてたが」

　蔭かげ山やまは突然話題を変えて、ビールをぐいと飲んだ。丸まる谷やは答えることができなかった。修しゆう一いちの話によれば「回復」ぶりはさらに常軌を逸したものになっているらしい。もう、手足の骨折はほとんど治ち癒ゆしているということだった。

「奥さんと娘さんはお元気ですか？」

　と、丸谷は言った。蔭山は去年結婚していた。生後三ヶ月になる娘がいる。

「両方とも元気だよ。俺おれが休日取れる状態じゃないから、済まないとは思ってるんだが。お前、子供ってのはどんどん顔が変わるもんだぞ。まあ、ここんとこ寝てるところしか見てないけどな」

　彼は笑いながら言った。

「一体、なにがあったんですか」

　と、丸谷は言った。わざわざ貴重な時間を割さいてこうして誘ったということは、なにか理由があるはずだった。

「小耳にはさんだんだが、病院で妙な事件が起こってるって話、知ってるか？」

　と、蔭山が言った。丸谷は首を横に振る。

「ここ何日か、死んだ人間の遺体が誰だれかにいたずらされてるらしいんだ」

「いたずらってどういうことですか」

「交通事故とかで死んだ人間が運びこまれるだろ。そうすると、誰かが忍びこんで肉の一部を抉えぐり取って持っていっちまうらしい。検死の時に傷が増えてるってことで、検死医が驚おどろいたわけだよ。最初は病院の中でついた傷だとは思ってなかったんだが、それがたて続けに起こるんでどうもおかしいってことになってな。まあ、色しき身しんの復活のためには当然だが、薄うす気き味み悪い話だよ。一体誰がそんなことやってるんだか」

　抉えぐり取ったような傷、というところで、丸谷はふと亮とおるの顔の傷を思い出しかけ──そして、はっと蔭山の顔を凝ぎよう視しした。もう少しで聞き逃すところだった。

「……ところで、お前の方の聞きこみはどうなってる？」

「今、なにか言いませんでしたか？」

「なにってお前、聞きこみの話か？　何回行ってもなかなか話してくれない相手もいるだろう？」

「いえ、その前です。なんの復活ですって？」

「お前、なにを言ってるんだ？」

　彼の上司は不ふ審しんそうに言った。なにかの聞き違えだろうか、と丸谷は考える。蔭山はジョッキをテーブルの上に置いた。

「警けい察さつなんて割に合わないかもしれんな。事件は解決して当然、解決しなきゃ非難される。仕方がないとも思うが、それならもう少し俺たちに協力して欲しいと思う時はあるな。ただ、誰も知らないだろうが、色しき身しんというのはこの世における肉体、現うつし身みのことだ。なにしろ、こっちだって生身の人間だからな」

　丸まる谷やは眉まゆをひそめた──また、蔭かげ山やまの話に妙な言葉が混ざった。

「どう思う？　お前は」

　と、蔭山は言った。

「一体、なんの話をしてるんですか？」

「聞いてなかったのか。仕事の話だよ」

　蔭山は笑いながらジョッキの底に残っていたビールを飲み干した。

「もう一杯飲むか？」

「……いいえ、まだ」

　そこへ店員がつまみを持ってやってきた。

「すいません、生ビール一つ」

　蔭山は店員に声をかけた。それから、笑いながら丸谷の顔を見る。特に普ふ段だんと変わった様よう子すはない。

「でも、それでも自分から選んだ仕事ですしね」

「そうだな。大きすぎる力が地上に戻るには、器うつわとなる肉体が必要になるわけだ」

　蔭山は口調も変えずに言った。丸谷の下腹にすっと冷たいものが落ちてきたような気がした。本人は気付いていない──問い直ただしても無む駄だなのだ。

「お前はまだ結婚する気はないのか？」

「……そろそろとは思っていますけれど、色々ありましたし」

　言葉をひねり出すように丸谷は答えた。自分が今なにを話しているのか、分からなくなり始めていた。

「まあ、お前さんも大変だったからな。親父おやじさんの四十九日はもう済んだんだろ」

「ええ」

「俺おれも人のことは言えないが、結婚ってのはいいもんだと思うぞ。俺も早くに両親を亡くしちまったから、孫の顔も見せられなかったけどな」

　しんみりと蔭山は言った。

「今もたまに死んだ親父たちのことを考えるんだが、死んだからといって、魂が三さん界がいから消えてしまうとは限らない。まだ喪に服すことを考えるのは自然だと思うが、死んだ親父さんもお前が早く家族を持つことを望んでるはずだ。地上に残る魂は幽ゆう霊れいになってしまう。しかし、この町で死んだ特別な魂の一つが常とこ世よに落ちて、長い時間をかけて裏の神かみ岡おか町ちようを作り上げていったんだ。それが人間ってもんだと思うぞ」

　蔭山は家族についての考えを喋しやべっているつもりらしい──しかし、不ぶ気き味みな異界の話がそれに取って替わり、今や何を話しているのか分からなかった。

「いつかうちの娘も大きくなって、親の手を離れていくんだろうが、あの方はこの五十年、ずっと待っておられた。すでに常とこ世よの霧きりはこの町に満ち、常世花の木が育つに至った」

　その時、ビールが運ばれてきた。蔭かげ山やまは一気にジョッキを傾けて、半分ほど飲んだ。

「そこで地上に鳥を遣つかわされた。鳥は裏の神かみ岡おか町ちようの叡えい智ちを伝える者だ。鳥と肉体と裏の町は三つで一つだ。まるで三さん位み一いつ体たいのようにな。もう『紫の者』などに止められはしない。あのガキどもはまだあのお方の存在にすら気付いていないんだ」

　丸まる谷やはごくりと唾つばを飲みこむ。もう、もとの話など跡形もない。彼はふと、「紫の者」という言葉に気付いた──神じん野の明あき良らが口にしていた言葉だった。

「この地に最初の『紫の者』が現れてから数百年が経たつ。人間との交配の結果、『紫の者』は劣化を繰くり返してきた。あの三人のガキどもは辛からうじて残ったその末まつ裔えいだ。『目』が残ってはいるが、さしたる力もない」

　蔭山はふと丸谷の顔を見た。まるで、たった今そこにいると気付いたかのようだった。

「まあ、お前は知らなくていいことだ。お前は直系でもなんでもない、色しき身しんのエサだからな。もっとも、お前は今のところ」

　スイッチを切ったように、ぶつりと蔭山の言葉が途と切ぎれた。どうやら我に返ったようだった。店の中をきょろきょろと見回して、壁かべにかかっている時計に目を止めた。

「……そろそろ出るか。明日も仕事だし、俺おれも娘の寝顔を見なきゃならんし」

　彼は近くのテーブルを拭ふいていた店員に声をかけた。

「すいません。勘かん定じよう」

　彼は自分のスーツのポケットを探るしぐさをした。丸谷が自分の財布を出そうとすると、笑いながら押しとどめた。

「おいおい。俺に払わせろよ」

　丸谷は注意深く蔭山の様よう子すを見守っていた。さっきまでの奇妙な話が噓うそのようだった。店員がレジから戻ってきて、請せい求きゆう書しよをテーブルの上に置く。蔭山は内ポケットを探りながら、その金きん額がくを見下ろした。

「丸谷、見ててくれよ」

　俯うつむいたままで蔭山が呟つぶやいた。

「どうかしたんですか？」

　領収書のことかと思って、丸谷も身を乗り出す。すると蔭山が内ポケットから右手を出した。握られているのは財布ではなく、黒い拳けん銃じゆうだった。

「俺は死ぬぞ」

　蔭山はにっこり笑った。丸谷の体の深いところから、冷たい恐怖が湧わき上がった。

「……蔭山さん」

　彼は大きく口を開け、そこに銃口を突っこんだ。短い銃身に左手を添え、右手の親指を引き金にかける。夢中でなにかに齧かじりついているような、おかしなしぐさだった。興こう奮ふんしている様よう子すは微み塵じんもない。丸まる谷やはテーブル越しに手を伸ばした。指先がもう少しで蔭かげ山やまの肘ひじに届くと思われた瞬しゆん間かん、ためらいなく彼は引き金を引いた。

　ぱん、と気の抜けた破裂音が店内に響ひびいた。蔭山の後頭部から、赤い糸のようなものが放射線状にびしりと飛び散る。貫通した弾丸は斜め後ろの天井で、照明の電球の一つを割った。

　丸谷は息をするのも忘れて立ち尽くしていた。誰だれかの悲鳴が遠くに聞こえる。硝しよう煙えんの匂においが漂う中、蔭山の両手がだらりと体の両りよう脇わきに垂たれた。それから、ゆっくりと首が背後に傾いていった。
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「……大丈夫ですか」

　と、明あき良らが尋ねた。これで三度目だった。

「大丈夫」

　と、柊とう美みは答える。神かみ岡おか中ちゆう央おう病院のロビーのベンチに、柊美は座りこんでいた。彼女の隣となりに明良が座り、千ち紗さはベンチの前に立って二人の様子を見ていた。

　柊美の診しん察さつはすでに終わっていた。三人は、一般病棟に移されたらしい鴻こうの巣す亮とおるの様子を「見に」行くつもりだった。しかし、柊美は具合が悪いらしく、ベンチから立ち上がることができなかった。

「私と神じん野のさんだけで行きましょうか」

　千紗が言うと、明良は頷うなずいた。

「その方がいいと思うけど。どうせ、今日は見てくるだけだし」

「ううん……私も行く」

（どうしたんだろう）

　千ち紗さは柊美の様子を訝いぶかしく思っていた。どう見ても動ける状態ではないのに、依い怙こ地じに一いつ緒しよに行くと言っている。

「どう見ても今日は無理ですよ。休んだ方がいいって」

　と、明良が言った。柊美は俯うつむいて唇を嚙かんだ。

「……高たか木ぎ、悪いんだけどここにいてくれよ。俺おれ、一人で見に行ってくる」

「でも……」

「すぐに戻る。そうしたら、これからどうするか決めよう」

　明良はそう言って、エレベーターの方へ走っていった。千紗は柊美の隣となりに腰をおろす。

「私、全然役に立たないね」

　柊美がぽつりと呟つぶやいた。

「……そんなことありません」

　千ち紗さは複雑な気持ちだった。柊とう美みが役に立つ時というのは、彼女が生命の危険を冒して銃を撃うっている時に他ほかならない。

「御み厨くりやさんはあまり役に立たない方がいいと思いますけど」

　彼女は慰なぐさめるつもりで言った。

「だって今……」

　柊美の顔を見た千紗は、ぎょっとして言葉を切った。柊美の目に涙が溜たまっていた。

「……御厨さん？」

「私、どうすればいいのかな」

「えっ？」

「役に立たなかったら、足手まといになるだけでしょう」

　千紗は彼女の肩が小刻みに震ふるえていることに気付いた。顔色が悪いのに、頰ほおのあたりが少し赤くなっている。千紗は柊美の額ひたいに手を当てた。

「御厨さん、熱がありますよ」

「……昨日に比べるとだいぶ下がったんだけど。今も解熱剤もらったし」

「どうして今まで言わ……」

　千紗はその質問の答えが分かり切っていることに気付いた──明良に知られたくないからに決まっている。彼から遠ざけられるのをなによりも恐れているのだ。

　彼女は表情を改めた。明良の名誉のためにも、言っておきたいことがあった。

「私、思うんですけど、御厨さんが銃を使えなくても神じん野のさんは……」

　あなたと一いつ緒しよにいるつもりだと思いますよ、と言おうとして、千紗はふと眉まゆをひそめた。うまく説明できないが、病院の中に異様な雰囲気が漂っている。

　なんとなく嫌いやな予感がする。




　明あき良らは外科病棟のどこになにがあるのかを知りつくしている。なにしろ一ヶ月も入院していたのだ。彼は病室が並んでいる廊下を歩いていった。もう鴻こうの巣す亮とおるが個室の病室に移ったことは確認済みだった。

　彼は廊下の角を曲がった。個室はその一番奥にある。病室の前にはスーツを着た私服警けい官かんらしい男が、手持ち無ぶ沙さ汰たな様よう子すで佇たたずんでいた。

（……あれ？）

　明良は立ち止まる。集中治ち療りよう室しつにいた時は、廊下をびっしりと幽ゆう霊れいの群れが埋めつくしていた。今はどこにもその姿は見えない。しかしここに上がってくるまでに、幽霊の姿を一人も見ていなかった。

（どこかに集まってるはずなんだけどな）

　彼は首をかしげながら、病室へと近づいていった。刑事が目を細めて明良を見る。

「ここって鴻こうの巣す亮とおる君の病室ですか」

　と、明あき良らは刑事に話しかけた。

「……そうですけど、今は面めん会かい謝しや絶ぜつですよ」

「俺おれ、北きた高に通ってて、鴻巣君とは知り合いなんですけど。元気になったって聞いて来たんです」

「今は意い識しきがないんです」

「別にそれでもいいです。様よう子す見に来ただけだから」

　その時、病室のドアが細めに開いた。ひどく疲れ切った様子の、白髪の多い中年男が顔を出した。どうやら患者の父親らしい。

「君……」

　と、その男はしゃがれた声で言う。しばらく誰だれとも話していない人間の声だった。

「亮のお友達かな？」

「友達っていうか、ええ。そんなようなもんです」

　明良はできるだけ愛想よく言った。さりげなくドアの隙すき間まから奥を覗のぞきこむ。角度からすればベッドが見えるはずだったが、運の悪いことにベッドの周囲にはカーテンが下りている。

「亮君、大丈夫なんですか」

「うん……そうだね。大丈夫だと思うよ。君は」

　不意に男は言葉を切った。明良は相手が表情を変えたことに気付いた。訝いぶかしげに目を細めて、明良の顔をじっと見ている。

（バレたかな）

　と、明良は思った。できればその前に直じかにベッドの上にいる少年を確認しておきたかった。どうしようか、と思っていると、

「君、その目……」

　と、男は言った。彼はどうやら明良の右目を注視しているらしい。

「目がなにか……」

　明良が言った時、男の後ろをなにかが横切った。天井に届くほどの高さのある、なにかの塊のようなものだった。

「……え？」

　見間違いかと思った瞬しゆん間かん、「それ」はまた明良の視界に入った。さまざまな突起の飛び出たいびつな球体のようなものが、男の背後に鎮ちん座ざしていた。でたらめに根を伸ばしている球根のようにも見える。

　最初に気付いたのは顔だった。球体の表面には、沢たく山さんの人間たちの顔が浮かんでいる。根と見えたものは人間の手足だった。それも一人や二人のものではない。腕時計をした血まみれの男の腕があり、だらりと筋肉のたるんだ老人の脛すねがあり、ブーツを履はいたままの女の足首があった。

　何十もの腕や足が床を引っかくようにして、その塊のようなものは音もなくドアの方へ這はい進んできていた。

「う……」

　明あき良らは悲鳴を嚙かみ殺しながら後ずさりをした。彼の視線に気付いた男が背後を振り向いたが、また何事もなかったかのように明良に視線を戻した。

「……どうかしたのか？」

　ドアの外にいた刑事も不ふ審しんげに明良を見る。彼以外の誰だれにも見えていないようだ。明良はようやく目の前にいるのが幽ゆう霊れいだと悟った。大勢の人間たちの幽霊が、まるで巨大な手で丸め上げられたように球体となって、ずるずると動いているのだった。

　明良は廊下の反対側の壁かべにまで下がって、ぴったりと背中を押しつけた。その塊は鴻こうの巣す亮とおるの父親をドアごと吞のみこみ、するりと廊下へ抜け出た。そして明良の前でぴたりと止まる。天井まで届くほどの高さがあった。

（これは……）

　今まで何度も常とこ世よの怪物に遭遇してきたが、こんなものを目にするのは初めてだった。彼のちょうど目の前に逆さになった赤ん坊の顔がある。どうやら生まれてすぐに死んだ子供の幽霊らしい。まだ開けられないはずの目を開けて、半ば飛び出した目玉を明良に向けていた。彼は目を逸そらすこともできずに、呆ぼう然ぜんとその顔を見つめていた。

　不意に子供の顔がゆっくりと床の方へ移動していった。子供の顔だけではない。その奇妙な塊が、沈みこむように床へめりこんでいる。そして、そのままこの階から姿を消した。

（下へ行ったんだ）

　明良ははっと息を吞んだ。一階のロビーには柊とう美みがいる。この塊が幽霊である以上、普通の人間に直接害を及ぼすことはできない──この世でただ一人、肉体的に接触することのできる柊とう美みを除いては。

　しかも今は病院の中で、二人ともケータイの電源を切っている。明良は非常階段に通じるドアを蹴け破やぶるように開けると、階段を駆け下りていった。




　ロビーの椅い子すに腰を下ろしていた千ち紗さは顔を上げる。奇妙な雰囲気がさらに増しているようだった。

「どうしたの？」

　柊美が尋ねる。千紗は目を閉じて右耳に意い識しきを集中させる。例の常とこ世よの怪物との距離は変わらなかった。「常世の霧きり」を発する者は自分たちの近くにいない。

「いえ……別になにも」

　他ほかに不ふ審しんな「音」があるわけではない。病院の中にいるはずの幽霊の声も聞こえなかった。しんと静まり返っている。別になんの異常も──。

　それから、千ち紗さは愕がく然ぜんとした。

「……聞こえない」

「え？」

　柊とう美みが聞き返した。

「誰だれの声も聞こえません。病院には幽ゆう霊れいが大勢『溜たまって』いるんです。誰かしらが声を出して喋しやべっているのが普通なのに」

　そういえばここ数日、外から見張っていた間にも、時々こんな風に幽霊たちの声が全く聞こえなくなる時があったような気がする。常とこ世よの怪物ではない幽霊のことなど、今までは気にも留めていなかったのだが。

　その時、ロビーの奥の廊下から明あき良らが走ってくるのが見えた。なにか自分たちの方に合図をしようとしている。

「明良君？」

　隣となりにいた柊美が立ち上がった。二、三歩明良の方へ進みかけて、ふらりとよろけて膝ひざを突く。千紗が慌てて彼女の方へ近寄った瞬しゆん間かん、自分たちのすぐそばを、大勢の息いき遣づかいが通り過ぎたような気がした。

「あっ」

　柊美は床についた右手をじっと見下ろしている。

「どうかしましたか？」

「……今、なにかが触さわっていったわ」

　そこへ明良が駆け寄ってきて、柊美を助け起こした。

「大丈夫ですか？」

「今の、一体なんですか」

　千紗は明良に尋ねる。彼の顔は青ざめていた。

「幽霊の塊だ」

「……塊？　常世の怪物じゃないんですか？」

「幽霊だと思うけど……詳しく説明してる時間ないんだ。奴やつらは外へ出て行った。高たか木ぎも来てくれ」

「分かりました」

「……私も行く」

　柊美が立ち上がろうとすると、明良は彼女を抱きかかえるようにして近くの椅い子すに座らせた。

「無理です。どっちにしろ、あいつは常世の怪物じゃない。銃を使って倒せるわけじゃないし」

「でも……」

「柊とう美みさんは来ない方がいいんだ。俺おれたちだけで行く」

　と、明あき良らはきっぱり言った。聞いていた千ち紗さは思わずはっとした。

　明良は玄関に向かって走り出し、千紗は慌ててその後を追った。病院の建物を出る前、千紗は立ち止まって柊美を振り返る──彼女を残していくことが、なんとなく気になっていた。明良にそんなつもりはないだろうが、今の言葉はなんとなく柊美を拒絶しているように響ひびいた気がした。

　柊美はロビーの柱にもたれるように立って、自分たちを見送っていた。

「なにやってんだ、高たか木ぎ」

　明良が外から声をかける。

「あ……はい」

　千紗は踵きびすを返して走り出した。もう一度振り返ろうとする自分を、しばらくの間こらえなければならなかった。

　見間違いかもしれなかったが、柊美は泣いていたような気がした。




　奇妙な塊は道行く人々を通り抜けながら、なめらかに動いていた。明良は見失わないよう小走りに走っていた──幽ゆう霊れいの塊は蠢うごめくように神かみ岡おか駅の方向へ進んでいる。

「多た分ぶん、あの病室にいた奴やつが、あれを操ってなにかやってるんだ」

　と、明良は言った。

「奴が病院から動かなかったのは、動く必要がなかったからなんだ。ただの幽霊だったら、常とこ世よの霧きりを出してるわけじゃない。声を出さない限り、出入りしててもお前の『耳』にも気付かれない」

「でも、操ってなにをさせてるんですか」

　と、千紗は言った。

「『紫の者』でもない限り、普通の人間は幽霊の存在なんか気が付かないじゃないですか」

「……そうだよな」

　おそらくはこの町で唯一、幽霊が直接「触れる」ことのできる柊美に、あの塊は見向きもしなかった。彼女に危害を加えるつもりではないとすると、他ほかの誰だれが標的なのか。

　いつのまにか明良たちは神岡駅に着いていた。神岡駅には線路をはさんで、二つの改札口がある。商店街とバスロータリーのある北口と、図書館や役所などの公共施設の集まっている南口だった──明良たちは今、南口の方にいる。

　その「塊」はまっすぐ駅舎へ向かっていき、壁かべの中へするりとめりこんで明良の視界から消えた。

「……まっすぐ商店街へ向かってる」

　生身のこちらと違って、幽霊なら物体をすり抜けることができる。あの「塊」は最短距離を進んでいるのだ。明あき良らは改札口の方へ全速力で走り出した。

「北口へ抜けるんだったら、地下通路はあっちですよ」

　と、千ち紗さが後ろから言った。

「遠回りだ。見失っちまうだろ」

　明あき良らは人ひと気けのない自動改札をひらりと乗り越える。神かみ岡おか駅のホームは高架式で、二つの改札口は半地下の通路で繫つながっている。駅員が驚おどろいて振り向くのが見えたが、構わずに短い階段を駆け下りた。振り向くと、千紗はすぐ後ろについて来ている。

「切符買ってないですよ！」

　息を切らせながら千紗が言った。

「細かいこと気にすんなよ。どうせ電車乗らないだろ」

　明良たちはそのまま反対側の改札口の方へ走って行った。そして、そのまま北口の改札を乗り越えてバスターミナルへ抜け出る。周囲を見回すと、あの「塊」が商店街の前を通りぬけて、大通りへ出ていくのが見えた。

「あっちだ！」

　明良は千紗の腕を引っ張ってさらに走った。交差点の信号で立ち止まった時、あの塊は通りのどの方向にもいなかった。

「どうしたんですか？」

「畜生……」

　明良は歯は軋ぎしりをした。どこか建物の中へ消えていったのかもしれない。彼は車の行き交う道路の反対側に視線を移し──息を吞のんだ。

　横断歩道を渡り切ったところに、一軒のファミレスがあった。大きな窓に沿って、四人がけのテーブルがいくつか並んでいる。そのうちのテーブルの一つに、大勢の人間が死体の山のように積み重なっているのが見えた。

「いや、あそこだ。あのテーブルのところ」

　その山のようなものに、四人がけのテーブルは完全に吞のみこまれている。明良は自分の右目を隠した。そのテーブルには、ビジネス・スーツを着た二十代後半の女が一人で座っていた。手帳らしいものにボールペンで書きこみをしている。

「あの女の人がいるテーブルですか？」

　と、千紗は言う。明良は頷うなずいた。女は自分の周囲になにがいるのか、気付いている様よう子すは全くない。

　不意に女を取り囲んでいる幽ゆう霊れいたちがぞろりと動いた。内側にいる者が外側へ這はい出て、外側にいる者が内側へ潜もぐりこもうとする。幽霊同士で激しくもみ合っているようで、恐ろしいというより、可笑おかしいような奇妙な眺めだった。

「なにをしているんですか？」

「分からない」

　と、明あき良らは言った。

「あの女の周りで幽ゆう霊れいたちが押し合ってて……」

　彼は不意になにもかもはっきりと見えた気がした。

　幽霊が人間に害を及ぼすことは「ほとんど」ない。しかし、全くあり得ないわけではない。人間に乗り移って死なせようとする幽霊は確かに存在する。そして、その幽霊と偶然シンクロしてその命令に従ってしまう人間も存在する。だからこそ事故現場や自殺の名所など、人間が「死にやすい」場所があるのだ。

　もし、そこにいる幽霊が複数なら、シンクロする確率は上がるはずだ。

　そして、その場所に留とどまることをやめて、シンクロしそうな人間を自分たちから探しに行ったとしたら。

「……まさか」

　横断歩道の信号が青に変わる。明良は走り出した──が、もう幽霊たちのもみ合いはぴたりとやんでいた。女は不意に手を止めて、ボールペンを見下ろす。なにか珍しいものでも見ているような目つきだった。そして次の瞬しゆん間かん、何気なくペンの握りを変えた。ボールペンのノックボタンのあたりに、蓋ふたをするように親指を添える。

「やめろ！」

[image: ]

　女は右手を肩の高さまで持ち上げて、ペン先を自分の首筋へ向けた。それでも表情は全く変わらない。そして、頸けい動どう脈みやくのあたりにずぶりと突き刺した。

　女はそのままの姿勢で静止していた。店の中にいる誰だれ一人として、彼女の異変に気付いていない。まるでなにも起こらなかったかのようだった。

　女は自分の首筋からペンを引き抜いた。その途と端たん、首筋から噴ふき出した血がびしゃりと窓ガラスを赤く染めた。明あき良らは横断歩道を渡り切る直前で立ちつくした。

　彼の背後で、千ち紗さが悲鳴を上げていた。
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　柊とう美みは夜中に目を覚ました。寝ている間に汗をかいたらしい。自分の部屋のベッドを抜け出すと、枕まくら元に畳んであった新しいパジャマに着替えた。

　足音を忍ばせて廊下に出る。これからしなければならないことを考えると、あまり時間は残っていない。

　家の中は静まり返っている。母親は眠っているはずだ。彼女は一階に下りて、薄うす暗ぐらいリビングに入った。テーブルの上にさっき使った体温計が置いてある。

　彼女は体温計をくわえるとソファに座った。

　多た分ぶん、体温は平熱近くまで下がっているだろう。昼間飲んだ解熱剤が効いてしまったらしい。彼女は笑みを浮かべた。皮肉な話だった。動きたい時は熱のせいで動けなかった。今は病気にならなければならないのに、熱は下がっている。

（でも、この方が良かったかも）

　と、彼女は思う──それから目を閉じて、昼間に起こったことを思い出し始めた。




「じゃあ……幽ゆう霊れいを使って人を殺していたっていうこと？」

　柊美が言うと、明あき良らは無言で頷うなずいた。柊美たちは病院のロビーにいる。不ぶ気き味みな幽霊の集合体を追っていった明良と千紗は、しばらくすると真っ青な顔で戻ってきた。重い口を無む理り矢や理り開くようにして、なにが起こったのかを話したのだった。

「……でも、どうして？」

　と、柊美は言った。なにか目的があるはずだ。

「分からないけど、とにかく、あいつをこのままにしてはおけない」

　柊美は頷いた。彼女は傍らに置いた自分のバッグを見下ろした。紫の銃をいつも持ち歩いている──こういう時のために。

「今から行く？」

「……待って下さい」

　と、明良は言った。

「今そんなことしたら、大変なことになりますよ」

「今よりも、大変なことなんて……」

「病室には警けい察さつがいたし、家族もいる。今行って撃うったら、警察に捕まるだけだ。ヘタすると殺人犯ってことになりますよ」

「……私、別にいいけど」

　二人が驚おどろいたように柊とう美みの顔を見た。

「だって、他ほかにどうしようもないんだったら、私」

　突然、明あき良らの両手が彼女の両りよう頰ほおをぎゅっと挟みこんだ。すぐ目の前に彼の顔がある──明良の唇が震ふるえていた。本気で怒っている彼を見るのは初めてだった。

「……ふざけんな」

　彼は低い声で言った。

「そんなこと絶対にさせない」

　ふと、柊美は泣き出しそうになっている自分に気付いた。どうして今、そんな気持ちになっているのか、自分でもよく分からなかった。

「それに、それが敵の狙ねらいだったらどうしますか？」

　と、千ち紗さが言った。

「この病院にいる怪物を倒したとしても、御み厨くりやさんが捕まった後で別の怪物が現れたら、今度こそどうしようもないですよ」

　柊美は俯うつむいた──二人の言う通りだった。千紗は明良に向かって言った。

「普通に撃ってすぐ逃げるっていうのは駄だ目めなんですか？　私たちが警察の目を逸そらすかなにかして」

「銃を撃った後で、柊美さんが動き回れると思うのか？」

　明良が吐き捨てるように言った。

「それに逃げるって言っても、人目がありすぎる。周り見てみろよ」

　ロビーのベンチは外来の患者で埋まっている。これだけの人間に見られないように、病院の外へ逃げるのは容易ではない。

（もし、病院の外へ逃げなければ）

「私、明日までに入院するわ」

　と、柊美は言った。

「夜中に病室を抜け出して銃を使って、それで病室にまた戻ればいいでしょう」

「でも、柊美さん一人にそんなこと……」

　明良が言いかけると、千紗は遮った。

「私たちも一いつ緒しよに行けばいいでしょう。『目』と『耳』は必要ですから。私たちは御厨さんに開けてもらって、どこかから病院に入ればいいんです」

「……そうか」

　明あき良らは眉まゆを寄せて考えこんだ。

「いい考えかもしれない。でも……柊とう美みさんはどうやって入院するんですか？」

　一いつ瞬しゆん、柊美はぎくりとした。

「仮け病びようでもなんでも使うわよ。今夜どうにかして入院するから、明日の夜倒しましょう」

　彼女はじっと明良の顔を窺うかがった。もし、自分の考えていることが知れたら、明良は絶対に止めるはずだ。

「……それで行こう。他ほかに思いつかない」

　と、彼は言った。柊美はほっと胸をなでおろした。




　部屋に戻った彼女は、暗くら闇やみの中で自分の体を確かめる。昼間よりもずっと調子が良かった。もし昼間に紫の銃を使ってしまったら、その場で意い識しきを失ってしまっただろう。夜になってから入院する、と言ったことの不自然さに二人とも気付かなかったようだ。仮け病びようを使うつもりなら、別に次の日まで待つ必要はない。

　正直なところ、柊美は仮病で医者を騙だまし切る自信がなかった。今日は検査を受けたばかりなのだ。夜まで待たなければならなかったのは、むしろ体力を少し回復する必要があったからだ。その上で死なない程度に体調を崩さなければならない。入院してもおかしくない程度に。

　柊美は机の脇わきに置いてあるバッグのファスナーを開いた。予備校に行く時に使っているもので、中に参考書や問題集が入っている。その中から彼女は函はこ入りの英語の辞書を取り出した。函から辞書を取り出して開くと、くりぬいたページの中に紫の銃と弾丸が収まっていた。家にいる時は、銃をここに隠している。

　彼女は銃を取り出した。グリップを静かに、そしてしっかりと握りしめる。誰だれが作ったのか分からないこの武器が、自分の命を危険に晒さらしていることは分かっている。しかし、銃を手にしていると安心するのも確かだった。

　この銃の使い手である間は、自分がするべきことや、自分に求められていることがはっきり分かる気がする。

（お祖母ばあちゃんも、こういう風に思ったのかも）

　あるいはその前の使い手も。この銃を使う者にしか分からない感覚なのかもしれない。彼女は弾だん倉そうを開いて中を確認する。一発だけ弾が入っていた。

　窓を開ける。頰ほおを切るような冷たい風が部屋に舞いこんできた。彼女は二階の窓から身を乗り出した。近所の家の明かりも消えている。小さな庭に母が置いているプランターが見える──あそこは外さなければ。

　彼女はプランターの少し手前の地面に銃口を向けると、引き金を引いた。紫色の光が音もなく地面に突き刺さるのが見えた。彼女は慌てて窓を閉める。引きむしられたような痛みが右手に走り、あっという間に腕を駆けのぼって体の中へ入ってきた。

　二、三歩机の方に戻りかけて、彼女は屈かがみこんだ。激しく咳せきこもうとする口元を必死に押さえる。母親は隣となりの部屋に寝ている。まだ起こすわけには行かない。彼女は震ふるえる手で銃を辞書の中に収め、辞書を函はこに戻してバッグに仕舞った。

　彼女は床の上に膝ひざと肘ひじを突いて、咳せきをし始めた。喉のどが震えて、血の匂においがこみ上げてくる。内ない臓ぞうがきりきりとよじれるようで、しばらくはなにも考えることができなかった。

　不意に部屋のドアが開いて、光が部屋の中に入ってくる。わずかに顔を上げると、ドアのあたりに母親の足が見えた。

「どうしたの！」

　上半身が抱きかかえられる。

「……救急車」

　柊とう美みはようやくそれだけ口にした。母親は頷うなずいて一階へ走っていった。足音が不規則なのは、足がもつれているからに違いない。

（ごめんなさい）

　誰だれに謝あやまっているのか、自分でも分からなかった。床に倒れたままで、彼女は目を閉じた。
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　今度は始まった時から夢だと分かっていた。柊美は歩道の上に立って、バス停の標ひよう識しきに書かれた「神かみ岡おか北きた高校行き」の文字をぼんやり眺めていた。

（……ここは）

　自分の体を見下ろすと、学校の制服を着ていた。彼女がいるのは、家のそばのバス停だつた。ベンチには誰だれも座っていない。周囲にも人影は全く見えなかった。

　空はまるで雨の降る直前のように曇くもっている。なんとなく嫌いやな灰色だった。

（この空……）

　どこかで見た憶おぼえがある、と思った瞬しゆん間かん、背後でドアの閉まる音がした。

「……え」

　彼女は振り向いた。いつのまにか道路にバスが止まっていた。その車体を見た彼女は凍りついた。まるで塗りつぶしたように真っ黒だった。

（黒いバス）

　半年前、埋立地で倒したはずの常とこ世よの怪物が目の前にあった。不意に音もなくバスは走り出した。呆ぼう然ぜんと彼女はその姿を見送る。

　席の一つに、神岡北高校の制服を着た男子生徒が座っていた。見み慣なれた顔は間違えようがない。

「明あき良ら君……」

　柊とう美みはようやく、ここが四月のあの日だということに気付いた。明良と初めて出会った日に、彼女は戻ってきている。

（でも、あの時はバスを降りたのに）

　明良はそれでバスに乗ろうとしていた自分に声をかけたのだ。

「待って！」

　バスはゆっくりと遠ざかっていく。彼女は手に提げている鞄かばんの中を探る──普ふ段だん入れているはずの銃がない。この時はまだ銃を見つけていなかった。

　柊美はなすすべもなくバスを見送った。ちょうど信号に差しかかっていたが、速度を落とす気け配はいはなかった。

「あっ」

　あの時と同じように、バスはふっと姿を消してしまった。後にはなにも残らなかった。

「……乗って行っちゃったね」

　どこかから声が聞こえる。はっと振り返ると、誰だれもいなかったはずのバス停のベンチに、柊美と同じ制服を着た女の子が座っていた。制服だけではない。髪の色も、背も、顔も同じ──座っていたのは柊美自身だった。

　まるで鏡かがみを見ているようだったが、今よりも少しふっくらしている気がする。この数ヶ月で彼女が瘦やせたせいかもしれない。それに、手袋を右手ではなく左手にしていた。

「あなた、誰？」

「私は御み厨くりや柊美」

「あなたは私じゃない。この前も私の夢に入ってきたでしょう」

　柊美が言うと、彼女はにっこり笑った。

「ここは夢じゃないわ」

「え？」

「ここは大事な思い出をしまっておくところ。記き憶おくの回廊よ。あなたの『あにま』──魂はもともと持っているはずの障しよう壁へきを失っているの」

「……記憶の回廊？」

「この記憶はとても大事でしょう。明良君に初めて会った日だもの。最初は怖い人だと思ったけど、一いつ緒しよにいるうちに考えが変わってきて」

「明良君なんて呼ばないで！」

　柊美は相手の言葉を遮って叫んだ。

「どうして？」

「明良君は私の……」

　と、言いかけて柊とう美みの顔が赤くなった。

「私のもの？　あなたの持ち物なの？」

　からかうように彼女は言う。柊美は思わず首を振った。

「私のものとか、そんな……」

「そうよね。だって、このままだとあなたのそばからいなくなるもの」

　いつのまにか彼女はベンチから立ち上がっている。柊美は一歩後ずさりをした。

「昨日みたいに、あなたを置いていってしまうようになる」

　柊美の胸がずきりと痛んだ。

「……やめて」

　震ふるえる声で柊美は言う。相手は彼女の方へ近づいてきた。

「あなたに起こることが私には分かるわ。私はもう一人のあなただもの」

　と、柊美にそっくりの彼女は言う。柊美は息を吞のんだ──以前、裏の神かみ岡おか町ちようにもう一人の自分がいる、という話を聞いたことがあった。

「人は『色しき身しん』と『あにま』で成り立っているわ。色身は器うつわ、あにまはそれを満たす水よ。あなたの『あにま』は銃を使うごとに少しずつ流れ出して、もうあまり残っていない」

「……なに、言っているの」

「空っぽになりかけた器には、新しい水が必要なのよ。新しい『あにま』を受け入れれば、あなたは元のように動けるわ」

　彼女は柊美に向かって、左手を差し出した。

「私の手を握れば、楽になれる。明あき良ら君の役にも立てるわよ」

「……それはあなたと一いつ緒しよになれっていうこと？」

「解釈は自由よ」

　と、彼女は言った。

「でも、他ほかに方法はないわ」

　柊美は相手の左手を見つめたまま、ただその場に立ちつくしていた──その手を払いのけることも、握りしめることもできなかった。
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「無理にこんなところで勉強しなくてもいいのよ」

　参考書の入ったバッグをベッドの脇わきのテーブルに置きながら、遼りよう子こは柊美に言った。

「もう大丈夫だし、ちょっとでもやった方がいいでしょ」

　と、彼女は言った。時計を見ると、もう午後の二時だった。柊美が病院に運ばれてから半日が過ぎている。

　今のところ症状は安定しているが、数日は入院した方がいいという結論になった。遼子が着替えなどの荷物を取りに行っている間に、予定通り明あき良らが病室までやって来た。

　明良たちが忍びこめるように、裏の駐ちゆう車しや場に面したリネン室の窓の鍵かぎをこっそり開けておくことになった。柊とう美みのいる病室は四人部屋だが、今は彼女の他に入院患者はいない。夜中の一時に、この病室で待ち合わせ、と決まった。

　じゃあまた夜に、と言って戻りかけた時、明良はふと振り返った。

「仮け病びよう使って、よくバレませんでしたね」

「うん……なんか平気だったみたい」

　そう答えながら、咳せきこみそうになるのを我慢しなければならなかった。




　柊美は母親の持ってきたバッグを開けて中を見た。例の辞書もちゃんと入っている。彼女はさりげなく手に持って重さを確認した──銃も中に収まったままだ。内心、胸をなでおろしていた。母親はなにも気付いていないらしい。

「なにか他ほかに欲しいものある？」

　と、遼りよう子こは言った。

「ううん、別に大丈夫。お母さんも今日用事あるんでしょう。もう帰っても大丈夫よ」

「……そうね」

　しかし、ベッドの脇わきの椅い子すに腰掛けたまま、遼子は立ち上がろうとしなかった。二人の間に沈ちん黙もくが流れた。廊下のどこか遠くで、足音と話し声が聞こえる。柊美はベッドの中で、明け方に見ていた夢のことを考え始めた──もう一人の自分と会った夢を。

　結局、差し出された手を柊美は握らなかった。気がついたらこのベッドに横たわっていた。もしあの時、もう一人の自分を受け入れていたら、一体どうなっていたのだろう。

「そろそろ帰るわね」

　コートに袖そでを通しながら、遼子は言った。

「うん、分かった」

　少しほっとした気持ちで柊美は言う。ふと顔を上げると、母親と目が合った。

「柊美」

「なに？」

「今、なにか間違ったことをしているわね」

　柊美ははっと虚を衝つかれた。なにも言い返すことができなかった。

「今なにかあなたがしようとしていることがなにかは分からない。でも、それがしてはいけないことだということは分かるの……私がなにを言っているのか、分かるわよね？」

　柊美はもう少しで頷うなずいてしまいそうだった。誤ご魔ま化かさなければいけないと思ったが、うまく頭が働かない。

「手遅れにならないうちに話しなさい」

　遼りよう子こは出て行った。柊とう美みは暗い気持ちで俯うつむいていた。

　目を閉じると涙が溢あふれそうだった。
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　目を開けると薄うす暗くらがりの中で天井が見える。なにか物音が聞こえたような気がした。丸まる谷や崇たかしは伸びをしながら体を起こした。彼はドアのそばの簡かん易いベッドに横たわっている。

　丸谷は神かみ岡おか中ちゆう央おう病院の個人病室にいる。普ふ段だんは叔父おじの修しゆう一いちがここに泊まりこんでいるが、あまりに疲れている様よう子すなので夜は家に戻るように説得したのだった。

　それでも、修一が首を縦たてに振るまでかなり説得に時間を費やした。もともと神岡中央病院は、家族が付き添う必要はない。どうしてずっと夜中も亮とおるのそばにいるのか、と尋ねると、

「目を離してしまうと危ない気がする」

　と、言うだけだった。結局、丸谷が代わりにこの病室に泊まることにして、どうにか修一を家へ帰したのだった。

「あの子をちゃんと見ておいてくれよ」

　何度も修一は念を押していたが、丸谷は少し奇異な印象を持った──まるで、亮本人が危険であるかのように聞こえた。

　ベッドの上で、鴻こうの巣す亮は静かに眠っていた。相変わらず亮の意い識しきはないままだったが、傷は異様な速さで回復してきていた。医師の話では右半身の骨折も治ち癒ゆしかかっていて、大きな顔の傷も癒着しつつある。本来ならばある程度動けるほどに肉体は回復しているという。

　医師は首をひねるという段階を越えて、ほとんど診しん察さつを恐れている様子だった。

「骨が生え始めているって言うんだよ」

　と、叔父の修一は沈んだ声で言った。

「治っているんだったら、結構なことじゃないですか」

　しかし、丸谷はそう言っている自分自身の言葉を信じられなかった。亮の顔の骨は眼球ごと抉えぐり取られているという話だった。「穴」のような傷だとも聞いている。一体、それが勝手に塞ふさがることなどあり得るのか。

（あんたの親しん戚せきはもう人間じゃない）

　神じん野の明あき良らの言葉を丸谷は思い出す。

（あんたを狙ねらっているかもしれないんだ）

　丸谷は寝返りを打った途と端たん、頭の中に数日前の蔭かげ山やまの自殺が蘇よみがえった。まだ気持ちの整理が付かない。自殺をする理由などどこにもなかった。

　それにあの直前に蔭山が言っていたこと──意味はまるで分からなかったが、あの神野明良が言った「紫の者」のことを蔭山は知っていた。なにか信じられない出来事が始まっている気がする。あるいは、ずっと前からもう存在したことに気付かなかっただけかもしれない。この町で起こっている未解決事件の数々は、十分に「信じられない」領域かもしれない──。

　彼はそれまでの考えを振り払うように、無理に目を閉じた。また、どこかで物音が聞こえた気もしたが、もう目を開けることはしなかった。

　ベッドの方から、静かに黒い霧きりが流れ出していた。




「え？」

　背後から千ち紗さの声が聞こえた。

「どうかしたのか？」

　開いた窓から入りかけていた明あき良らは、その声に思わず振り返った。病院の駐ちゆう車しや場じように立っていた千紗が、目の前の建物を見上げている。

「……なにか聞こえませんか」

「なにかって？」

「……いえ」

　変な奴やつだな、と思いながら明良はリネン室の中に入った。窓の鍵かぎは予あらかじめ柊とう美みに開けてもらっていた。静まり返った部屋の中に、病院内で使用されるタオルやガーゼの類たぐいがきちんと積まれている。

「鍵はともかく、この窓って警けい報ほう装置はどうなってるんですか？　こういう建物って普通ついてますよね」

　身軽に窓を乗り越えながら千紗が言った。ジーンズの上にほとんど男物のような紺こん色のコートを着て、毛糸の帽子をかぶっている。少し小柄な男の子のように見えた。

「……俺おれが入院してる時から、ここだけ警報装置が壊こわれてるんだよ」

　一いつ瞬しゆん詰まってから、明良が答えた。

「よくそんなこと知って……」

　感心したように千紗は言いかけて、理由に思い当たったらしい。

「……壊したんですね」

「行くぞ」

　二人はリネン室を出て歩き始めた。人ひと気けのないロビーを抜けて、足音を忍ばせて階段を上がっていった。鴻こうの巣す亮とおるの病室は五階だが、柊美がいる内科病棟は六階にある。

「神じん野のさん」

　背後から千紗が声をかけてきた。

「どうしたんだよ」

　千紗は立ち止まって首をかしげている。

「あの……誰だれかが結界を使ってる、なんてことないですよね」

「あるわけないだろ。お前、自分の音おん叉さ持ってるじゃないか」

「でも、さっきから『音』が聞こえるんです。すごく小さくて、聞き取りにくいんですけど、結界を作った時に似た音がして」

「気のせいじゃないのか？」

「……よく分かりません。初めて聞く音ですから」

　一いつ瞬しゆん、明あき良らは迷った。このまま柊とう美みの病室へ行くか、音の原因を確かめるか。

「とりあえず、常とこ世よの怪物の方が先だ」

　と、明あき良らは言った。千ち紗さも頷うなずいた──音を耳にしているが、自信はないらしい。

　二人は誰だれにも見つかることなく、六階の柊美の病室へ辿たどり着いた。パジャマの上にカーディガンを羽は織おった柊美が出迎えた。

　三人は柊美のベッドを囲っているカーテンの中に入った。

「それで、どうするの？」

　と、小声で柊美は言った。明良はポケットから携帯電話型の護ご身しん用のスタンガンを出した。

「個人病室のそばに階段があるから、護ご衛えいの警けい官かんを俺おれがそこへ誘おびき出します。これを使って気絶させた後で、三人で病室に忍びこむ……って感じでどうですか」

　柊美が関かかわる部分はできるだけ最小限に留とどめたかった。柊美と千紗も頷いた。

「家族の人はいないんですか？」

「夜はいないだろ。ここは完かん全ぜん看かん護ごだし、俺が入院してる時もよほどのことがない限り、家族は帰ることになってたから」

「じゃあこれから……」

　と、言いかけた時、千紗が顔色を変えた。

「待って下さい！」

　彼女はかぶっていた毛糸の帽子を取って、右耳を外に出した。

「……移動してます」

「常とこ世よの怪物が？」

　明良が尋ねると、千紗は頷いた。

「私たちがここにいるのに、気がついたのかしら」

「分かりません。でも、遠ざかっていきます。そんなに速くではないですけど」

「それは下の階へ行ってるってことだよな？」

　と、明良は言った。

「行こう」

　今逃げられたら、倒すことも難しくなる。明良はカーテンを勢いよく開けて、廊下へ向かった。




　夢うつつの中で、かすかに丸まる谷やはドアの閉まる音を聞いた。彼は再び目を開く。腕時計を見ると夜中の一時を回ったばかりだった。さっき目を覚ました時から、十五分も経たっていない。彼は顔を上げて、亮とおるのベッドの方を見る。特になにも変化はないはず──。

　ベッドは空になっていた。

　丸まる谷やは飛び起きてドアを見る。開け放たれたドアから、廊下からの光が薄うす暗ぐらい室内に射さしこんでいた。彼は壁かべにかけてあったスーツの上着を摑つかむと、廊下へ飛び出した。病室の外のベンチに、制服警けい官かんが座っている。どうして患者が出て行ったことに気付かなかったのだろう。

「おい」

　と、丸谷は声をかけて肩を揺さぶる。しかし、反応はなかった。床の一点を見つめたままぴくりとも動かない。なおも強く肩を押すと、彼はベンチの上にごろりと転がった。

「な……」

　警官はそれでも目を見開いたままだった。顔の前に手をやると、呼吸はしている。外傷も見当たらない。ただ、意い識しきを失っているだけだった。

　床の近くに黒い霧きりのようなものが漂っている。廊下の左右を見た丸谷は、何度も瞬まばたきをした。どことなく雰囲気がおかしい。見た目はさっきと変わらないのに、自分の今いる場所がさっきとは違うような気がする。まるでよく似た別の建物の中に迷いこんでしまったようだった。

　非常階段に通じる扉がかすかに開いていた。丸谷は廊下を歩いていき、扉を開ける。彼はコンクリートの手すりから身を乗り出して耳を澄すませた。一いつ瞬しゆん、下の階からかすかに話し声のようなものが聞こえたような気がした。

　丸谷は注意深く階段を下りていった。




「外じゃないのかよ？」

　地下に下りていこうとする千ち紗さに、明あき良らが声をかけてきた。三人は千紗を先頭にして、一階にまで辿たどり着いていた。

「こっちの方が『音』が大きいんです」

　千紗は階段を下り始めた。それまでとは違って、なんとなく不ぶ気き味みな雰囲気がある。自然と足が重くなってきた。

「この地下って、なにがあるんですか？」

　すぐ後ろの明良に、千紗は尋ねる。

「確か……霊れい安あん室しつとか解剖室とか」

　踊り場に差し掛かっていた千紗は、思わず立ち止まった。

「どうしたの？」

　と、柊とう美みが声をかけてきた。

「……いいえ。なんでもありません」

「ビビってんのか」

　と、明あき良らが言った。

「違います！」

　千ち紗さは背筋を伸ばして、小走りに階段を下りた。常とこ世よの怪物が発する「音」がさらに大きくなった。

（やっぱりこの階にいる）

　まっすぐに延びた廊下は薄うす暗ぐらく、奥の方まではっきり見通すことができなかった。天井のところどころに、白い染みのように蛍光灯が光っているだけだ。

「……あっちだな」

　明良は自分が先頭に立って歩き始めた。これだけ近くなれば、もう千紗の「耳」は必要ない。柊とう美みがさりげなくその隣となりに立った。今までカーディガンの中に隠していた銃を、両手に握りしめていた。

　三人はほとんど同時に「解剖室」というプレートの前で立ち止まった。「耳」に頼るまでもなく、間違いなくこの奥になにかがいるのを感じる。首筋の産うぶ毛げのあたりを、誰だれかに撫なでられているようだった。

「開けるぞ」

　と、明良は言って、ドアノブを摑つかんだ。
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　ドアの隙すき間まから、どろりとした黒い霧きりが流れ出してきた。隣にいる柊美が銃を構えているのを確認して、明良は一気にドアを開け放った。

　突然、暗がりの中から甲かん高だかい悲鳴のような声が響ひびき渡る。明良は一いつ瞬しゆん後ずさりをしかけたが、踏みとどまった。聞こえたのは人の声ではなかった。

（鳥……？）

　右目を見開いて明良は解剖室の中を見渡す。中央の解剖台には誰だれの姿もない。部屋の隅に視線を移すと、壁かべに取り付けられた戸棚のようなものが開いていて、そこから金属製の長い板が飛び出している──その上になにかが横たわっているようだった。

（人間だ）

　と、明良はちらりと思う。おそらく、死体を一時的に保管しておく保冷庫だろう。その時、板のそばに男が立っていることに気付いた。

　男は明良たちから半ば背を向けるように立っていた。俯うつむき加減の顔を見ることはできなかったが、首から上は白い包帯で完全に覆おおわれているようだった。上半身にはなにも身に付けておらず、入院患者用のパンツをはいているだけだった。男は包帯に包まれた右手を、死体の乗った台の上にかざしている。

「柊とう美みさん！　あいつだ！」

　明あき良らが叫ぶと同時に柊美は引き金を引いた。紫色の光が脇わき腹ばらに突き刺さり、男はよろめいて壁かべにぶち当たった。そして、そのままずるずると膝ひざを突いた。

　一方、柊美も無事ではなかった。ふらりとバランスを崩すと、明良の方にもたれかかってきた。

「柊美さん？」

「……大丈夫」

　肩で息をしながら柊美は答えた。明良は壁際で蹲うずくまっている男を振り返る。果たして今の一いち撃げきで倒れたのだろうか。紫の銃の弾丸は、常とこ世よの霧きりを拡散させる力がある。銃で撃うたれた常世の怪物の体は、ばらばらになって解ほどけていくのが普通だ。しかし、この男にその様よう子すはない。脇わき腹ばらに開いた傷は、まるで火傷やけどのように黒く変色しているだけだった。

　よく似た傷を明良は以前にも見たことがある。自分が「紫の銃」の弾丸を受けた時とそっくりだった。

（どうして、生身の人間が撃たれた時と同じ傷になるんだ？）

　それに、あの男はどうしてこの解剖室にわざわざ来たのか。

「……高たか木ぎ、ちょっと柊美さん頼む」

　明良は柊美の体を千ち紗さに預けて、ゆっくりと男のいる方へ近づいていった。金属板に乗せられた青白い体が視界に入る。女の死体らしく、壁かべから上半身だけ飛び出している形になっていた。その顔に見覚えがある──ファミリーレストランで首を突き刺した女だった。人差し指の入りそうなぎざぎざの穴が、首筋に開いていた。

　おそらくは検死解剖のために、一時的にここに収容されているのだろう。明良は反射的に目を背けかけて、ふとあるものに気付いた。

（えっ？）

　女の胸元に、拳こぶし大の赤い穴が開いていた。中の肉ごと皮ひ膚ふを抉えぐり取られている。まるで獣けものに食いちぎられたような傷だった。そこからかすかに流れ出る血が、女の胴体を伝って、金属の台から床に落ちていた。

　明良は床に視線を移した。おぼろげながら、白っぽいタイルに血の跡が続いているのが見える。壁にもたれるように座っている男の右手まで、その跡は続いていた。ぐちゃりと縮ちぢこまった肉片がその手の中にあった。

（こいつが抉り取ったのか）

　明良がそう思った瞬しゆん間かん、男──鴻こうの巣す亮とおるが不意に顔を上げた。仮面のような白い塊が明良に向けられる。下あごを除く顔全体が包帯で覆おおわれている。また鳥の鳴き声が明良たちの耳を突き刺した。だが、今度はどこからその声が聞こえるのか分かった──男の右手からだった。

　鴻巣亮は身を乗り出して、包帯に包まれた右手を明良の下半身に向けて突き出した。明良は反射的に飛びのこうとしたが、ふくらはぎのあたりに激痛が走った。ジーンズ越しになにか固いものが食いこんでいる。明あき良らは自分の足元を見下ろして息を吞のんだ。彼の足を摑つかんでいるのは、正確に言えば鴻こうの巣す亮とおるの右手ではなかった。

　右手の包帯は解ほどけていた。その手のひらから、黒い鳥の嘴くちばしが生はえている。その嘴が明良の足をしっかりと摑んでいた。




　最初に反応したのは柊とう美みだった。明良の体が邪じや魔まになって、常とこ世よの怪物を狙ねらうことはできない。自分を支えていた千ち紗さの腕を振り解くと、ほとんど横に倒れこむように床に膝ひざを突いた。

　包帯に包まれた顔が今度は柊美の方を向く。彼女が発砲する直前に、明あき良らの足を解放して両腕を自分の顔の前で組み合わせる。柊美は構わずに一発撃うった。鴻巣亮の腕に弾丸が当たる──衝しよう撃げきで男の体がわずかに後ろにずれた。

　明良は足を引きずるようにして、柊美の座っている場所へ駆け寄ってきた。その背後でもう常世の怪物は動き出していた。

（……銃が効かない）

　柊美はもう一発撃とうとして、腕が上がらないことに気付いた。しびれた右腕は彼女の言うことを聞かなかった。不意に胸の奥から、大きな石のようなものが喉のどを突き破る勢いでせり上がってきた。彼女はようやく左手で自分の口元を押さえた。錆さびた鉄の味が口いっぱいに広がった。

　明良が柊美の肩を抱いて、彼女の手にハンカチを握らせた。口の中のものを一気にそこへ吐き出す。心しん臓ぞうが壊こわれそうなほど早く脈打っている。それでも彼女は常世の怪物から目を離さなかった。怪物は床に落ちていた赤い肉片を左手で拾い上げて、ふらりと立ち上がった。

　男の右手の嘴が開いて、また一声高く鳴いた。それからなにも持っていない右手を口元に持っていくと、尖とがった嘴でぐいと包帯を押し上げた。むきだしの歯は茎ぐきが根元まであらわになる。男は大きく口を開くと、持っていた肉片にがつがつと食いついた。

　柊美は口の中で短い悲鳴を上げた。自分の肩を摑んでいる明良の手に、力がこもった。

「……死体を食ってる」

　震ふるえる声で明良は呟つぶやく。常世の怪物が肉片を食いつくした途と端たん、脇わき腹ばらと腕にあった弾だん痕こんが閉じていった。黒い火傷やけどのような跡も綺き麗れいに消えて、なめらかな皮ひ膚ふが戻った。

　怪物はなんの飾りもない仮面のような顔をゆっくりとめぐらせて、解剖室にいる三人を順番に見た。そして、柊美と明良の方へ足を踏み出した。

　柊美はハンカチを床に捨てる。そして、左手を右腕に添えて、必死に持ち上げようとした。明良は柊美を背中に隠すように立ち上がった。明良の膝が震えているのがはっきり見える。

　怪物は明良の目の前で止まる──ちょうど背の高さは彼と同じぐらいだった。

「お前たちを餌えさにもできる」

　白い包帯の下から、奇妙に優やさしい声で「それ」は言った。柊とう美みははっとした。どこかで聞いたことのある声だった。

「だが今は殺さぬ」

　そして向きを変えると、しっかりした足取りで廊下へ出ていこうとした。柊美は歯を食いしばり、座ったままの姿勢で紫の銃を構える。最後の力を振り絞り、二回引き金を引いた。二発とも弾丸は怪物の背中に命中したが、かすかに体を震ふるわせただけだった。そして振り返ることなく開いたままのドアをくぐっていった。

　柊美はさらに発砲しようとしたが、突然手元から銃が消えたことに気付いた。見上げると明あき良らが銃をもぎ取っている。なにか叫んでいるようだったが、声が聞こえなかった。

　なにを言ってるの、と柊美は聞き返そうとした。しかし口から声は出なかった。どうしたんだろう、と柊美は思う。声が出ない。

　不意に壁かべがぐるりと回って、薄うす暗ぐらい天井が見えた。いや、天井もはるか彼方かなたに遠ざかっていく。もうなにも見えない。ぶつりとスイッチを切るように、彼女は意い識しきを失った。




　明良は柊美が仰あお向むけに倒れる直前にどうにか抱きかかえた。完全に意識を失っている。心しん臓ぞうの鼓動を確かめると、まるで痙けい攣れんのように激しく動いていた──とりあえず死んではいない。

　そこへ千ち紗さが駆け寄ってきた。

[image: ]

「柊とう美みさんを病室に連れていって、お前はどうにかして病院から抜け出せ」

　明あき良らは千ち紗さに柊美の体を渡すと立ち上がった。

「どこへ行くんですか？」

「奴やつの行き先を確かめる！」

　紫の銃でも倒し切ることができない相手を、どうすればいいのか分からなかったが、このまま指をくわえて見送るわけには行かない。自分たちに正体を知られた以上、もう病院にとどまることはしないはずだ。

　明良は千紗の答えを待たずに解剖室の外へ出る。ちょうど廊下の端の方で、階段の方へ曲がる人影が見えた。明良は全速力で走り出した。

（幽ゆう霊れいを使って人間を殺してたのは、食うためだったんだ）

　走りながら明良は考える。しかし、病院にも人間は大勢いる。わざわざこんな手順を踏んで人を殺さなければならないのは──。

（殺す相手を選んでるからか？）

　なにか基準があるはずだ。明良は階段を駆け上がって一階へ出た。上半身裸の男が廊下を走っていく。思った通り、病室へ戻るつもりはないらしい。明良は後を追いかけていった。

　怪物は次々とドアを開けながら、急患の入り口へ近づいていった。いくらかよろけながら走っているのは、まだ肉体が完全に回復していないからかもしれない。明良の方がスピードは速かった。これなら後を追うことができる、と思った瞬しゆん間かん、突然明良は誰だれかに背後から抱きつかれた。

　明良は右腕を背中にねじ上げられ、病院の廊下に顔を叩たたきつけられる。抗あらがいようもない強い力だった。

「ここでなにをしているんだ？」

　聞き覚えのある声が言う。明良はわずかに顔をねじって、自分を押さえつけている男を見た──丸まる谷や崇たかしだった。
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「不法侵入は立派な犯罪だよ」

　と、丸谷は言う。彼は神じん野の明良と警けい察さつ署しよの取調室で向かい合っている。明良は黙だまって座っていた──さっきから聞かれたことにほとんど答えない。なんのために病院へ入ったのか、鴻こうの巣す亮とおるはどこへ消えたのか。

「君は一人暮らしだそうだけど、とりあえず君の叔父おじさんを呼んだ。今からここへ来るそうだよ」

　明良はその言葉に反応したが、全く動揺した様よう子すはなかった。

「夜中にわざわざ……悪いことしたな」

　と、低い声で呟つぶやいた。丸まる谷やは腹が立つよりも可笑おかしくなった。なにを考えているか分からないが、不快な印象はない。

「他ほかにもっと気を遣つかった方がいいことがあると思うよ」

「俺おれを出さないとかえって大変なことになるぜ」

　と、明あき良らは言った。

「あんたの親しん戚せきは多た分ぶんどこかで人間を襲おそうはずだ」

「彼はどこへ行ったんだ？」

「俺にも分からない。でも、俺たちじゃないと後を追っかけられない」

　丸谷は内心ため息をついた。さっきからこの答えを繰くり返すだけだった。

「本当のことを話さないと、家に返すわけに行かなくなるよ」

　明良は突然、顔を上げてまっすぐに丸谷の顔を見た。

「ほんとに知りたいのかよ」

「……え？」

「やめた方がいい。普通のことじゃないから」

　今までと雰囲気が違う。丸谷はふと、蔭かげ山やまのことを思い出す。彼の行動も「普通」では考えられないものだった。植物状態のまま異様な回復を遂げた鴻こうの巣す亮とおるは病院から姿を消した。もし真相がそういうものだとしたら、それに目を背そむけていたら彼の追ってきた事件は解決しないことになる。

「常とこ世よの者、というものを知っているか？」

　と、丸谷は言った。明良の顔がさっと青くなった。自分の質問でこの少年が驚おどろいたのはこれが初めてだった。

「……それ、どこで聞いたんだ？」

　彼は身を乗り出して言った。

「この前、自殺した私の上司が言っていた言葉だ」

「やっぱり他にも自殺した人間がいるのか？」

　そう言ってから、明良ははっとしたように口をつぐんだ。丸谷は相手の様よう子すを見る。どうやら、話し合いができそうな雰囲気になってきた。

「……交換条件だ」

　と、丸谷は言った。

「私は私の知っていることを話す。君は君の知っていることを話す。ここで話したことはよほどのことがない限り口外しない」

　もはや警けい察さつとしての捜査からは逸脱することを口にしているのは分かっていた。しかし、一連の事件は果たして警察が担当すべきことなのか、丸谷には自信が持てなくなってきていた。

「……分かった」

　と、明あき良らは頷うなずいた。

「一言でいって、君は一体なにをやってるんだ？」

　丸まる谷やが尋ねると、明良は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、すぐにきっぱりと答えた。

「この町を守ってるんだ」




「信じられない」

　話し終えてから丸谷は言った。互いに短い時間で全すべてを話すのは無理だったが、重要だと思われることを、かいつまんで話していった。

「……じゃあ、この半年の未解決事件は全部その『常とこ世よの怪物』が原因だったって言うのかい。あの集団失しつ踪そう事件も含めて」

　明良は頷いた。丸谷はテーブルの上で手を組んで、物思いに耽ふけっているようだった。

「そうか……だから『死者の香り』だったのかもしれないな」

「え？」

「三年前、こんな風に私は田た沼ぬま襟えりから、さっき君が言っていた果実の話を聞いたんだ。あの時、その意味を理解していれば、九月の事件は起きなかったかもしれない」

　丸谷は明良たちとは立場が違う。警けい官かんである以上、この町で起こった事件を解決するという責任を負わねばならないのだ。

「本当にあんたには俺おれたちみたいな『能力』はないのか？」

　と、明良は尋ねた。丸谷は首を横に振った。

「聞いたことはないな。父にもそんな力があったとは思えないし……」

「体のどこかに、紫色の痣あざは？」

「そういえば、肩のあたりにこれぐらいの痣があるけれど」

　丸谷は親指と人差し指で丸を作った。

「肩か」

　それではなにかの能力が見込めるとは思えない。しかし、明良にはこの丸谷が「四人目」の紫の者だとしか思えなかった。

「おじいさんからなにか預かったものとかは？」

「会ったこともないんだ。そんなものは……」

　と、言ってから、ふと表情を変えた。スーツのポケットに手を突っこんで、丸い玉のようなものを取り出す。

「それは？」

「私にもなんなのか分からない。父は祖母から貰もらったと言っていた。父の形見だから、ずっと持ち歩いているんだよ」

　明良はその玉を受け取って調べた。銃や音おん叉さと同じ材質でできているようだった。小さな割れ目のようなものがあり、中にはなにかが入っているらしい。しかし、振ってみても音はほとんど聞こえなかった。

「……鈴かな」

　と、明あき良らは言った。

「それにしては鳴らないけどね」

「でも、多た分ぶんもともとあんたのおじいさんが持ってたもんだと思う。なにに使うのか分からないけど」

　明良は丸まる谷やにその玉を返した。彼はそれを元の場所にしまいながら、口を開いた。

「さて、今起こっている事件の話をしようか」

　丸谷は話題を変えた。

「病院にいた私の従弟いとこは、本人じゃないと思うんだね？」

「多分。帰ってきたのは別のもんだ。じゃなきゃ、なにかが本人に乗り移ってるか」

「それで特定の人間の死体を食って、回復するためにあの病院にいたと」

　明良は頷うなずいた──自殺した人間は病院に運ばれて、そこで息を引き取る。自然死ではない場合、検死のために長時間病院に収容されることになる。その人間たちの肉片をこっそりと食っていたに違いない。

「ここ何日かで自殺した人間の体に傷が増えてないか、調べてみれば多分はっきりすると思う」

「その前に、彼を見つけるのが先決じゃないかな」

「捕まると思ってるのか？　相手は人間じゃないんだぜ」

　丸谷は答えなかった。彼は怪物と化した鴻こうの巣す亮とおるをはっきりと見ていない。明良の説明だけでは納得が行かないようだった。

「君の言う通りだとして……帰ってきたのは誰だれなんだ？」

「え？」

「死んだ私の上司は君たちのことを話していた。君たちがまだその怪物に気付いていないとかなんとか。まるで気付いて当たり前みたいな言い方だった」

　と、丸谷は言った。

「前にどこかで会っている、ということはないのかい」

　明良はあの解剖室でのことを思い返す。そういえば、あの怪物が喋しやべった時、どこかで聞き覚えのある声のような気がした。しかしそれがどこでのことだったのか、どうしても思い出せなかった。




　その後、明良は供述調書を取られた。形の上では住居侵入の現行犯でもある。入院中の柊とう美みに会いに行こうとして、その場に居合わせた丸谷に捕まった、ということで決着が付いた。

　取調室の外で、明あき良らの叔父おじの神じん野の道みち彦ひこが待っていた。

「どうも、ご面めん倒どうをおかけいたしました。神野と申します」

　道彦は丸まる谷やに名刺を差し出した。

「あなたがその……銃をお持ちだったと聞きましたけど」

　と、丸谷が言うと、道彦は明良の顔を見た。

「なんだお前、話したのか」

　丸谷はわずかに表情を変えた。

「俺おれ一人の想像じゃないって分かったか？」

　と、明良は言った。丸谷はなにも言わずに苦笑した。完全に明良の話を信用したわけではないらしい。明良は腹を立てなかった。安易に信じこんでしまう人間よりは、その方が信用できる。

「これからどうするんだ？」

　警けい察さつ署しよの玄関に来たところで、明良は丸谷に尋ねた。

「鴻こうの巣す亮とおるを捜索中だ。それを見つけるのが先だよ」

「だから……」

　明良が言いかけると、丸谷はそれを遮った。

「……場合によっては君を再逮捕するかもしれない。死体損そん壊かいの容疑者としてね」

「俺はそれでもいいけど、注意した方がいいぜ。危険だから」

　と、明良は言って玄関を出た。道彦はもう車の中で待っている。駐ちゆう車しや場じように向かって歩きながら、明良は千ち紗さのケータイに電話をかけた。電源は入っていないらしい。ひょっとすると、まだ病院から抜け出せないのかもしれない。時計を見ると、午前三時を回ったところだった。

　危険ではあるが、神かみ岡おか中ちゆう央おう病院に戻った方がいいかもしれない。どちらにしろ明良のバイクは病院の近くに停とめてあった。

　明良はワゴン車の助手席に乗りこんだ。

「ごめん。こんな夜中に」

「まあ、しょうがないだろ。お前も遊んでるわけじゃないんだし」

　と、道彦は言った。この叔父は明良が神岡町でしていることを全すべて知っている。保ほ護ご者しやが表に出なければならない時は、彼が一手に処理してくれていた。

「とりあえず、病院へ行って欲しいんだけど」

　と、明良は言った。千ち紗さと合流してこれからどうするか話し合わなければならない。

「お前、病院で捕まったんじゃないのか？」

「病院の中にまだ高たか木ぎが残ってるんだよ」

「……なるほどな」

　道彦はエンジンをかけ、後ろを見ながら車をバックさせ始めた。ふと、明良は鼻をひくつかせた。

「叔父おじさん、微妙に線香の匂においするけど」

「ああ、お通つ夜やがあったんでな」

　と、ワゴン車をバックさせながら道みち彦ひこは言った。

「お前は知らないだろうが、俺おれの遠とお縁えんにあたる人が急に亡くなったんだ。ここ何日か、妙にそういうのが多いんだが……」

　その時、警けい察さつ署しよの建物の方から、走ってくる丸まる谷やの姿が見えた。慌てたように手を振っている。

「明あき良ら、忘れもんでもしたんじゃないのか」

　と、言いながら道彦は車を停とめる。明良は助手席のパワーウィンドウのスイッチを入れた。

「どうかし……」

「思い出したんだ！」

　息を切らしながら丸谷は助手席のドアに手を突いた。

「さっき、紫の痣あざのことを聞いただろう」

「……聞いたけど」

「私の叔母おばと従弟いとこにもあるんだよ！」

　明良は相手がなにを言っているのか分からなかった。ことの重大さに気付くまで、しばらく時間がかかった。

「従弟って鴻こうの巣す亮とおるか？　あいつも山やま内うち栄えい一いちの孫なのか？」

「そうなんだ」

　丸谷は頷うなずいた。

「でも、あんたのおじいさんの子供って……」

（双子だったんですが、立派に育て上げましたよ）

　十と塚つかで話を聞いた時の設楽したら老人の言葉が蘇よみがえる。この町に山内栄一が残した子供は一人ではなかった。丸谷の他ほかに孫がいてもおかしくない。

「叔母は東京で結婚して、この町に戻ってきたんだ！」

　明良の中で、全すべての断片があるべきところにかちりと収まった。山内栄一の直系の孫。あの鴻巣亮の右手の中に生はえていた黒い鳥の嘴くちばし。

（鳥と共に四人目が戻る）

　明良は唇を嚙かみしめた。自分がこらえているのが笑いなのかうめき声なのか、それすらも分からなかった。慌てて捜したところで、見つかるはずもなかったのだ。すでに常とこ世よに取りこまれていたのだから。

　確かに四人目は戻ってきた──常世の怪物として。
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　その時、ケータイの着信音が鳴った。丸まる谷やは自分の内ポケットからケータイを取り出して話し始めた。なにか深刻な話のようだが、明あき良らの耳には届いていなかった。

　ここ数日、明良が抱いていた期待はこれで完全に打ち砕かれた。四人目の「紫の者」の協力は絶対に得られることはない。

（あいつには銃が効かなかった）

　なにか理由があるに違いなかったが、それを考えるだけの気力が湧わいてこなかった。

　もし、今度は首尾よくあの怪物を倒したとしても、その次があるかもしれない。このまま戦い続ければ柊とう美みの銃を使わざるを得ない。どんな風にかは分からないが、今のまま行けば間違いなく彼女は命を落とすだろう。それを隣となりで見ていることなど想像するだけでも恐ろしかった。

「聞いてるかい？」

　不意に丸谷が耳元で言った。明良は我に返った。

「彼が現れたんだ」

「……どこに？」

「自分の家だそうだ」

　と、丸谷は言った。

「それで、母親に重傷を負わせたらしい」

「母親？」

　と、思わず明良は聞き返した。

「私の叔母おばだ。さっき君が忍びこんだ病院に担ぎこまれたらしい。一いつ緒しよに来ないか？」

　しばらくの間、明良は答えなかった。自分が次になにをすべきなのか、うまく考えることができなくなっていた。

「どうかしたのか？」

　と、道みち彦ひこが運転席から声をかけてきた。

「どっちにしろ病院へ行くんじゃなかったのか」

　そうだった、と明良は思い出した。千ち紗さと合流するつもりだったのだ。

「……分かった。行くよ」

　と、明良は言った。




　修しゆう一いちはまた一回り小さくなったような気がした。数日前にも座っていた集中治ち療りよう室しつの前にあるベンチに、背を丸めて座っていた。丸谷たちが廊下を歩いていくと、のろのろと顔を上げた。

「……崇たかし君か」

　と、彼は言った。

「すいません。私が泊まりこんでいたのに……」

「いや、君が悪いわけじゃない」

　修しゆう一いちは膝ひざに手を突いて、のろのろと立ち上がった。

「あれはうちの息子じゃないんだろう」

　と、彼は言った。丸まる谷やはとっさに答えられなかった。明あき良らから聞いた話をそのまま口にする気にはなれない。

「そうじゃないのか？」

「……叔母おばさんの怪け我がは？」

「とりあえず、命は取り留めたよ。ここを」

　と、修一は自分の首の付け根のあたりを叩たたいた。

「あの子に食いちぎられたがね」

　丸谷はぞっとした。抑揚のない声が、修一のショックを物語っているようだった。

「警けい察さつが今、彼を捜索中です」

「警察の方がかえって危ないんじゃないのかね？」

　丸谷は取調室での明良の話を思い出した。まるでもう一度明良と話しているようだった。

「あれは私の息子じゃない。人間でもない」

　修一はそう言って、自分の手を丸谷に見せた。両手は小刻みに震ふるえていた。

「あいつを包丁で刺したんだ」

　彼は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「恵けい子こが襲おそわれて、夢中だった。背中に突き刺したのに、あいつは倒れなかった。包丁を自分で抜いて、走って出ていったよ」

　修一はふと、丸谷の後ろに立っている明良と道みち彦ひこを見て、不ふ審しんげに目を細めた。

「叔父おじさん。この人たちは……」

　丸谷は言いかけたが、その先を続けられなかった。どう説明したらいいのか分からない。修一は少しもつれた足取りで明良の方へ近づいていった。

「昨日……いや、もう一昨日おとといか。息子の病室に顔を見せた子だね」

「……はい」

　と、明良が戸と惑まどいながら言う。修一は目を大きく開いて、明良の顔を覗のぞきこんだ──正確には明良の右目をじっと見ていた。

「君の身内に神じん野の道どう蔵ぞうという人がいるんじゃないか？」

　修一は低く呟つぶやいた。

「……道蔵は俺おれの祖父です。祖父を知ってるんですか？」

「いや。直接は知らない。もし、妻と息子の前に……人間ではないものが現れた時は、神野道蔵という人に相談するようにと言われていた……その人は右目が紫色だという話だった」

　突然、彼は明あき良らの両肩を摑つかんだ。

「神じん野の道どう蔵ぞうという人は今どこにいるんだ」

「父は死にました」

　と、道みち彦ひこが隣となりで言った。

「もう五年も前になりますが」

「……あなたが息子さんなのか」

　修しゆう一いちは道彦の方に向き直った。

「じゃあ、あなたに相談すればいいのか」

「とんでもない。私はそういう力はありません」

　飄ひよう々ひようとした口調で道彦は言うと、明良の肩を軽く叩たたいた。

「この子に聞いて下さい」

　と、道彦が言った。

「神野道蔵の跡を継いでるのはこの子なんです」

「この子はまだ子供じゃないか。君たちは私を担いでるんじゃないのか？」

　丸まる谷やはなにも口をはさまなかった。道彦と同じ考えではないし、修一が何故なぜ明良の祖父を頼ろうとするのかも分からないが、その前に明良がどう答えるかに興きよう味みがあった。さっきは確かに「この町を守っている」と彼は言った。もしここでいい加減な答えを返せば、たとえ真相がどうであろうとこの少年に協力するつもりはなかった。

　修一は戸と惑まどったように道彦と丸谷の顔を代わる代わる見た。そして、今にも泣き出しそうな顔を明良に向ける。

「君、年はいくつだ」

「……十七です」

「うちの息子と同い年だ」

　彼は独り言のように呟つぶやいた。

「この町で、神野道蔵以上に頼れる人間はいないと聞いている。本当に君を頼っていいのか？」

　丸谷には明良が躊ちゆう躇ちよしたのが分かった。迷いと怯おびえの色がちらりと顔をよぎる。しかし、それは一いつ瞬しゆんのことだった。明良は修一の顔を正面から見た。

「俺おれに言って下さい。他ほかに頼れる人間はいません」




　修一の話を聞いたところでどうしたらいいのか、明良にも分かっているわけではない。しかし、口にすると噓うそのように落ち着いた気持ちになった。

（とにかく、できることをやろう）

　と、明あき良らは自分に向かって言った。

「……神じん野の道どう蔵ぞうを頼るように言ったのは誰だれなんですか」

　明良は修しゆう一いちに尋ねた。

「私の舅しゆうとだよ。山やま内うち栄えい一いちだ」

　うめくように修一は言った。

「十年前、彼は突然私の家に来た。白い杖つえを突いた、目の見えない老人だった。この町に大事な用事があって、そのついでに寄ったと言っていた。たまたま私と息子が家にいた」

　明良は祖父の日記の記述を思い返した。結界が緩ゆるんだ時のことを言っているに違いない。

「……私はあの男と話したくなかった。自分の家族を捨てた人間だ。恵けい子こも……妻も父親の顔など見たくないと常々言っていた。どんな用事があったのか知らないが、ついでに顔を見に来たと言われたんだ。帰ってくれと私は言ったよ。それでも、たった一つだけ教えて欲しいと彼は懇こん願がんした……妻と息子に痣あざがあるのかどうか」

　修一は一度言葉を切り、明良の顔を見つめた。きちんと理解しているのか、不安にかられたようだった。

「……大丈夫です。続けて下さい」

　と、明良は言った。

「息子の痣の場所を聞くと、あの男は顔色を変えた。自分も同じところに痣があると言って、私たちに見せてくれたよ」

「どこに痣があったんですか」

「ここだ」

　修一は自分の喉のどを指差した。

「……じゃあ、『紫の喉』だ」

　思わず明良は呟つぶやく。それを聞いた修一は頷うなずいた。

「そう。あの男もそう言っていた。亮とおるにも同じ痣があったんだ。彼はその痣を持つ者の中には、不思議な力がある者がいると言っていたよ」

「『喉』にはどんな力があったんですか？」

　と、明良は尋ねた。一いつ瞬しゆん、躊躇ためらってから修一は答えた。

「死んだ人間の魂を意のままに操あやつる力だと言っていた」

　明良の脳裏に、あの巨大な幽ゆう霊れいの塊が蘇よみがえった──そういうことだったのか、と彼は思った。あれは常とこ世よの怪物の力ではなかった。あれが本来の四人目の「紫の者」の力だったのだ。

「もちろん本気になんかしなかった。するわけがないだろう？　馬ば鹿かげた話だ。しかも操る能力があっても、それを見ることも聞くこともできないと言うんだからな」

「……それは別の人間の能力なんです」

　と、明良は言った。

「そう。君と同じことを言っていたよ……他ほかに何人か、別の能力を持った人々がいるとね。その中では特に『紫の目』が最も力のある器官で……だから、『目』を持ってるのがリーダーだと言っていた。息子は自分ひとりでは能力を使うことができない、だから何事もなければ、そのまま普通の人間としての人生を送るだけだろうと。ただ、息子はあの世に近い存在だから、もしなにか起こった場合はその神じん野のという人物を頼れと忠告したんだ」

　修しゆう一いちは疲れたように、深く息をした。

「私は信じなかった。帰りがけに、おかしな鈴を息子に渡そうとしたが、それも投げ返したよ……お守りだと言っていたのに」

　丸まる谷やがはっとした様よう子すで、ポケットから例の紫色の鈴を出した。

「これと同じものですか？」

「どうして君がそれを持っているんだ？」

　修一は手を伸ばして、丸谷の手のひらの鈴に触れた。

「……似ているけど、少し形が違うような気もするな」

「これは父から貰もらったものなんです。父は祖母から貰ったと言っていました」

「じゃあ、これとはまた別に作ったんだな」

　と、修一は呟つぶやいた。

「作った？」

　半ば聞き流していた明あき良らは、驚おどろいて口をはさんだ。

「山やま内うち……さんがこれを作ったんですか？」

「他にも作ったものがあると言っていたよ。なんなのかは尋ねなかったけれどね」

　こういった道具を作れる人間がいると、明良は今まで思ってもみなかった。ひょっとすると、音おん叉さや銃も山内が作ったのかもしれない。

「今度は君が教えてくれないか」

　と、修一は言った。

「あの子はどうなってしまったんだ？」

　明良は言葉に詰まったが、答えないわけには行かない。

「……人間じゃないものに取り憑つかれています」

「じゃあ、もう本当のあの子が戻ってくることはないのか？」

　修一は初めて涙声になった。明良は唾つばを飲みこむ。彼が答えるのを全員が待っていた。

（相談しろって俺おれが言ったんだ）

「多た分ぶん……残念ですけど」

　自分の口をこじ開けるようにして、明良はどうにかそれだけ言った。

「やっぱりそうだったのか……そうだったのか」

　修一は自分に言い聞かせるように繰くり返した。

「だから自分の母親を襲おそえたんだな」

　彼はそばにあったベンチに腰を下ろして、両手で顔を覆おおった。そして、口の中でぼそりと呟つぶやいた。

「……痣あざを食うなんて」

「え？」

　明あき良らは彼の目の前に膝ひざを突いた。

「今、なんて言ったんですか？」

　修しゆう一いちは顔を上げて明良を見た。

「痣だよ」

　震ふるえる声で修一は言った。

「痣のある者を順に殺していくと言っていたんだ」

　明良は解剖室でのあの怪物の言葉を思い出した──お前たちを餌えさにもできる。あれは文字通りの意味だったのだ。明良ははっと道みち彦ひこの方に振り返った。

「お通つ夜やがあったって言ってなかったっけ？」

「……それがどうかしたのか？」

「死んだ遠とお縁えんの人っていうのは、自殺した人？」

「知ってるのか？　蔭かげ山やまさんって言って……」

「蔭山さん！」

　声を上げたのは丸まる谷やだった。

「蔭山さんと親しん戚せきなんですか？」

「ああ、そういえばあなたとご同業でしたね……まあ、はとこぐらいの関係で。ほとんど顔も合わせたことないんですが」

「でも、血は繫つながってる」

　と、明良は言った。能力はなくとも「紫の者」の血を引いている人間は、この町に何人かいるはずだ。この町で自分たちに似た感じの人間を見かけると、岡おか内うちの祖母も言っていた。「紫の者」の血を引いている以上、そういう人間にも痣はある。

（今は殺さぬ）

　明良は愕がく然ぜんとして道彦と丸谷を見た。まだ明良や柊とう美みや千ち紗さが襲おそわれる「順番」でないとしたら、先に狙ねらわれるのは能力のない人間たちということになる。

「今、町を走ってるパトカーって動かせるのか？」

　と、明良は丸谷に言った。

「……まあ、理由があればだけど」

「俺おれの従妹いとこの家へ行って、岬みさきを連れてきて欲しいんだ」

　と、明良は言った。

「分かってる限りの『紫の者』を全員ここに集める」
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　それよりも、少し時間はさかのぼる。

「んっ」

　千ち紗さは最後の力を振り絞って、柊とう美みの体をベッドの上に持ち上げる。ほとんど自分も倒れこむように、彼女の体をベッドに横たえた。

「……はあ」

　彼女は明かりのない病室の中で、ベッドの脇わきの椅い子すにくたくたと座りこんだ。明あき良らが解剖室を飛び出していってから、どれぐらい時間が経たったのかよく分からない。

（神じん野のさん、どうしたんだろう）

　戻ってこないということは、まだあの怪物を追っているか、どこかでトラブルに巻きこまれたかのどちらかだった。早く病院の建物から出て連絡を取りたかったが、意い識しきを失った柊美を病室まで運ばなければならなかった。

　柊美よりも背の低い千紗には重労働だった。しかも、人目に付かないように隠れながら進む必要がある。途中で車椅子を見つけたおかげで後半の道のりはだいぶ楽になったが、それでも心身ともに疲れ切っていた。

「……明良君」

　ベッドの方から、か細い声が聞こえた。千紗は柊美の顔を覗のぞきこむ。柊美は薄うすく目を開けて、千紗の顔を見上げた。

「明良君は？」

「一人で追っていきました」

　不意に柊美の目の焦点がぼやけた。また意識を失いかけているらしい。千紗が毛布をかけようとすると、柊美の手が千紗のコートの袖そでを摑つかんだ。驚おどろくほど強い力だった。

「……戻ってくる？」

　泣き出す前の迷子のような、頼りない声で柊美は言った。千紗は思わず言葉を失った。

（御厨さん、どうしたんだろう）

「もちろん戻ってきますよ。だから……」

　無意識のうちに子供をあやすような口調になっていた。その時、千紗はまっすぐ病室に近づいてくる足音に気付いた。

　ここまで運ぶのに使った車椅子を、廊下の真ん中に置きっぱなしにしてある。千紗は慌ててベッドの下に潜もぐりこんだ。間一髪で病室のドアが開いて、懐かい中ちゆう電灯が室内を照らす。

　不意に柊美が激しく咳せきを始めた。看かん護ご婦ふが慌てたように室内に入ってくる。

（いけない）

　と、千ち紗さは思った。これでは出ていけない。




　結局、病院から抜け出したのはそれから三十分以上も経たってからだった。医師と看かん護ご婦ふが代わる代わる病室に入って、投薬や点滴を行った。しばらくすると安定してきたが、心しん臓ぞうの状態が不安定で予断を許さない、というような話をしている。親おや御ごさんに連絡しました、という看護婦の言葉を聞いて千紗は飛び上がりそうになった。これ以上待ってはいられない。

　その後、一いつ瞬しゆんだけ部屋から誰だれもいなくなった隙すきを衝ついて飛び出したのだった。

　千紗は入った時と同じく、リネン室の窓から病院の裏の駐ちゆう車しや場じように飛び降りた。隅の方に明あき良らのバイクが停とまっている。バイクに乗らないで行ったらしい。

　千紗は道路の方へ走り出しながら、ケータイの電源を入れる。留守電がいくつか入っていた。再生しようとすると、走ってきたパトカーが彼女の近くで急停止した。思わず彼女は回れ右をして駆け出した。不ふ審しん尋じん問もんをされている暇などない。

「高たか木ぎ！」

　聞き覚えのある声に千紗は立ち止まる。パトカーから降りてきたのは岬みさきだった。

「なにしてんの、こんなところで」

　暗い色のチェックのコートにマフラーを身につけた岬が、千紗の方へ歩いてきた。肩には旅行にでも行くような大きなバッグをぶら下げている。

「岬さんこそ……なんであんな車に乗ってるんですか」

「病院に来たんだよ。明良たちが待ってるって」

「え？」

　思わず千紗は聞き返した。たった今、苦労して病院から出てきたばかりなのだ。

「なんか、町を出なきゃいけないんだって」




　外科病棟の薄うす暗ぐらい待合室に、五人の人影があった。明良と千紗と岬、それに道みち彦ひこと丸まる谷やは、ブラインドの下りた窓のそばで向かい合って立っていた。病棟の中はしんと静まり返っている。

「……そうだったんですか」

　事情を聞き終えた千紗は低い声で呟つぶやいた。

　聞くだけで背筋が寒くなる話だった──鴻こうの巣す亮とおるの肉体を乗っ取った常とこ世よの怪物は、彼の能力で病院の幽ゆう霊れいを操って、町中の「紫の者」の血を引く者を自殺に追いこんでいた。そして病院に収容された人々の肉体から、「紫の者」から受け継ついだ肉体の部分だけを食いちぎっていた。

「でも、なんのためにそんなことをしてるんですか」

「誰だれかを復活させるために『器うつわ』が要いる、と聞いたよ。誰の復活なのかは分からないけどね」

　と、丸谷が言った。

「その『誰だれか』に私たちは会ったことがあるかもしれないんですよね？」

　千ち紗さは明あき良らに言った。確かにあの怪物の声は、どこかで聞いた気がする──いや、むしろ身近すぎて、なんなのか分からなくなっているような感覚だった。

（なんだろう）

　喉のど元もとまで答えが出掛かっているのに、はっきりしなかった。

「それは考えても仕方がないと思う。誰が復活するにしても、倒さなきゃならない怪物だってことには変わりないだろ。『紫の者』を食って回復してるんだとしたら、逆に言えば……」

「食べなければ回復しない」

　と、丸まる谷やが言った。

「そういうこと。奴やつがどういう順番で襲おそってるのかは分からない。でも、次はこのうちの誰かだと思うんだ」

　と、明良は言った。

「俺おれの『目』とお前の『耳』で、奴が来るのを避さけながらこのメンバーを町の外へ出す。その後で、俺と高たか木ぎはまた町に戻って……」

「ちょっと待ってくれ」

　と、丸谷が驚おどろいたように言った。

「私は戻れないのかい？」

「当たり前だろ。能力があるなら別だけど、そうじゃなかったら奴の『餌えさ』には変わりないんだから」

「私は警けい察さつ官かんだよ。それに君たち二人は、怪物を倒す『武器』とかいうのを使えるわけじゃないだろう。私は一応、武器を携帯している」

　丸谷はわずかに膨ふくらんでいるスーツの胸元を軽く叩たたいた。その下に拳けん銃じゆうのホルスターを吊つっているらしい。

「普通の銃なんか役に立たないですよ」

　と、千紗は言った。

「ないよりましだ。そうじゃないのか？」

　明良と千紗はちらりと顔を見合わせた──丸谷の言う通りだった。

「分かった」

　と、明良は言った。その時、千紗は重要なことを思い出した。

「御み厨くりやさんはどうするんですか？」

「連れていくに決まってるだろ」

　あっさりと明良は言った。

「今は無理だと思います。絶対安静ですから」

　千紗は柊とう美みの状態を説明した。もし、動かせば命に関かかわることは間違いない。明良は床の一点を見ながら、しばらく考えこんでいたが、やがて口を開いた。

「……お前、音おん叉さ持ってるよな」

「もちろんです」

「念のため、柊とう美みさんのベッドの周りに結界を張ろう。そうすれば一応は安全だ」

　そうですね、と頷うなずきかけて、千ち紗さは愕がく然ぜんとした。

「ちょっと待って下さい。私たちはどうなるんですか？　音叉も銃もなしでここを出るんですか」

「そのために俺おれの『目』とお前の『耳』があるんだろ……それとも、他ほかになんか方法あるのか？」

　千紗は言葉に詰まった。自分たちがぎりぎりの立場に追いこまれていることを、改めて理解した。

「……ないですね」

「じゃ、決まりだ」

　と、明あき良らは言った。
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　柊美のベッドは一番窓際にある。御み厨くりや遼りよう子こはその脇わきの椅い子すに腰を下ろしていた。窓の外は塗りつぶしたような暗くら闇やみで、ガラスには眠っている自分の娘と、自分自身の姿が映っている。まだ夜明けは先のようだった。

　娘は静かに眠っていた。容よう態だいは安定しつつあると聞かされたが、当分はここから離れないつもりだった。

　さっきから妙な胸むな騒さわぎがする。どうして容態が急変したのか、医師も分からないと言っていた。それもまた娘の抱えこんでいる秘密に関係しているような気がしてならない──しかし、娘の口から彼女の求める答えを聞くことはできないだろう。

（なんのためにここまで育てたのかしら）

　娘と口論して以来、時々それが頭に浮かぶ。答えを得られるとも思えない、空しい疑問だった。

　病室のドアが開く音がした。振り返ると、革のジャケットとジーンズを着た少年が立っていた。神じん野の明良だった。

「……こんばんは」

　明良は戸と惑まどったように挨あい拶さつをした。遼子は答えなかったが、彼の様よう子すに目を瞠みはった。心身ともに憔しよう悴すいし切ったような顔をしていた。

「……どうかしたんですか」

　彼の背後から、毛糸の帽子をかぶった小柄な少女が顔を出す。彼女も遼子に気付いた。

「こんばんは」

　驚おどろいた様よう子すもなく、彼女は頭を下げた。

「柊とう美みさんのお母さんだ」

　と、明あき良らが少女に言った。

「高たか木ぎです。初めまして」

　抑よく揚ようのない声で少女は言った。遼りよう子こは彼女も柊美の「仲間」だということに気付いた。娘や明良に彼女もどこか似ている。他ほかの人間には入りこめないようなあの雰囲気を、彼女も醸かもし出していた。

「……あなたたち、ここでなにをしているの？」

　二人はちらりと顔を見合わせた。

「御み厨くりやさんのお父さんは、しばらくは海外にいるんですよね？」

　高木と名乗った少女が、全く関係のないことを尋ねてきた。

「そんなことあなたたちに……」

「お願いします……教えて下さい」

　と、明良が言った。真剣な表情に遼子は気け圧おされた。

「来週には帰ってくるわ。それがどうしたっていうの？」

　明良たちはほっとしたような顔つきになった。

「……まだしばらくは大丈夫ですね」

　と、少女の方が言った。遼子の不安がさらに増した。

「俺おれたち、一時的に町を出ることになりました」

　突然、明良は言った。それは結構だわ、と遼子は心の中で呟つぶやいた。

「少しの間、俺たち三人だけにしてもらえませんか」

「冗談じゃないわ」

　と、遼子は震ふるえる声で言った。少女の方が困ったように明良を見上げた。構わない、というように明良が頷うなずくと、彼女は柊美のベッドに近づいて、その下に潜もぐりこんでいった。驚いた遼子が覗のぞきこむと、床の上になにか棒のようなものを刺していた。

「なにをしているの！」

「俺、約束しました！」

　と、明良が叫んだ。遼子は振り向いて明良の方を見た。

「柊美さんを守るって。これはそのために絶対必要なんです」

「な……」

「俺たちが戻ってくるまで、絶対に柊美さんをこのベッドから出さないで下さい」

「どうして？」

「……今は話す時間がないんです。でも、お願いします」

　遼りよう子こは膝ひざの上で拳こぶしを固く握りしめる。腸はらわたが煮にえくりかえるようだった。娘のことだというのに、母親の自分はいつも蚊帳かやの外にいる。

　明あき良らはベッドに近づいてきた。そして腰をかがめると、シーツの上に投げ出された柊とう美みの右手を握った。かすかに柊美の瞼まぶたが動いて、しっかりと彼の手を握り返した。

「……終わりました」

　ベッドの下から這はい出してきた少女が言った。

「分かった」

　そう口にしたものの、彼は手を離そうとしなかった。じりじりするような無力感に苛さいなまれながら、遼子は二人を見ていた。長い時間が過ぎてから、彼は引き剝はがすようにして手を離した。

「じゃあ、お願いします」

　彼はもう一度頭を下げて、少女と一いつ緒しよに部屋を出ていった。遼子はしばらくの間、遠ざかっていく足音にじっと耳を傾けていた。その時、ベッドの上の柊美が目を開いた。

「……明良君は？」

　かすれた声で娘は言った。

「もう行ったわよ」

「いつ、戻ってくるの？」

　遼子は言葉を失った。張りつめた気持ちが緩ゆるんで、涙が溢あふれそうになった。自分はずっと誰だれよりもこの娘をいとおしんできた。それなのに、この娘は自分を必要としていない。祖母が生きていた頃ころは祖母に、あの少年が現れてからはあの少年にだけ、娘は心を許してきた。

　彼女は必死にその感情を心の奥底に押しこめた。

「……いつ戻ってくるの？」

　柊美は子供のように同じ質問を繰くり返した。

「さあ。私に聞かれても分からないけれど」

　遼子は腹立ちまぎれに答え──それから付け加えた。

「……もう、帰ってこないんじゃないかしら」

　一いつ瞬しゆん、柊美の表情が凍りついたように見えた。はっと娘の顔を見直すと、もう彼女は目を閉じて眠っていた。

　最後に彼女の背中を押したのは、その一言だった。
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　道みち彦ひこが運転するワゴン車は、人ひと気けのない道路を走っている。ひとまず海へ向かい、湾岸道路を通って神かみ岡おか町ちようを出る予定になっていた。街路灯が点々とアスファルトに白い光を落としている。今のところ、不ふ審しんなものは周囲になかった。

「高たか木ぎ、お菓子食べる？」

　岬みさきがバッグの中を探りながら、隣となりに座っている千ち紗さに言った。

「お前、遠足じゃないんだから」

　と、助手席から明あき良らが振り向いて言った。

「でも、みんな徹てつ夜やだし、お腹なか空すいてんじゃないの。甘いものとか食べた方がいいよ」

　明良がなおもなにか言いかけると、

「すいません。いただきます」

　と、千紗が言った。

「飴あめかなにかあったら下さい」

「私ももらおうかな。疲れてると頭も働かないからね」

　千紗の反対側に座っている丸まる谷やが言った。

「岬、俺おれもなんかくれ」

　と、運転している道みち彦ひこが言った。明良は顔をしかめる──が、言われてみれば、彼も腹が減っていた。結局、次の信号待ちの間に、全員が甘ったるいバター飴あめを支給された。

「あたし、思うんだけどねー」

　と、口をもごもごさせながら岬は言った。

「まだ無事なメンバーって偏かたよってない？」

「なにが？」

　明良も少し不ふ明めい瞭りような声で尋ねる。

「明良とか高木とか御み厨くりやさんは『力』があるから、避さけるっていうのは分かるんだけど、あたしとか真っ先に狙ねらわれそうな気がする」

「確かに、私が怪物だったらそうしますね」

　千紗が冷静極まりない口調で言うと、岬はぎょっとして千紗を見た。

「そういえば明良が知ってる範はん囲いの奴やつは、全員無事だな」

　と、道彦は言った。

「俺にバレないようにしてたんじゃないのか」

「それでも少し徹てつ底ていしすぎている気がするな」

　丸谷が口をはさんだ。

「君たちが病院に忍びこんだ時、私はあの彼のいた病室で眠ってたんだ。それに、私は単なる『餌えさ』だとも言われている。地下に降りる前に、どうして私を襲おそわなかったんだろう」

　明良は前を向いたまま考えこんだ。確かに順番があるにせよ、そこにはなにかしらの意味があるはずだった。

「そういえば病院に最初に入った時、誰だれかが結界を使ってましたね」

　と、千紗が言った。

「またそれか。でも、お前以外の奴やつでそんなもん使える奴いな……」

　そう言いかけて、明あき良らははっとした。

「刑事さん、あの鈴持ってるよな」

　丸まる谷やは怪け訝げんな表情でポケットから例の紫色の鈴を出す。

「見せて下さい」

　千ち紗さは手を伸ばして、丸谷からそれを受け取った。そして何度か軽く振ってみる。

「この音でした。間違いありません」

「え？」

　岬みさきは千紗の手から鈴を取ると、耳のそばで小刻みに揺らした。

「……音しないじゃん」

「いえ、普通の人の耳には聞こえないだけです。私の持っている音おん叉さと、似た音がします」

「じゃあ、これも結界と同じ効果があるってことなのか？」

　と、明良は千紗に尋ねる。

「ずっと効果は小さいと思いますけど……多た分ぶん、持っている人を守る程度の力しかないんじゃないかと」

「本当にお守りだったんだな」

　少ししんみりした声で丸谷は言った。

「それのせいで、私は殺されずに済んだのかもしれない」

　丸谷に鈴を返そうとして、岬は不意に怪訝そうな顔をした。再び、手の中にあった鈴に耳を近づける。

「……あれっ」

「どうかしたの？」

　と、丸谷が尋ねた。

「これ、動いてるみたい。なんか中で震ふるえてるよ」

　明良はぎくりとして千紗の顔を見る。彼女はもう右耳を出して意い識しきを集中するように目を閉じている。音叉と同じく、この鈴も常とこ世よの霧きりに反応するのだとしたら──。

「来ました！　近づいてきてます」

　と、千紗が叫んだ。明良は窓越しに四方を確認したが、なにも見えなかった。とっさに助手席の窓を開ける。千紗の「耳」では敵のいる方向までは分からない。どの方向から近づいてきているのか、明良の「目」で確認しなければならなかった。

　彼は半ば立ち上がるように、もどかしげに窓から身を乗り出すと、頭をワゴン車のルーフの上に出した。皮ひ膚ふに突き刺さるような寒風に一いつ瞬しゆん視界を奪われた。それから、ぐるりと四方を見渡した。

　車の数十メートル後方に、ちらりと白っぽいものが見えた。彼は目を凝こらす。

「あ……」

　白い包帯を風になびかせて、顔のない怪物が車道の上を走っていた。相変わらず上半身にはなにも身につけていない。こちらの車よりも少し速かった。スピードを上げなければ追いつかれる。

「後ろにいる。もっと速く！」

　と、明あき良らは道みち彦ひこに言う。

「分かった！」

　道彦はアクセルを踏みこむ──みるみるうちにワゴン車は追跡者を引き離していった。明良は一安心して助手席に再び座りこんだ。

「……え？」

　前の方で、なにか黒っぽい山のようなものが道路にそびえ立っていた。あっという間にそれは目の前に迫ってきた。ヘッドライトに照らされたものを見て、明良は凍りついた。それは血まみれの人間たちを積み上げてできた塊だった。その表面で無数の死人たちの胴体や手足が、絡からみ合うように蠢うごめいている。

「なんだ、なにかあるのか？」

　と、隣となりで道彦が言う。明良の目にしか映っていないらしい──幽ゆう霊れいの塊だった。

（交通事故で死んだ人間たちだ）

　明良はぎょっとして道彦を見た。交通事故で死んだ幽霊たちは、運転手を死の世界へ引きずりこもうとする。

「ブレーキ……」

　と、言いかけた時、直前まで迫った塊の一角が崩れ、ボンネットの上に血まみれの肉塊がいくつも落ちてきた。どれもこれも重傷を負った姿で、フロントガラスをすり抜けると運転席の道彦の体に潜もぐりこんだ。

「叔父おじさん！」

　明良は叫んだが、反応はなかった。道彦はぼんやりした表情でステアリングを握りしめている。

（乗り移られたのか）

　明良は道彦の肩を揺さぶろうとしたが、その手を払いのけられた。

「斜めに走ってるよ」

　と、背後から岬みさきが言う。いつのまにかワゴン車は対向車線を踏み越えて、歩道の方へ一直線に向かっていた。みるみるうちに街がい路ろ樹じゆが近づいてくる。

「つかまれ！」

　明良は手を伸ばして自分もステアリングを摑つかんだ。必死で車の向きを元に戻そうとしたが、歩道に乗り上げたワゴン車は、斜めの角度で街路樹に衝しよう突とつした。バンパーの角をへこませながら、ワゴン車は道路の方へ再び弾はじかれる。今度は反対側の歩道が迫ってきた。

　勢いを失った車体は進行方向の歩道の縁えん石せきをこすった。激しく車体が振られて明あき良らは窓に自分の肩をぶつけた。道みち彦ひこは気を失ったらしく、首をがくりと前に垂たらしている。車は十メートルほど進んで、斜めの角度で停止した。

「……大丈夫か？」

　と、言いながら明良は後部座席を振り返った。後ろの三人は折り重なるように倒れている。怪け我がをしている者は誰だれもいないらしく、三人三様で体を起こそうとしていた。

「……来ました」

　と、千ち紗さが言った。その言葉通り、リアウィンドウの向こうの暗くら闇やみからゆっくりと近づいてくる人影が見えた。

「……あれがそうなのか？」

　と、丸まる谷やも外を見ながら言った。明良は道彦の様よう子すを確かめる。意い識しきはないままだが、命に別状はないようだった。しかし道彦が目を覚まさなければ、車の運転はできない。

「私が食い止める」

　丸谷はドアを開けて、転がるように外へ出ていった。

「危ない！　やめろ！」

　と、明良は言ったが、丸谷は聞かなかった。彼はスーツの上着のボタンを外し、ホルスターから拳けん銃じゆうを抜いた。明良はそれを見て舌打ちした。

「叔父おじさんを起こしといてくれ」

　岬みさきたちに言い残して、明良も助手席のドアを開けて外へ飛び出した。

「私も行きます」

　と、千紗も後部座席のドアを開けた。

「……え？」

　と、岬は呟つぶやいた。車内に残ったのは、岬と道彦だけだった。
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　柊とう美みは薄暗いトンネルを走っていた。いつからそうしているのかは分からない。どこまでも続くぼんやりとした道があるばかりだった。

（明良君）

　彼女は心の中で同じ名前ばかり繰くり返していた。彼が行ってしまった、もう戻ってこないと誰かに教えられた。だから自分は追っていかなければならない。パジャマとカーディガンを着た彼女は、裸足はだしのまま走り続けていた。

（どこに行ったんだろう）

　と、柊美は思った。それから初めて、周囲を見回した。

（……ここは）

　彼女の疑問を合図にするように、輪りん郭かくのない世界は少しずつ形を持ち始めた。周囲の壁かべに濃のう淡たんが生まれ、やがて不規則な模様になった。現像されていく写真のように、ゆっくりと周囲の風景が浮かび上がってくる。歪ゆがんで垂たれ下がった屋根や、ガラスの一枚もない窓や、ひびの入ったコンクリートの壁が次々と生まれた。

　いつのまにか、彼女は崩れかけた廃はい墟きよの間を走っていた。誰だれ一人としてすれ違う者はいなかった。家々の屋根も壁もすべてがどす黒く変色している。ところどころの窓や崩れた壁の間から、くすぶった黒い煙が立ち上っている。大きな火事で焼けたようだった。

　なにもなかった彼女の足元が隆起して、まるで植物のように地面から無数の小さな塊が現れた。それぞれのその塊は、固い石や光るガラスや金属の欠片かけらに変わった。

　いくつもの尖とがった先端に両足を苛さいなまれて、彼女は初めて立ち止まった。そして足の裏に食いこんだ小さな欠片を払うと、裸足はだしで踏める場所を探るようにしてまた歩き始める。歩みを止めるつもりはなかった。

　薄うす暗ぐらい道を進むうちに、ところどころで細い光の束が射さしこんでいることに気付いた。思わず頭上を見ると、そこにはアーチ型の天井があった。柊とう美みが歩いているのは壊こわれかけた長いアーケードの途中で、その破れ目から淡い光とともに雪が降り注いでいるのだった。

　ふと、柊美は地面に突き刺さった大きな木の看板に行き先を阻はばまれた。彼女はそれを避さけようとして、見覚えのあるその看板の文字に目を止めた。




　オヌマ書店　信用第一




　そこから先の部分は焦げて読めなくなっていた。柊美は改めて周囲を見回す。

　彼女が立っているのは、廃墟と化した神かみ岡おか町ちようの商店街だった。見み慣なれた建物はすべて壊れているか、あるいは燃もえつきていた。

　静まり返った黒い町の中を、柊美は進んでいった。以前にもこの風景を見たことがあるような気がした。一体、どこに明あき良らがいるのだろう。

（明良君）

　柊美は心の中で呟つぶやいた。ふと顔を上げると、商店街の出口が見えた。射しこむ光の中に、誰かが立っているのが見えた。

「……あ」

　柊美は足元を気き遣づかうのも忘れて走り出した。なにかの尖った欠片を踏み、何度も転びそうになりながら、柊美はアーケードを出る。真新しい白い雪を踏んで、彼女は彼に近づいていった。彼は背中で両手を組んで立っている。

「良かった。行っちゃったのかと思った」

　と、柊美は言った。商店街のアーケードを抜けた場所は、神かみ岡おか駅のバスロータリーがあったはずだが、今はなにもない。だだっ広い空間が広がっているだけだった。

「……まだ行ってないよ」

　と、彼は言う。彼女は表情を曇くもらせた。

「でも、柊とう美みさんが来てくれないと、もう会えなくなるかも」

　その言葉だけでも息が詰まりそうだった。柊美は溺おぼれかけた人のように、彼の腕にしっかりとしがみついた。

「今すぐ行く。どこへ行けばいいの？」

　雪の上には彼の足跡はどこにもない。かすかに血に染まった柊美の足跡があるだけだった。それでも彼の肩や髪には、一かけらの雪も積もっていなかった。どうしてだろう、と彼女はぼんやり思った。

「でも、柊美さんは今、動ける体じゃないし」

　と、彼は言った。

「そのまま寝てる方がいいんじゃないかな。その方が楽だしさ」

「……いや」

　彼女は震ふるえながら首を振った。

「本当に動けるようになりたい？」

「うん」

「じゃあ」

　笑いを嚙かみ殺すように彼は言った。

「手を出して」

　柊美は右手を差し出したが、彼は首を横に振った。

「そっちじゃない。左手の方」

　柊美が左手を差し出すと、彼は背中に隠していた自分の手を差し出した。柊美は初めて違和感を覚えた。彼の手は地面に落ちた影のように黒かった。

「どうしたの？　せっかくここまで来たのに。それとも、帰ってこない人間を待っている方がいい？」

　柊美はもう迷わなかった──左手を伸ばして、彼の手をしっかりと握りしめた。




　うとうとしていた遼りよう子こはふと顔を上げた。柊美がベッドの上に起き上がっている。

「……柊美」

　と、遼子は言った。

「どうしたの？」

「気分がよくなっただけ。もう大丈夫みたい」

　彼女は娘の顔を覗のぞきこんだ。確かにさっきとは比べものにならないほど顔色はよくなっている。

「喉のど渇いちゃった。水、もらっていい？」

「ちょっと待ってなさい」

　エレベーターの近くに、自動販売機があったはずだ。遼りよう子こは椅い子すから腰を浮かせかけた。

「あ、そうだ」

　柊とう美みが不意に言った。

「床に変なものが刺さってるでしょう」

「そうだけど、どうかしたの」

「一本でいいから、抜いて」

「え？」

「お願い。そうしないと駄だ目めなの」

　遼子はさっきの明あき良らの言葉を思い出していた。確か、絶対に抜かないで欲しい、という話だった──しかし、あの少年の言うことがなんだろう。娘が抜いて欲しいと言っているのだ。遼子は床に膝ひざを突いて、椅子から一番近い一本を引き抜いた。手で触れた瞬しゅん間かん、かすかに振動しているような気がした──。

　もちろん、気のせいに違いない。

「これでいい？」

　と、遼子は言った。初めて、彼女はそれが音おん叉さだということに気付いた。一体なにに使うものなのか、見当もつかない。柊美は頷うなずいてそれを受け取ろうとした──最初は左手を伸ばしかけたが、突然それを引っこめて右手で受け取った。

「気持ち悪いわね、それ」

　と、遼子は言いながら立ち上がった。娘に水を持ってこなければならない。病室を出ようとしたところで、急に声をかけられた。

「お母さん」

　遼子は娘を振り返った。

「今までごめんなさい」

「なに言ってるの」

　彼女は笑いながら病室を出た。水を飲ませたら、医師を呼ぼうと彼女は思った。きっと驚おどろくに違いない。しかし、自販機で買ったペットボトルの水を持って病室に戻った時、柊美は姿を消していた。着替えも、あの紫色の音おん叉さもなくなっていた。

　どこを捜しても、娘の姿は見えなかった。
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　ワゴン車は路ろ肩かたに斜めから突っこむように停とまっていた。助手席から出た明良はよろけて、アスファルトに一いつ瞬しゆん手を突きかけた。揺さぶられたせいで、少し平へい衡こう感覚がおかしくなっているらしい。

　丸まる谷やは怪物とワゴン車のちょうど中間に立ちはだかって、拳けん銃じゆうを構えていた。明あき良らが車のトランクルームを通りすぎようとすると、不意に後部座席のドアの開く音がした。

　振り向くと、千ち紗さが道路に出てきたところだった。

「なにやってんだ。車に戻ってろ」

「でも……」

「いいから。理由は後で……」

「止まれ！」

　と、丸谷の叫ぶ声が聞こえた。明良は再び丸谷の背中を見る──。

「銃を捨てろ！」

　と、叫んだのは明良だった。恐れていたことが現実になった。丸谷の体にも、さっきの道みち彦ひこと同じように幽ゆう霊れいたちが群がっている。明良が丸谷へ飛びかかろうとした瞬間、銃声が響ひびき渡った。

「……っ」

　明良は思わず足を止める。硝しよう煙えんの匂においがあたりに漂う。丸谷は銃口を明良へ向けていた。反射的に明良は自分の体を見下ろしたが、傷はどこにもなかった。ただ、足元の地面に小さな穴が開いている。もう一歩前へ進んでいたら、足を撃うち抜かれていた。

「直系の者は殺すな」

　怪物が丸谷に言った。やはり、どこかで聞き覚えのある声だった。

（直系？）

　と、明良は思った。一体、なにを言っているのだろう。

「だが、お前が死ね」

　丸谷が震ふるえる腕を上げて、自分のこめかみに銃口を持っていった。明良が動く間もなく、また丸谷は引き金を引いた。

「うっ」

　明良は一瞬目を閉じて顔を背けた。しかし、もう一度目を開けた時、まだ丸谷は立っていた。震える手で、銃口を頭上に逸そらしていた。

「……なかなか耐えるな。直系ではないにせよ、山やま内うちの血を引くだけはある」

　その機会を逃さずに、明良は後ろから丸谷に飛びかかった。両手を組んで、彼の首筋を思い切り殴りつける。丸谷はがくりとその場に崩れ落ちた。

　明良は路面に転がった拳銃を拾い上げて、包帯で覆おおわれた相手の顔に向けて構えた。初めて手にした拳銃は思ったよりも小ぶりだったが、ずしりと重かった。

「直系の者たちよ」

　と、常とこ世よの怪物は言った。奇妙に優やさしい声だった。

「もう抗あらがうな。この『器うつわ』をまた傷つければ、お前たちにも罰ばつを与える。霧きりを操った女と同じようにな」

「さっきからなにワケの分かんねえこと言ってんだよ」

　と、明あき良らは言った。

「お前は絶対に倒す」

「私はただの分身だ」

　明良は相手の包帯で覆おおわれた口元をまじまじと見た。くぐもってはいるが、やはりどこかで聞いた気がする声だった。

「私はふさわしい『器』を作り、持ち返るために遣つかわされた。この町に散らばった『紫の者』の肉を集め、精強な肉体を作り上げるためにな。お前たち直系の者以外の、ほとんどすべての肉を集め終わった。そこの男を除いて」

　不意に男の右手からあの黒い嘴くちばしが現れた。まるで押し出されるように、とさかを生はやした頭が現れ、やがて黒い全身が右手からするりと抜け出してきた。その途と端たん、糸の切れた操り人形のように、包帯の男はがくりと膝ひざを突いて頭こうべを垂たれた。

　黒い鳥は男の頭にとまって、大きく翼つばさを広げた。

（あの鳥だ）

　明良はその怪物に見覚えがあった。中ちゆう央おう祭さいの時、死者たちに呼びかけていたあの黒い鳥だった。鳥が嘴を開いた。

「わが名は常とこ世よ長なが鳴なき鳥どり。わが主あるじ、影かげ取とりの分身にして常世の御み使つかい。昼と夜との境にとろんの貝を吹き鳴らす者」

「……影取？」

「見せよう。わが主の顔を」

　黒い鳥は再び男の右手に潜もぐりこんでいった。びくりと男の体が震ふるえて、また元のように立ち上がる。男の両手が顔に伸びて、巻きついた包帯を取っていった。最初に目が現れ、次に鼻が、最後に口が現れた。

　投げ捨てられた白い包帯が、風に吹かれてアスファルトの上を転がっていく。明良は拳銃を構えていることを忘れた。だらりと両手を下げて、大きく口を開けたまま、男の顔を見つめていた。

「お前を『器』にしていれば、このように顔を変える必要はなかったが」

　と、男は言う。包帯で遮るものがなくなれば、誰だれの声に似ているのかははっきりしていた。明良たちが聞き覚えのある声、と思ったのは当然のことだった。

「……俺おれじゃねえか」

　と、明良は呟つぶやいた。目の前にあるのは、生き写しのように彼と同じ顔だった。

「最初の『紫の者』が現れてから」

　と、怪物は呟つぶやいた。

「かの者は人間と交わり、その血は薄うすまっていった。今やその見る影もない。影かげ取とりは最後の精強なる『紫の者』の戦士だ。お前たちの四代前の先祖であり、『紫の銃』の最初の使い手でもある。影取がお前に似ているのではない」

　明あき良らそっくりの男は表情も変えずに言った。

「お前が影取の顔を引き継ついだのだ」

「……ふざけんな」

　明良は震ふるえる声で言った。

「なんで『紫の者』が常とこ世よの怪物になってんだよ！」

「銃の使い手だからだ」

　怪物は明良と同じ声で、当然のように言った。

「……なんだって」

「銃の使い手は死者に近づく。死者に近づく者は常世にも近づく。当然の成り行きだ」

　一いつ瞬しゆん、明良は地面がぐらりと傾いたような気がした。

「じゃあ、柊とう美みさんも……」

　不意に「器うつわ」はぐるりと首をめぐらせて、背後を見やった。病院のある方角だった。
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「どうやら、受け入れたようだな」

「……なんの話だ」

「急がねばならん。直系のお前たちはともかく、その男は別だ」

　と、顎あごで気絶している丸まる谷やを指した。明あき良らは相手の言葉の意味を察した──丸谷の痣あざを食うつもりなのだ。

「待てよ。直系って誰だれのことだ」

　丸谷の体を庇かばうように、明良は立ちふさがった。「器うつわ」は哀れむように彼を見る。

「影かげ取とりは紫の右目、右手、右耳を有していた。これだけ言ってもまだ分からないか？」

　明良はあっと声を上げそうになった。神じん野の道どう蔵ぞう、奥おく村むら菊きく乃の、高たか木ぎ昭しよう三ざぶ郎ろう──この三人が「影取」の血を引いていると言っているのだ。

　その時、ワゴン車からエンジン音が聞こえた。明良はぎょっとして振り返った。千ち紗さは自分から少し離れた場所に立っている。車の中には道みち彦ひこたちしか残っていない。ワゴン車は唐突に急発進し、怪物に向かってバックしてきた。

「……無む駄だなことを」

　と、「器」の口が動いた。アスファルトの下から幽ゆう霊れいの群れが現れて、車を一斉に覆おおいつくした。

（取り憑つかれる）

　明良が思った瞬しゆん間かん──その巨大な塊からワゴン車がするりと抜け出して、「器」の体を跳ね飛ばした。男はくの字に体を折りながら宙を飛んで、路面をごろごろと転がっていった。

「え？」

　車は明良の目の前で不器用に急停止した。明良は後部座席の方へ、丸谷の体を必死に引きずっていった。駆けつけた千紗もそれを手伝う。

「岬みさき、ドア開けてくれ！」

　明良が呼びかけると、

「はい！」

　と、何故なぜか運転席のドアが開いた──ステアリングを握っているのは岬だった。

「なんでお前が運転してんだよ！」

「お父さん起きないんだもん！」

　と、岬は言った。道彦は後部座席のシートに横たわっている。どうやら、明良たちが話をしている間に岬一人で入れ替えたらしい。

　とにかく、話をしている暇はない。明良と千紗は後部座席に丸谷の体を放りこむと、自分たちも折り重なるように車内に潜もぐりこむ。

　明良はリアウィンドウごしに背後を見る。鳥の操る「器」は立ち上がろうとしていた。

「行くよ！」

　と、岬みさきが叫ぶと同時にワゴン車は急発進した。
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「……とりあえず引き離したみたいです」

　車の後ろを見ながら千ち紗さは言った。

「お前、どうしてなんともなかったんだ？」

　助手席に体を滑りこませながら、明あき良らは岬に言った。案外、危なげなく岬は運転している。ワゴン車は海に向かってまっすぐ進んでいた。

「なんともなかったってなんかあったの？」

　明良は首をかしげていた。道みち彦ひこも丸まる谷やも幽ゆう霊れいに乗り移られたのに、どうして岬だけは無事だったのか。

　不意に岬は片手を明良の方に差し出した。

「片手運転すんなよ。危ないだろ」

「違うよ。これ、刑事さんに返しといて」

「……あ」

　岬の手の中にあるものを見て、明良は思わず声を上げた。例の紫色の鈴だった。そういえば、これを身につけていた間は、丸谷はあの怪物に襲おそわれなかった。多た分ぶん、これのおかげだろう。

「……いや、今はお前がそれ持ってろ」

　と、明良は言った。

「お前、車の運転なんてできたんだ」

「これ、オートマだからそんな難しくないよ。お父さんとドライブ行った時に、ちょっとだけ運転させられたことあってさ。『面おも白しろそうだから、お前運転してみろ』って」

「……叔父おじさんなら言いそうだな」

　と、明良は言った。

「それよりさっきのあいつ、なんなの。明良にそっくりだったじゃん」

「あれは……」

　一体どこから説明したらいいのか、分からなかった。

「俺おれにそっくりっていうより、俺が奴やつにそっくりみたいなんだ」

　と、明良は言った。

「さっきの話、本当なんでしょうか」

　ぽつりと千紗は言った。

「……私たち、全員遠い親しん戚せきなんですか」

「影かげ取とり」は四代前の明良たちの先祖だと言っていた。もし、あの鳥の言ったことが真実なら、祖父たちのさらに祖父、ということになる。

「……あの、なんか全然話が見えないんだけど」

　と、岬みさきが言った。

「後でゆっくり説明するよ。俺おれたちもよく分かってないんだ」

　明あき良らがなによりも気になっていたのは銃のことだった。銃の使い手が常とこ世よの怪物と化す、と言っていた。どうして祖父は、柊とう美みの祖母にある時期から全く銃を使わせないようになったのか不ふ思し議ぎに思っていた。あの銃がそんな危険性を孕はらんでいるなら、それも納得が行く。

　その時、湾岸道路にぶつかる交差点が見えてきた。左右どちらかに曲がって、そのまままっすぐ進めば神かみ岡おか町ちようから出られるはずだ。道路の向こう側は海になっている。かすかに遠くの空が白み始めていた。

「……本当に岬さん、運転上手じようずですね」

　珍しく感心したように千ち紗さは言った。

「そう？」

　と、照れたように岬は言った。

「でも、曲がるのが全然ダメなんだよね。お父さんに運転させられた時も、すごい緩ゆるいカーブでぶつけそうになっちゃってさ」

「え？」

　と、明良と千紗は同時に言った。




　路面にはのたうつような黒いスリップ跡が残っていた。

「海に飛びこまなかっただけ、幸運でしたね」

　と、千紗は言う。ワゴン車はごく普通の曲がり角を曲がり切れずに、ガードレールに衝しよう突とつして止まっていた。五人は歩道の上から、傷だらけの車体を眺めている。衝突のショックで道みち彦ひこと丸まる谷やも目を覚ましていた。

「あーあーあー」

　と、道彦は言った。

「……廃車だな、こりゃ。まあ、何度か事故ってるからしょうがねえか」

「お父さんごめん。やっぱり、あたしカーブダメみたい」

　岬が済まなそうに言うと、道彦は娘の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「まあいいさ。お前が運転すると色々面おも白しろいことが起こるもんだな」

　と、妙ににこにこしながら道彦は言った。

「これからどうする？」

　と、丸谷が明良に聞いた。

「走ってでも逃げるしかないだろ」

　追いつかれるのは分かっているが、他ほかに方法はない。

「海は？」

　と、岬みさきが言った。指差した方向を見ると、波をかき分けるようにして、一いつ艘そうの釣り船が三さん者じや岩いわの方へ進んでいた。明あき良らは考えこんだ。海だったら、あの怪物も追ってこられるとは思えない。

「……いい考えかも」

「そんな時間ありません」

　と、千ち紗さが言った。

「……来たみたいです」

　明良たちがやってきた道のはるか先に、ぽつんと小さな影が見えた。どうやら骨が折れているらしく、足を引きずるように走っているが、それでもおそろしく速い。

「君たちは行け」

　と、言いながら丸まる谷やは銃を構えた。

「なに言ってんだ。狙ねらわれてるのはあんたなんだよ！」

　と、明良は言ったが、丸谷は聞き入れなかった。

「あ……」

　千紗が突然、明良に向かって言った。

「もう一つ『音』が聞こえます」

「別の怪物が来たっていうのか？」

　明良が言うと、千紗は口ごもった。

「いえ……なんていうか……よく分からないんですけど」

「とにかく逃げるぞ」

　明良は丸谷の腕を摑つかもうとする。しかし、彼はそれを振り払った。

「……私はここで逃げるわけに行かないんだ」

「俺おれだって同じだよ！」

　と、明良は叫んだ。

「でもしょうがねえだろ！」

　この場に柊とう美みはいないのだから。「武器」があるわけではないのだから。

「止まれ！」

　と、丸谷が叫んだ。不意に怪物はつんのめるように両手を突く──転んだ、と明良は思った。だが、怪物は四つ足で走り出した。今までよりもはるかに速い動きだった。

「な……」

　丸谷は引き金を引く。しかし、すでに怪物はアスファルトを蹴けって跳ちよう躍やくした後だった。銃声が明良たちの耳に届いた時には、怪物は丸谷の目の前に着地していた。地面すれすれの場所から、明良とそっくりな顔が丸谷を見上げる。

「う……」

　その右手から、黒い嘴くちばしが飛び出した。怪物は伸び上がりながら丸まる谷やの体にのしかかり、彼の右肩をスーツごと引き裂いた。明あき良らの立っている場所から、丸谷のむきだしの肩にある紫の痣あざが見えた。柊とう美みの手にあるものと同じ色をしていた。

　怪物は大きく口を開くと、丸谷の肩に嚙かみついた。明良が素す手でで怪物に飛びかかろうとした瞬しゆん間かん、怪物の後頭部に紫色の光が命中した。

　衝しよう撃げきに飛ばされた怪物は丸谷ごと道路に倒れ、光の放たれた方向を振り向いた。真っ赤に染まった口元から、ぬるぬるしたものがだらりと垂たれ下がっていた。

「……柊美さん」

　道路の向こうから現れたのは柊美だった。明良は信じられない思いで、走ってくる彼女を見つめていた。さらに彼女が引き金を引こうとすると、怪物は再び跳ちよう躍やくしてガードレールを越えた──その先は海だった。大きな水しぶきが上がる。

「……動けるんですか？」

　と、明良は言った。彼女は息を切らした様よう子すもなかった。顔色もみちがえるほどよくなっている。ここ何ヶ月か、走っている柊美など見たことがなかった。それに、銃を使った後なのに咳せき一つしていない。

「もう平気」

　一いつ瞬しゆん、別人ではないかという気さえしたが、彼女は手袋をした右手に銃を握りしめている。彼女以外の人間に銃を使えるはずがない。

　柊美は丸谷のそばに蹲うずくまった。

「大丈夫ですか？」

　彼の肩から泉のように血が溢あふれていた。「紫の者」の痣の部分だけを食いちぎられたのだ。

「……やっぱり、私には無理みたいだな」

　と、丸谷は笑いながら言った。

「私は大丈夫だ。君たちは奴やつを追ってくれ」

「でも……」

　明良は海を見た。一体、あの怪物はどこへ行ったのか。

「多た分ぶん、あそこよ」

　柊美は沖を指差す──明るくなり始めた海面に、ぽつりと黒い隆起がある。そこには三さん者じや岩いわがあった。

「……なんで分かるんですか？」

　と、明良は言った。彼女は銃を持っていない左手で明良の手を握った。手袋ごしだというのに、奇妙に冷たい手だった。

「今は言えないの。後で話すわ」

　と、彼女は言った。
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「あんたら、あんなとこなにしにいくんだ？」

　釣り船を操そう縦じゆうしている船主が言った。船は朝日の中を三さん者じや岩いわを目指して進んでいた。釣り客が何人か乗っており、不ふ審しんげに明あき良らたちを眺めている。

「あそこは立ち入り禁止だろ」

「……いや、ちょっと色々あって」

　操縦席の脇わきに立っている明良はそう答えた。怪物を追ってるんだ、と答えるわけにも行かなかった。

　明良と柊とう美みと千ち紗さは通りかかった釣り船に乗せてもらっていた。丸まる谷やが警けい察さつの身分証を見せて、どうしても明良たち三人を三者岩へ運んで欲しい、と頼んだのだった。

　彼は柊美を見る。彼女は船首に近いところに座っていた。白いコートの背中で、風にあおられた長い髪が躍おどっている。

（どうしたんだろう）

　自分の知っている彼女とはどことなく違うように見える。明らかに彼女の様よう子すはおかしかった。何故なぜ、三者岩に怪物が逃げたと分かるのか、どうして突然あんなに回復したのか、それにもう一つ──どうして自分たちが海のそばにいると分かったのか。

　千紗は明良のすぐそばに立って、音おん叉さを手に持って確かめている。音叉は柊美が病室から持ってきたものだった。そういえば千紗もさっきから様子がおかしい。船に乗る前、柊美から音叉を受け取った時、二人でなにかひそひそと話をしていた。それ以来口数が少ないし、なにやら考え事をしているようだった。

「……高たか木ぎ」

　明良が言うと、千紗はびくっと顔を上げた。

「さっき船に乗る前、柊美さんとなに話してたんだ？」

「え……」

　千紗の目がうろうろと柊美の方へ泳いだ。

「あの……それは」

　珍しく彼女は言葉を選んでいるように言い淀よどんだ。不意に柊美が立ち上がって、揺れる船の中を明良たちのいる方へ歩いてきた。千紗ははっと口をつぐんだ。

「もうすぐ三者岩だぜ」

　船主が言い、それから付け加えた。

「このへんも最近は潮しおの流れがおかしくてな。ポイントが変わっちまって困ってるんだよ」

　明良は操縦席を見上げた。

「……いつぐらいからですか？」

「九月の終わりぐらいからかなあ。埋め立てのせいか、それとも異常気象かなあって話してたんだ」

　九月の終わり──ちょうど、非時香菓ときじくのかぐのみの事件が起こった頃ころだ。

「明あき良ら君」

　彼のそばへやってきた柊とう美みが言った。

「……なんですか？」

「三さん者じや岩いわには、私だけ降りちゃ駄だ目め？」

「え？」

「明良君は、船に残ってくれない？」

「さっきからなに言ってんだよ！」

　彼は柊美の肩を摑つかんで揺さぶった。彼女は明良から目を逸そらす。しかし明良はなにもかも事情を問い質ただすつもりだった。もう不安に耐えられなくなっていた。

　その時、千ち紗さが短い悲鳴を上げた。彼女は甲板の上に自分の両腕を抱くようにして座りこんだ。

「どうしたんだ」

　と、明良は言いながら彼女の脇わきにしゃがむ。千紗は真っ青になった顔を上げた。肩が小刻みに震ふるえている。

「私たち、見ませんでした」

　ほとんど泣き出しそうな顔で彼女は言った。

「ここまでは来なかった。町中見て回ったのに！」

　明良は立ち上がって三者岩を右目で見る。かすかに、黒いもやのようなものが立ち上っているのが分かった。

「……そんな」

　中ちゆう央おう祭さいの後で、明良と千紗は非時香菓ときじくのかぐのみを実らせる常とこ世よ花ばなの木が町中に植えられていることを知った。二人は町の山の手から海岸までを見て回り、土から顔を出した芽や若木をすべて回収した。

　海の上を除いては。

「……あそこにもあったのか」

　と、明良はうめいた──二ヶ月経たてば、常世花の木は成木になってしまうはずだ。

　それは常世の門そのものになる。




　三者岩は島というよりは、岩場の寄せ集めのようなものだった。背の高い尖とがった岩が、中心の比較的平らな土地をぐるりと囲むように立っている。現在では町有地になっており、近づく者もほとんどいない。明あき良らたちは滑る岩と岩の隙すき間まを通って、中心の広場のような場所に出た。古い社やしろが一つある他ほかにはなにもない場所だった。社には神かみ岡おか町ちようを覆おおう結界の一角をなす巨大な音おん叉さが納められている。そこにはちゃんと土が残っており、草木もいくらかは生はえていた。

「……あれだよな」

　と、明良は言った。広場の真ん中に、黒い切り株のようなものがあった。直径にして三メートルほどのものだが、明良たちの膝ひざぐらいの高さでぶつりとその幹は途と切ぎれていた。そこから、かすかに黒い霧きりのようなものが流れ出している。

「誰だれかが切り倒したんでしょうか」

　と、千ち紗さが言った。

「そんなはずないだろ」

　常とこ世よ花ばなの木は、人間の力で切ることはできない。明良は注意深く成木の方へ歩いていった。柊とう美みは少し離れた場所に立ってそれを見ていた。近づくにつれて、彼の爪つま先さきにひやりとした黒い霧きりがまとわりついてくる。

　立ち止まった明良は、思わず息を吞のんだ。

　それは切り株などではなかった。幹の上面に切られた跡はどこにもない。上面のちょうど中心のあたりに、大きな穴が開いている。木の根元から始まった幹は、わずか数十センチの高さで内側にくるりと反転していた。まるで裏返しにされたように、暗い穴の中へとどこまでも続いていた。

（地下へ向かって延びてるんだ）

　穴の中は黒い霧で満ちている。おそらく、すでに常世へと通じているはずだ。明良は首を突っこむようにして、穴の中を覗のぞきこむ──すぐ目の前に自分の顔が映っているのが見えた。一いつ瞬しゆん、この下も海になっているのかと思いかけた瞬間、

（俺おれじゃない）

　右目は紫色ではなかった。常とこ世よ長なが鳴なき鳥どりが作り上げたあの「器うつわ」だった。

「あいつだ！」

　それはゆっくりと常世の門の中を下降しつつあった──今すぐに引きずり上げなければならない。柊美たちが明良のそばへ走り寄ってきた時、「器」の肉体から黒い鳥が飛び出して、まっすぐに明良に向かって飛んできた。

「あっ！」

　明良が反射的に顔を背そむけるのと、常世長鳴鳥が明け方の空へ飛び出すのは同時だった。黒い鳥は羽ばたきながら、上空でぴたりと静止した。

　柊美は空に向けて一発撃うった。鳥はぐるりと旋回して紫色の光を避よけると、柊美へと急降下してきた。明良は彼女の体を地面に引き倒した。二人の頭上をすれすれに鳥の翼つばさが横切っていく。明良たちが顔を上げた時、黒い鳥は常世花の木の上に止まっていた。

　柊とう美みは鳥に銃口を向けて、引き金を引いた。黒いとさかの生はえた頭が音もなく四散した──しかし、常とこ世よの門から溢あふれた霧きりがまとわりつくように鳥の首に集まり、すぐに元通りの頭が形成されていった。

（常世の門のある場所では、銃は効果がない）

　と、明あき良らは思った。三人は一度広場の隅にまで後退した。鳥は追ってこなかった。

「あの『常世の門』のまわりに結界を張れないか？」

　明良は千ち紗さに言った。

「鳥も一いつ緒しよに結界の中にいては意味がありません」

　それならば、鳥が離れた瞬しゆん間かんを狙ねらうしかない。こうしている間にも、あの「器うつわ」は刻一刻と常世へと沈んでいく──しかし、常とこ世よ長なが鳴なき鳥どりは一向に穴のそばから動こうとしなかった。

「あいつは俺おれたちを倒すつもりなんかないんだ」

　明良は二人に言った。

「『器』とかいうのは完成してる。それを常世に送るのが奴やつの目的なんだ。奴をあそこから引き離さなきゃ」

「でも、どんな方法が……」

　と、千紗が言った。明良は考えこんだ。あの鳥はもうこの町に用などありはしない。自分の意思では動こうとしないだろう。かといって、「紫の銃」は通用しなかった。

「方法ならあるわ」

　柊美が低い声で言った。

「私があの鳥をあそこから引き離すから、その間に高たか木ぎさんはあの門に結界を張って」

「そんなこと、どうやってやるんですか？」

　明良は驚おどろいて言った。柊美は長い間、彼の顔をじっと見ていた。明良の中で不安がさらに増した。この半年、いつも彼女を見てきたつもりだった。しかし、今目の前にいる彼女がなにを思っているのか、まるで読み取ることができない。今まで見たことのない表情を浮かべていた。

「明良君」

　と、彼女は言った。

「できれば、目をつぶっていてくれない？」

　明良はさっき船の上で彼女が言ったことを思い出した。自分たちに来て欲しくないと言ったのも、このことを言っていたのだと直感した。

「……嫌いやだ」

　と、明良は言った。

「なにやろうとしてんだか分からないけど、やめて下さい。絶対、よくない気がする」

　柊美の表情が一いつ瞬しゆん変わりかけて、また元の見知らぬものに戻った。

「でも、他ほかに方法がないの。私、いつも一緒にいられたらって思ってた。でも、もともと最初からいい方法なんかなかったのかも」

　明あき良らは呆ぼう然ぜんと柊とう美みの言葉を聞いていた。彼女がなにを言っているのか分からなかった──いや、なにを言おうとしているのかははっきりと分かっていた。何故なぜ今ここでそれを口にしているのかが理解できなかった。

　柊美が口にしているのは、別れの言葉だった。

「高たか木ぎさん、お願い。驚おどろくだろうけど」

「……分かってます」

　と、千ち紗さはひきつったような声で言った。明良は思わず千紗の顔を見る。彼女はすでに知っているようだった。

　その間に、柊美は常とこ世よの門の方へ歩き出していた。

「柊美さん！」

　明良は彼女の方へ走りだそうとしたが、常世の門から黒い霧きりの塊がどっと押し寄せてきた。バランスを崩した彼は二、三歩後ろに下がった。

「私、多た分ぶんどこかで間違えたんだと思う」

　と、彼女は言った。それから不意に彼女の顔がくしゃくしゃに歪ゆがんだ。

「ごめんね、でももう手遅れなの」

　柊美は左手の手袋を外した──彼女の手はまるで影のように黒く変色している。明良はあの小さな黒い痣あざを思い出した。まるであの痣が彼女の手を食いつくしたようだった。

　常世の門から噴ふき出した黒い霧が彼女の方へ集まってきた。コートとセーターの片方の袖そでが一いつ瞬しゆんのうちに弾はじけて、左腕が肩まで露あらわになる。肘ひじの少し上まで、すでに黒く変色している。そして、その黒い部分は二の腕を這はい上がりつつあった。彼女の左手の周囲で、黒い霧は竜巻のように渦を巻き始めた。その渦の生み出す突風で、明良は彼女に近づくことができなかった。

　黒い鳥は口を開いて毒々しげに一声鳴いた。柊美が黒い手を怪物の方へかざすと、霧は渦を巻きながら常世の門へと飛んだ。渦は黒い怪物の体をしっかりとつかまえて、はるか後方へと跳ね飛ばす。

　その瞬間、無言で千紗は走り出した。常世花の成木に到着すると、素早く周囲の地面に音おん叉さを刺しこんでいく。四本目の音叉を手にした瞬間、霧の渦からようやく抜け出した鳥が一直線に千紗に襲おそいかかった。

　千紗は顔を上げずに最後の音叉を地面に刺しこんだ。四本の音叉が震ふるえて、結界が作動しはじめる。千紗に迫ってきた常とこ世よ長なが鳴なき鳥どりが、食らいつこうと嘴くちばしを開けた瞬間、紫色の光が鳥の頭を正確に射抜いた。

　鳥はくるくると回転しながら千紗の足元に落ちて、砂のように崩れていった。柊美は右手で銃を構えたまま、凍りついたようにその場に立っていた。彼女の操っていた常世の霧はもうどこにもない。しかし、彼女の左腕は肩まで黒く染まっていた。

　明あき良らは柊とう美みの方へ走っていった。彼女は彼を見て微笑ほほえんだような気がした──しかし、次の瞬しゆん間かん、ゆっくりとその場に倒れていった。彼は膝ひざを突いて、意い識しきを失った柊美の体を受け止めた。息はしているが、氷のように冷たい体だった。

　明良は直感した。彼女の意識は常とこ世よの闇やみに落ちている。もう自分から目覚めることはないのだと。その時、千ち紗さの足音が近づいてきた。

「……遅かったみたいです。もう、あの『器うつわ』は常世の門の奥へ行ってしまいました」

　彼は柊美の体を抱いたまま、ぼんやりと千紗の言葉を聞いていた。

「お前、気がついてたんだな」

「……彼女から『音』が聞こえたので」

　明良はごくりと唾つばを吞のみこんだ。

「どうしてさっき、俺おれと一いつ緒しよに止めなかったんだ」

「手遅れでしたから」

「じゃあお前」

　明良は言葉を切った。怒りのあまり喉のどに声がからんだ。

「見殺しにしたのかよ！」

「しょうがないじゃないですか！」

　千紗は涙声で言った。
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「船の上で御み厨くりやさんに言われたんです。手遅れだから止めないでって」

　明あき良らはふと、さっきの柊とう美みの言葉を思い出した。どこかで間違えたと言っていた──おそらく、彼女は自分からこうなることを選んでしまったのだろう。そう思った瞬しゆん間かん、明良の中で様々な感情が潮しおを引くように消えていった。

　後に残ったのは疲労に似た感覚だった。彼は緩かん慢まんな手つきで、彼女の額ひたいに触れた。

「……守るって、約束したんだけどな」

　それを聞いた途と端たん、千ち紗さが両手で顔を覆おおって泣き始めた。
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　もう日が暮れていた。明良は背中を丸めるようにして、自分の家へ続く坂を上がっていった。そこから少し離れて、千紗と岬みさきが並んで彼の後に付いていっていた。

　ふと、岬が口を開いた。

「御厨さん、もう起きないのかな」

「……やめて下さい」

　と、千紗が言った。

　柊美は病院に収容された。命に別状はないが、あれからずっと眠り続けている。明良は一日中、病院のロビーでぼんやりしていた。柊美の病室には母親がいる。彼女も呆ぼう然ぜんとベッドの脇わきで座りこんでいるだけだった。明良と彼女は顔を合わせたが、申し訳ありませんでした、と明良が頭を下げたのも気付かない様よう子すだった。

　明良は坂の上の自宅に辿たどり着いた。力なく玄関の中へ入っていった。しかし、引き戸を閉めるのも忘れている。千紗と岬は開け放たれた戸の前で顔を見合わせた。

「……どうする？」

　と、岬が言う。道みち彦ひこには「今日はそっとしておいてやれ」と言われている。しかし、二人はともかくも家まで着いていくことにしたのだった。

「明良、自殺したりとかしないかな」

　と、岬が言った。

「さっきからやめて下さい！」

　実は千紗も同じことを考えていた。結局、二人とも先を争うように家の中へ入っていった。

「神じん野のさん！」

　千紗たちが座ざ敷しきへ入っていくと、明良は薄うす暗ぐらい部屋の真ん中でぼんやり座っていた。二人は

「コーヒー、淹いれてあげる」

　岬が台所に立っていった。千紗は明良から少し距離を置いて腰を下ろした。

「私、時々御厨さんの様子が変だなって思ってました」

　と、彼女は言った。

「具合が悪くなってから、ずっとふさぎこんでるみたいで。まわりから見ると大したことじゃなくても、一人でいると自分の不安な気持ちとか、そういうのが勝手に膨ふくらんでいって……だから、大事じゃないものにすがりついて、物事の見極めができなくなってしまうことがあると思うんです」

　千ち紗さは明あき良らの方を窺うかがったが、彼は畳の上に視線を落としたままだった。

「私、祖父が死んだ後も何年も一人で住んでいました」

　岬みさきが足音をしのばせながら座ざ敷しきに入ってきた。そして、明良と千紗にカップを手渡すと、また台所の方へ戻っていった。

「このままずっと一人でいなきゃいけないって思ってました。あの家に住むのを義務みたいに感じてて……」

「高たか木ぎ、お前どうするんだ」

　と、不意に明良は言った。千紗の話など聞いていなかったかのようだった。

「どうするって、どういうことですか？」

「柊とう美みさんはずっとあのまんまかもしれない」

　彼はかすれた声で言った。

「俺おれは柊美さんを助ける方法を調べようと思う。でも、もしその方法が分かったとしても、それはものすごく危ない方法だと思う……なにしろ、俺たちには武器がないんだし。影かげ取とりとかいうのも、こっちに出てくるみたいだし」

「それで……？」

「お前、町を出た方がいいかもしれない」

　明良は言った。自分自身に話しかけているような、弱々しい声に千紗ははっと胸を衝つかれた。

「……私たちはチームじゃないですか」

　と、千紗は言った。

「チームもなにもねえだろ。柊美さんがいないのに」

　明良は吐き捨てるように言った。

「知ってるか。紫の者の中でも『目』が一番大事なんだってよ。だから、昔は『目』を持ってる奴やつがリーダーって決まってたんだって」

「……今もそうなってると思いますけど」

　明良は答えなかった。相手の顔を窺うかがった千紗はぎょっとした。明良は笑っていた。

「柊美さんがああなったのにか？　ずっと悩んでたのに、近くにいて全然気がつきもしなかった。それがリーダーか？」

「それは……」

「俺は役立たずだ。この先、俺に付いてくるとお前も死ぬぞ」

「な……」

　一いつ瞬しゆん、千ち紗さの目の前が真っ暗になった。

「悪かったな。神かみ岡おか町ちように来いなんて言って」

「……」

「だから、できるだけ早く……」

　千紗の中で得え体たいの知れない感情がふつふつと胸の奥から湧わいてきた。耐え切れなくなって彼女は立ち上がった。

「……あなたは」

　と、震ふるえる声で彼女は言った。

「私が必要だって言ったじゃないですか！」

　明あき良らの表情が初めて動いた。のろのろと千紗の顔を見上げる。

「協力して欲しいって言ったじゃないですか！　今になって出て行けなんて……」

　喉のどに熱い塊がこみ上げてきて、千紗は言葉を切った。一瞬、この場でまた泣き出しそうだった。

「私は嫌いやですから！」

　彼女はきっぱり言った。

「町の外にいて、神じん野のさんが死んだなんて話聞いても、全然嬉うれしくありませんから！」

　彼女は乱暴にカップを置いて立ち上がった。千紗は腹を立てていた。これ以上ここにいると、自分でもなにを言い出すか分からなかった。

「帰ります！」

　コートに袖そでを通しながら、彼女は足音高く廊下を歩いていった。なにか岬みさきが声をかけたような気がするが、立ち止まらなかった。玄関で靴を履はき、がらりと引き戸を開けて外へ出る。そして、

「明日また来ますから！」

　と叫んで、ぴしゃりと戸を閉めた。




　ふと、明良は自分の顔に影がかかるのを感じた。彼は反応しなかったが、次の瞬間、右みぎ頰ほおに固いものがぶち当たっていた。手にしていたカップが飛んで、明良は障子に頭から突っこんだ。見上げると岬が仁に王おう立だちになっていた。思い切り蹴けられたのだ、と分かった時には、今度は顎あごに新たな蹴りが入っていた。

「いってえな！　なにすんだこのバカ！」

　明良はじんじん痛む顎を押さえながら、膝ひざを突いて立ち上がりかけた。歯は折れていないが、口の中が何箇所か切れている。そこへ腰の入った岬の右ストレートが飛んできた。どうにか直前で受け止めることができたが、両手が痺しびれている。顔面に食らっていたら、と思うと背筋が寒くなった。

「お前、頭どうかしてんじゃ……」

　不意に彼は口をつぐんだ。岬みさきの目から今にも涙が溢あふれそうになっていた。

「……謝あやまれ」

　と、岬が言った。

「え？」

「高たか木ぎに謝るの！」

　涙声で岬は言った。

「……」

「あたしらのことなんだと思ってんだよ！　一人で悩んでるような顔して！　あたしらのことバカにしてんのか！」

　岬の拳こぶしから力が抜けていく。彼女の目からぼろぼろ涙が溢れていた。

「あんたは一人じゃないって、はっきり言われないと分かんないの！」

　彼はさっきの千ち紗さの言葉を思い出していた。彼女があんな風に自分のことを話すのを初めて聞いた。滅めつ多たに口にすることではなかったはずだ。

（俺おれたちはお前が必要なんだ）

　あの夏の日、確かに彼は千紗に言った。その後で千紗はこの町にやってきた。今まであの日のことを彼女は一言も口にしなかった。だから明あき良らも全く気付かなかった。

「……約束だったんだ」

　自分は千紗を必要とするという約束を交わした。柊とう美みを守るという約束と同じように。突然彼は立ち上がると、玄関に向かって走っていった。これ以上、約束を破る人間になりたくはない。




　千紗の怒りはまだ収まらなかった。今まで生きてきて、これほど腹を立てたことは一度もなかった気がする。彼女は長い坂をほとんど走るようにして下っていった。

　背後からバイクのエンジン音が近づいてきて、千紗のすぐ近くでやんだ。彼女はちらりと振り返る。明良はエンジンを切って、坂道を惰だ性せいで下っていた。慌てて飛び出してきたらしく、ヘルメットもかぶっていない。

　その顔にいくつも痣あざができていた。

「……顔、どうかしたんですか」

　話しかけるつもりなどなかったのだが、思わず千紗は言っていた。

「岬みさきにやられた」

「はあ……」

　従兄妹いとこ同士でここまで壮絶なケンカをするのかな、と思った時、

「さっきは悪かった」

　明あき良らがぼそっと呟つぶやいた。一いつ瞬しゆん、千ち紗さは耳を疑った。こうも素直に謝あやまってくるとは思ってもみなかった。

「え……まあ、分かればいいですけど」

　たった今まで膨ふくれ上がっていた怒りが、どこかへ消えてしまった。彼女は歩調を緩ゆるめ、明良の隣となりに並んだ。坂のはるか下に神かみ岡おか町ちようの家々の明かりが見える。

「前に話したと思うけど、この町のどこかに『赤い本』とかいうのがある」

　と、明良は言った。

「え……？」

「それにはあらゆる知ち識しきが詰まってるらしい。そんなものだから、まともな代しろ物ものじゃないと思う。それを読んで、死んだ人間を蘇よみがえらせようと思った人間もいたぐらいだし……でも、柊とう美みさんを助ける方法もそこに書いてあるかもしれない」

　明良の吐く白い息が白い。

「どこにあるんですか」

「分からない……分かってるのはあるってことだけだ」

　明良は急にバイクから降りて立ち止まる。千紗は明良と向かい合った。

「捜すのを手伝って欲しい。お前の力が必要だ」

　彼の言った通り、今までよりもはるかに危険だと千紗にも分かっている。彼女がいくら協力したところで、二人とも命を落とすかもしれなかった。それでも、
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「……もちろんです」

　千ち紗さはきっぱりと言った。

「ありがとう」

「お礼は御み厨くりやさんを助けてから言って下さい」

「分かった」

　明あき良らは苦笑して、再びバイクにまたがった。

「乗れよ。送っていくから」

「……ヘルメット、ないですけど」

「細かいこと気にすんなよ」

　千紗はリアシートに乗ると、毛糸の帽子をしっかり耳まで下ろす。明良はエンジンをかけた。

　なにをすればよかったのか、これからなにをすればいいのかはっきりとは分からなかった。それでも、一つだけ決めたことがある。

（私はここにいる）

　そして必ず柊美を助け出す──明良と一いつ緒しよに。

　バイクが走り出した。
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　御み厨くりや菊きく乃のは自宅の門をくぐった。落ち着いた色の和服を着て、手には買い物袋を提げている。孫の柊とう美みを置いて買い物に出かけてから、ずいぶん時間がかかってしまった。柊美は大人おとなしくしていると思うが、不安を感じているに違いない。

　遅くなったのは幼稚園で保母の話を聞いていたせいだった。時々、柊美は昼休みに幼稚園を抜け出して、菊乃の家に来てしまう。自分が責任を持って預かっていることを伝え、できれば両親には連絡しないで欲しいと頼みに行ったのだった。

「柊美ちゃんは本当にいい子ですよね」

　と、若い保母は言っていた。

「他ほかの子供とも遊んでますし、仲良くしています。でも、たまに本人はなんだかあまり楽しくなさそうな顔をしてる時があって……それに、私たちにも一いつ生しよう懸けん命めい気を遣つかってるような感じがするんです」

　柊美は他の子供とは違う。そのために、周囲に対してうまく心を開くことができないのだが、「違い」が一体どういうものなのか、詳しく説明することはできなかった。おそらく孫を正確に理解しているのは、今のところ自分だけだと菊乃は思っていた。

　自分も柊美と同じだったのだから。

　しかし、自分は柊美よりも確実に早く死んでしまうだろう。本当の意味で心を開くことのできる相手が、孫に現れる日を彼女は願っていた。遠い昔、自分にもその相手が現れたように。彼女の胸の奥がかすかに疼うずいた──彼女の「相手」は今もこの町にいる。老いてしまってはいるが今も壮健だ。しかし、結ばれることはついになかった。

　菊乃は心の中でもう一つ願いを付け加えた。自分の味わった別離を、柊美は味わうことがないように。

「ただいま」

　玄関をくぐりながら菊乃は言う。家の中は静まり返っている。不ふ審しんに思いながら家の中を捜すと、彼女の孫は縁えん側がわでぼんやり座っていた。

「お腹なか空すいたでしょう。今、おやつ作るわね」

　柊美は返事をしなかった。ふと、菊乃は顔を上げて庭を見る。なんとなく、庭に奇妙な気け配はいが漂っていた。たった今まで、そこになにかが立っていたような。

「柊美」

　菊乃は柊美の隣となりに腰を下ろしながら言った。

「お祖母ばあちゃんがいない間に、誰だれかここへ来た？」

　突然、孫は手を伸ばして彼女に抱きついてきた。小さな体はがたがた震ふるえている。

「なにがあったの？」

　柊美の背中を軽く叩たたきながら菊乃は言った。また、右手になにかが「触れた」のかもしれない。

「わたし、ともだちができるの」

　意外な答えに菊きく乃のはかえって不ふ審しんを抱いた。それなら、どうしてこんなに孫は震ふるえているのだろう。

「どんなお友達？」

「みぎめのこども」

　はっと彼女は息を吞のんだ。

「誰だれがそう言ったの？」

「しらないひと」

　その何者かは未来のことを知っているのだろうか。それを知り得た常とこ世よの怪物に、彼女は心当たりがあった。かつてその怪物を倒すために、この町に集まった四人は最も大きな苦痛を味わった──しかし、そんなことはあり得ないはずだ。あれはもうずっと昔に死んだのだから。

「他ほかになにか言っていた？」

「でも、おまえはやみにおちるって」

　菊乃は慄りつ然ぜんとした。これが真実であってもなくても、かつての仲間に伝えた方がいいように思った。

（昭しよう三ざぶ郎ろうさんなら）

　と、菊乃は思った。今、連絡をすることのできる仲間は高たか木ぎだけだ。彼なら神じん野の道どう蔵ぞうにもうまく連絡を取ってくれるはずだった。菊乃は道蔵とは道で会っても決して話をしないことになっている。

「柊とう美み」

　と、菊乃は呼びかけた。孫の聞いたことは本当に起こるに違いないという、不吉な予感のようなものが彼女をとらえていた。

「もしその時、本当に右目の子供と仲良くなっていたら」

　そうだとしたら、おそらく「右目の子供」は道蔵の孫に違いなかった。

「その人をいつも信じていなさい」

　そしてその時、自分はもうこの世にいないに違いない。

「あなたになにかあっても、その人がきっと助けてくれるから」

　かつて自分がそう信じたように。柊美はじっと菊乃を見ていた。

「分かった？」

　と、彼女は念を押した。

　うん、と柊美は頷うなずいた。





〈了〉















　　　あとがき







　三み上かみ延えんです。こんにちは。

　ついに六巻まで来ました。いつも考えるんですけど、書いてるのは確かに自分で、それに苦労がないわけではないんですけど、書く以外のことを僕は全すべて他人に委ねています。いやもう、ほんとに他ほかのことは何もできないわけですよ。色々な人々の手を介在しなければ本というものは世に出ませんし、何よりも読んで下さる方がいなくては、作者というのはどうしようもありません。




　まずはこの本を手に取って下さっている全ての方に感かん謝しやいたします。




　早いものでデビューしてから一年と三ヶ月経たちました。もう少しキリのいい時期に感かん慨がいにふけるべきかもしれませんが、一周年の時はすっかり忘れていました。考えてみれば記念日なんて暦の上だけのものです。自分が実際に積み重ねてきたもので物事は振り返るべきかもしれません。で、何となく既刊の『ダーク・バイオレッツ』をテーブルの上に積み重ねてみたりするわけですが。

　……だんだんページ数が多くなってきている、ということに素直に驚おどろきました。別にわざとやってるわけじゃないんですけど。




　さて、五巻のあとがきにも書いたとおり冬の話です。短編集も全体の物語に絡からんでいますが、本巻が四巻の直接の続きです。

　すでに読み終えてらっしゃる方はお分かりでしょうけど、物語は佳か境きように入っております。前の方の巻に出てきたアレがアレだったりとか、登場人物の一人が不安にかられたり、いよいよナニの名前が出てきたりとか、色々と大きく動いたりするのですが、七巻に持ち越す部分が相当あります……というか、ほとんど上下巻のつもりで書いてあります。

　このシリーズは七巻で完結いたします。最後までお付き合いいただければ幸いです。




　　二〇〇三年九月
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。人生ふりかえるとロクなことをしてない気がする。小説を書くのは例外的にマトモなことで、それだけは胸を張って人に言える。他になんかないのか、と言われたら、やっぱり胸を張って「ない」と答える。開き直ってるだけ、とも言う。
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神奈川在住の九州男児。かわいいものがダイスキで白いポリゴンネコをこよなく愛している。
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